
山川出版社の「歴史総合」は近現代の日本史・世界史を相互に関連付けながら、バランスよく記述して
います。日本史・世界史それぞれの大きな流れや基本的事項を学習できるため、選択科目の日本史探究・
世界史探究へとつながり、通史的な視点からより深い「探究」の学習を進めることができます。

歴史総合から へ

歴史総合
近代から現代へ

歴総707

探究につながる詳しい記述
● �歴史の流れを詳述、信頼できる内容。
● �日本史探究・世界史探究とのつながりを意識。
● �歴史の着眼点となる問いかけを設定。

現代の歴史総合
みる・読みとく・考える

歴総708

深める歴史
テーマ・資料・問いで考える
● �社会の特質や構造を捉える44のテーマ学習。
● �深い学び、考える授業の実現。
● ��グループワークに最適！　主体的・対話的な学びも。

わたしたちの歴史
日本から世界へ

歴総709

見開き47テーマ
ビジュアルで楽しく学ぶ
●厳選された見開き２ページ完結の47テーマ。
●身近な歴史から世界をみる。
●教えやすい学びやすい�シンプルな構成。

　「歴史総合」の学習によって身に付けた資質・能力を基に、我が国の歴史の展開に関わる諸事象に
ついて、地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに、事象の意味
や意義、伝統と文化の特色などを考察し、よりよい社会の実現を視野に、歴史的経緯を踏まえて、
現代の日本の課題を探究する科目です。

　「歴史総合」の学習で身に付けた資質・能力を基に、世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとともに、事象の意味や意義、特色な
どを考察し、よりよい社会の実現を視野に、歴史的経緯を踏まえて、地球世界の課題を探究する科目です。

世界史探究とは

日本史探究

世界史探究

詳しい内容と
豊富な史資料
信頼の教科書

『詳説日本史』
日探705

豊富な材料で
楽しく学べる
生徒が読んで
わかる教科書

『高校日本史』
日探706

世界史の枠組みを
体系的に学べる
信頼の教科書

『詳説世界史』
世探704

基本をおさえて、
資料で深める

『高校世界史』
世探705

考える歴史の
時代に向けて
新しく生まれ変わった
『新世界史』

『新世界史』
世探706

➡p.20

➡p.30

➡p.40

日本史探究とは

➡p.50

➡p.60

➡p.70

➡p.82

➡p.90
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指導用資料のご紹介
教師用指導書「授業実践編」・教師用指導書「研究編」・
「授業実践編」付属データ・指導者用デジタル教科書（教材）

「授業実践編」 付属データ 収録コンテンツ一覧教師用指導書 「授業実践編」

教師用指導書 「研究編」

・・各教科書の授業実践に活用いただける材料や史資料、解説を収録
・・授業準備や授業中に役立つデジタルコンテンツを収録した付属データDVD付き

・�・�各科目ごとの歴史事象やその背景、�
史資料の詳細な解説を収録

　�※�デジタルコンテンツを収録した付属データDVDは
付きません 指導用資料 定価一覧

歴総707 歴総708 歴総709 日探705 日探706 世探704 世探705 世探706

分
類 コンテンツ名 ファイル 『歴史

総合』
『現代の
歴史総合』

『わたしたちの
歴史』

『詳説
日本史』

『高校
日本史』

『詳説
世界史』

『高校
世界史』『新世界史』

授
業

準
備

教師用指導書紙面 PDF 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教科書掲載問い・解答例一覧 Excel 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

授
業
用
教
材

教科書紙面 PDF 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

授業用スライド PowerPoint 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スライド対応ワークシート Word 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

授業用アニメーション動画 MP4 〇

教
材
作
成

教科書本文テキスト Word 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教科書掲載史料テキスト Word 〇 〇 〇 〇 〇

教科書掲載地図・図表�カラー JPEG 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教科書掲載地図・図表�モノクロ JPEG 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

準拠ノート紙面 PDF 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

準拠ノート本文テキスト Word 〇 〇 〇 〇 〇

白地図集 JPEG 〇 〇 〇 〇 〇 〇
テ
ス
ト
・

評
価

準拠テスト例 Word 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

年間指導計画・評価規準例 Excel 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歴
史
総
合

教科書番号 商品名 税込価格

歴総707
『歴史総合』　教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『歴史総合』　教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

歴総708
『現代の歴史総合』　教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『現代の歴史総合』　教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

歴総709
『わたしたちの歴史』　教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『わたしたちの歴史』　教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

- 歴史総合�教師用指導書　〔研究編〕 ¥5,500
歴総707『歴史総合』　指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000
歴総708『現代の歴史総合』　指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000
歴総709『わたしたちの歴史』　指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000

日
本
史
探
究

教科書番号 商品名 税込価格

日探705
『詳説日本史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『詳説日本史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

日探706
『高校日本史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『高校日本史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

- 日本史探究�教師用指導書〔研究編〕 ¥5,500
日探705『詳説日本史』�教師用指導書〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット＋指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000
日探706『高校日本史』�教師用指導書〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット＋指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000

世
界
史
探
究

教科書番号 商品名 税込価格

世探704
『詳説世界史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『詳説世界史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

世探705
『高校世界史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『高校世界史』�教師用指導書�〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

世探706
『新世界史』�教師用指導書� 〔授業実践編〕（付属データDVD付） ¥22,000
『新世界史』�教師用指導書� 〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット ¥27,500

- 世界史探究�教師用指導書〔研究編〕 ¥5,500
世探704『詳説世界史』�教師用指導書〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット＋指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000
世探705『高校世界史』�教師用指導書〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット＋指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000
世探706『新世界史』�教師用指導書〔授業実践編〕（付属データDVD付）＋〔研究編〕セット＋指導者用デジタル教科書（教材）インストール版�または�クラウド版 ¥55,000

・・（インストール方法①）�各利用端末に直接インストールしてご利用ください。
　��※端末インストール（スタンドアロン）はWindows�PCのみの対応となります。

・・�（インストール方法②）�DVD-ROMに収録されているデジタル教科書のデータを学校・教育委員
会等に設置されているWebサーバーにアップロードのうえ、各利用端末
からアクセスしてご利用ください。

　※ファイルサーバーは動作保障環境の対象外です。

【同一の学校建物内の指導者用端末に限りインストール数の制限なし】インストール版

クラウド版

・・�弊社からライセンス証・学校管理者向けスタートガイドをお送りします。スタートガイドに沿っ
て初期設定作業をしていただくことで、作業完了後、ライセンス証記載の利用開始日よりご利
用いただけます。
・・�オンライン環境にて、各利用端末から弊社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利用くだ
さい。

【校内フリーライセンス】

指導者用デジタル教科書（教材）
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「授業実践編」付属データを活用した          効率的な授業展開例

『わたしたちの歴史 歴総709 』授業展開例 『高校世界史 世探705 』授業展開例

1 1

2

導入

展開

3

授業用アニメーション動画で学習のポイントを提示 教科書紙面PDFで写真や資料を大きく投影し、考察を促すきっかけに

授業用スライドや教科書紙面PDFを活用して板書を省き、スムーズに進行

観点別評価に対応した「準拠テスト例」で知識の定着を確認、
資料を活用した読み解き問題も

42 第2章  中央ユーラシアと東アジア世界

中央ユーラシア
中央ユーラシアにおいて国家・社会を形成し、発展させたのはどのような
人々だったのだろうか。

1

　　　　　　　　　　　ユーラシア大陸の中央部は、パミールの東

西にのびる大山脈が高温多湿の季節風（モ

ンスーン）をさえぎるために乾
かん

燥
そう

し、寒
かん

暖
だん

の差が大きい大陸性気候

を特
とく

徴
ちょう

とする。ここには東のモンゴル高原から西の黒
こっ

海
かい

北岸にかけ

て広
こう

大
だい

な草原が連なり、その南にはいくつもの砂
さ

漠
ばく

が広がっている。

そして、砂漠のあいだには高山地帯の雪
ゆき

解
ど

け水
みず

を水源とする中央ア

ジア❶のオアシスが点
てん

在
ざい

する。この広大な空間を中央ユーラシア❷ 1

と呼ぶ。ここでは、きびしい環境に適応した草原の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

2や、オ

アシスの定住民が活
かつ

躍
やく

し、彼らは周辺の諸勢力と様々な関係を結び

ながら、世界史の展開に大きな役割を果たした。

中央ユーラシアの風土

❶ユーラシア大陸中央部の地域名
称。その範囲は一定ではないが、
パミールの東西に広がる砂漠・オア
シス地域と北部の草原地域を中心と
する。現在では、カザフスタン、ウ
ズベキスタン、トルクメニスタン、タジ
キスタン、キルギス、中国の新

しん

疆
きょう

ウイ
グル自治区などの地域にあたる。

❷内陸アジアという名称も長く用いら
れてきた。

1 中央ユーラシアの遊牧諸勢力の移動と各地のおもな産物
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2第 章

中央ユーラシアでは遊牧国家が興亡を繰り返し、東アジアでは秦が中
国を統一したが、短期間で崩壊した。これらの地域の国家や社会は、
どのような人々によって成り立ち、変化していったのだろうか。

中央ユーラシアと東アジア世界

1 中央ユーラシア 43

　　　　　　　　　　　中央ユーラシアの草原地帯では、羊
ひつじ

・牛・

馬などの家
か

畜
ちく

を生活の糧
かて

として、草や水を

求めて移動する遊牧民が生活していた。彼らのあいだに青
せい

銅
どう

製の馬
ば

具
ぐ

や武器をもった騎
き

馬
ば

遊牧民が登場するのは、前９～前８世紀頃の

ことである。馬
ば

上
じょう

から矢を射る遊牧民の集団は、機
き

動
どう

性
せい

にすぐれた

軍事力を備え、それは鉄製武器を得るとさらに向上した。

　騎馬遊牧民は血
けつ

縁
えん

的
てき

な集団にまとまっていたが、ときに強力な指

導者が現れると短期間に強大化し、その圧
あっ

倒
とう

的
てき

な軍事力によって広

大な地域を支配して遊牧国家をたてることもあった。しかし、統
とう

率
そつ

が失われると集団は再編されたため、遊牧国家は興
こう

亡
ぼう

を繰り返した。

また彼らは、ユーラシアの東西を結ぶ交
こう

易
えき

や文化交流にも貢
こう

献
けん

した。

彼らが利用したルートは「草
そう

原
げん

の道」と呼ばれる。

　文献に記された最初の遊牧国家は、前７世紀頃に現れたスキタ

イ 3 4である。スキタイは黒海北岸の草原地帯を支配し、その軍事

活動は古代オリエントにもおよんだ。中央ユーラシア東部でも前３

世紀後半から騎馬遊牧民の統合の動きが始まり、匈
きょう

奴
ど

がモンゴル高

原に遊牧国家をたてた。とくに前３世紀末に現れた冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもと

で匈奴は強大化し、中央アジアのオアシス地帯を勢力下におさめ、

漢
かん

を圧
あっ

迫
ぱく

した。漢の高
こう

祖
そ

は匈奴に敗れて和
わ

親
しん

策
さく

をとったが、のちの

武
ぶ

帝
てい

は武力で匈奴を北
ほっ

方
ぽう

に追いやった。その後、匈奴は内陸交易の

利を失って衰えた。

　後３世紀以降、草原地帯の各地で遊牧民の活動が活発となり、中

国では鮮
せん

卑
ぴ

などいわゆる「五
ご

胡
こ

」の進出、ヨーロッパではフン人の西
せい

進
しん

❸が始まった。こうして騎馬遊牧民は、ユーラシア大陸に大変動

をもたらすことになった。

遊牧民の社会と国家

在位前209〜前174

▶p.45

▶p.45

▶p.47

▶p.84

❸西へ移動した北匈奴とフン人を同
一とみなす説があるが、確証はない。
ただし、匈奴の移動がほかの遊牧
集団の西進をうながした可能性はあ
る。

冒頓単于 在位前209～前174

父を殺害して単于となると、
秦から奪われた失地の回復
に成功し、匈奴を一大勢力
に成長させた。漢の高祖に
は、絹

きぬ

織
おり

物
もの

などを毎年送らせ
るだけでなく、皇族の女子を
単于がめとることを認めさせ
た。

トルコ共和国の切手に描かれ
た冒頓単于
匈奴の強大化にはどのような要

因があったのだろうか。

2 遊牧民の生活風景　彼らのおもな食料は乳
にゅう

製
せい

品
ひん

や肉類であり、衣服は
毛皮が中心で、住居も木製の骨組みをフェルトでおおう、解体・移動に適した
組み立て式であった。
遊牧民にとって、家畜はどのような存在であったのだろうか。

3 弓に弦
つる

をはるスキタイの戦士　スキタイの馬
ば

具
ぐ

や
武器には特有の動物文

もん

様
よう

がほどこされている。鏃
やじり

の形状
を工夫し、他種の矢より真っすぐに飛ぶようにした。また、
彼らはズボンやブーツなど騎馬に向く服装で、革帯をしめた。

4 スキタイ美術　金製の鹿形装
そう

飾
しょく

。5
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自然法の思想
と社会契約説

ヨーロッパでは17世紀に、国家や社会のあり方

についての考察が進み、近
きん

代
だい

自
し

然
ぜん

法
ほう

の思
し

想
そう

が生ま

れた。この思想から、国家の起源を自由で平等な個人どうしが自発的に

取り結ぶ契
けい

約
やく

に求めるという社
しゃ

会
かい

契
けい

約
やく

説
せつ

が生まれた。やがて、社会契約

説は身分制社会 や君
くん

主
しゅ

（国家）の圧
あっ

政
せい

に対する抵
てい

抗
こう

の根
こん

拠
きょ

となり、18世

紀後半から19世紀半
なか

ばにかけて、いわゆる市
し

民
みん

革
かく

命
めい

と呼ばれるできご

とが各地でおこった。

アメリカの
独立

アメリカ大陸北部では、イギリスとフランスが植
しょく

民
みん

地
ち

の拡大をめぐって争いを繰
く

り広
ひろ

げていたが、18

世紀後半になると、イギリスの優位が確定した。

　イギリスは戦争の費用を植民地に重税を課すことなどによっておぎな

おうとしたが、これに対し、イギリス本国の議会に代表を送っていない

植民地側は、「代表なくして課税なし」ととなえて強く反発した 。イギ

リスが植民地側の抵抗運動を弾
だん

圧
あつ

したため、1775年に両者の対立は独

立戦争に発展し、翌年、植民地側は独立を宣言 した。

　1783年に独立を達成 したアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

は、人
じん

民
みん

主
しゅ

権
けん

・三
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

・

連
れん

邦
ぽう

主
しゅ

義
ぎ

などを柱とした合衆国憲法を制定して、国作りを進めた。しか

し、先住民やアフリカ人奴
ど

隷
れい

は国家の構成員とはみなされなかった。そ

の後、アメリカは北アメリカに広い領土を獲
かく

得
とく

し、1861年から始まる

★

★

★

1

2

3

★

市民革命を通じて、「自由」「平等」という考えが広がった。
このことは、世界にどのような影

えい

響
きょう

を与
あた

えたのだろうか？7  市民革命と
国民統合

■1ボストン茶
ちゃ

会
かい

事
じ

件
けん

　1773年、
茶
ちゃ

法
ほう

によるイギリス東インド会
社（→p.26）の茶の独

どく

占
せん

販
はん

売
ばい

に反
対した植民地の人々は、ボスト
ン港に停

てい

泊
はく

中の東インド会社の
船をおそった。

●❶  船に乗り込んだ人々は、
何を海に捨てているの
だろう？

●❷  人々が、このような行
動をおこしたのはなぜ
だろう？

われわれは、以下の事実を自明のことと信じる。
すなわち、すべての人間は生まれながらにして
平等であり、その創造主によって、生命、自由、
および幸福の追求を含

ふく
む不

ふ
可
か
侵
しん
の権利を与えら

れているということ。こうした権利を確保する
ために、人々のあいだに政府が樹立され、政府
は統治される者の合意にもとづいて正当な権力
を得る。そして、いかなる形態の政府であれ、
政府がこれらの目的に反するようになったとき
には、人民には政府を改造または廃

はい
止
し
し、新た

な政府を樹立し、人民の安全と幸福をもたらす
可能性がもっとも高いと思われる原理をその基

き

盤
ばん
とし、人民の安全と幸福をもたらす可能性が

もっとも高いと思われるかたちの権力を組織す
る権利を有するということ、である。

（AMERICAN CENTER JAPAN）

■2 アメリカ独立宣言
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南
なん

北
ぼく

戦
せん

争
そう

を経るなかで、１つの国としてのまとまりも強くなっていった。

フランス革命
と国民統合

フランスでは、きびしい身分 制度があり、人口

の９割以上を占
し

める平
へい

民
みん

（第
だい

三
さん

身
み

分
ぶん

）は、重税に苦

しんでいた 。一方、宮
きゅう

廷
てい

での浪
ろう

費
ひ

や対外戦争などによる深刻な財政危

機を解決するために、国王ルイ16世 が特
とっ

権
けん

身
み

分
ぶん

（聖
せい

職
しょく

者
しゃ

・貴
き

族
ぞく

）への課

税を試みると、特権身分はこれに反発した。特権身分と第三身分の不満

があわさって1789年におこったフランス革
かく

命
めい

は、やがて急進化し、王

政が廃
はい

止
し

されて共
きょう

和
わ

政
せい

となり、93年にはルイ16世が処刑された。革命

のなかで、人間の自由・平等などを主張した人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん

 が採
さい

択
たく

されたが、

革命側の内
ない

部
ぶ

抗
こう

争
そう

や、革命が拡大することを恐
おそ

れた外国の干
かん

渉
しょう

により、

政治の混乱は深まった。

　このようななかで、ナポレオン =ボナパルトは内外の混乱をおさえて

権力を握
にぎ

り、国民の絶大な支持を得た。ナポレオンは周辺諸国の征
せい

服
ふく

に

も乗り出し、1804年には皇
こう

帝
てい

となった。ナポレオンに征服された地域

では、フランス革命の理念が伝えられたことで改革がうながされた一方、

外国の支配に反対する国民意識を成長させることにもなった。

　ナポレオンは周辺諸国の反
はん

撃
げき

に敗れて皇帝を退位したが、彼
かれ

の支配を

受けた地域を中心に、言語や文化を同じくする人々や同じ集団に属する

という意識をもった人々が、国民として１つの国家を形成するべきであ

るという考え方があらわれた。以後、ヨーロッパでは、民族 独立や国民

統合の気運が高まった。19世紀後半には、多くの小国家に分
ぶん

裂
れつ

してい

たドイツやイタリアも統一を達成した 。

→p.39

★

45

1754～93

★ 6

1769～1821

★

→p.45

大西洋

0°（赤道）

イギリス産業革命
18世紀後半～

フランス革命
1789～99年

アメリカ独立戦争
1775～83年

ハイチ
フランスから独立
1804年

ラテンアメリカ諸国の独立
1810年代～20年代

■3環
かん

大
たい

西
せい

洋
よう

革
かく

命
めい

　アメリカ合衆国の独立は、これ以後
のヨーロッパやラテンアメリカ諸地域での革命や独立
運動に大きな影響を与えることとなった。このような
できごとのつながりは、環大西洋革命と呼ばれること
がある。 ■5フランス革命以前の社会を風

ふう

刺
し

した絵

アメリカ独立宣言と人権宣言の共通してい
るところは何だろう？

この絵は、革命前の
フランス社会のどの
ような様子を表現し
ているのだろう？

１つの国民が存続し、繁
はん
栄
えい
していくためには

何が必要であろうか。私的労働と公的職務で
ある。……それらを担

にな
っているのはだれか。

第三身分である。……したがって、第三身分
とは何か。すべてである。ただし、足

あし
枷
かせ
をは

められ、抑
よく
圧
あつ
されたすべてである。特権身分

がなくなれば、第三身分はどうなるであろう
か。すべてである。ただし自由で活

いき
々
いき
とした

すべてである。……国民とは何か。共通の法
のもとに暮

く
らし、同一の立

りっ
法
ぽう
府
ふ
によって代表

される協同体である。……第三身分は国民に
属するすべてのものを包

ほう
含
がん
しており、第三身

分でないものは国民とはみなされない。第三
身分とは何か。すべてである。

（河野健二編『資料フランス革命』）

■4 シェイエス『第三身分とは何か』

１　 人間は自由で権利において平等なものとし
て生まれ、かつ生き続ける。社会的区別は
共同の利益にもとづいてのみ設けることが
できる。

２　 あらゆる政治的結合の目的は、人間のもつ
絶対に取り消し不可能な自然権を保

ほ
全
ぜん
する

ことにある。これらの権利とは、自由、所
有権、安全、および圧政への抵抗である。

３　 すべて主権の根源は、本質的に国民のうち
に存する。いかなる団体も、またいかなる
個人も、明示的にその根源から発してはい
ない権限を行使することはできない。

17　 所有権は、神
しん
聖
せい
かつ不可侵の権利であり、

したがって、合法的に確認された公的必
要性からそれが明白に要求されるときで
あって、かつあらかじめ正当な補

ほ
償
しょう
金
きん
が支

し

払
はら
われるという条件でなければ、いかなる
者もその権利を剥

はく
奪
だつ
されえない。

（河野健二編『資料フランス革命』）

■6 人権宣言

14

❶船に乗り込んだ⼈々は、何を海に捨てているのだろう︖

１－７ 市⺠⾰命と国⺠統合

ボストン茶会事件
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A 問題 
高校世界史 p.42～44 

第 2 章 1 節 中央ユーラシア 
 
 ユーラシア大陸の中央部は、パミールの東西にのびる大山脈が高温多湿の季節風(モンスーン)をさえぎ

るために乾燥し、寒暖の差が大きい大陸性気候を特徴とする。この広大な空間では、きびしい環境に適応

した草原の遊牧民やオアシスの定住民が活躍した。 
 中央ユーラシアの草原地帯では、青銅製の馬具や武器をもった( ① )が前 9～前 8 世紀頃に登場した。

( ① )はしだいに圧倒的な軍事力によって広大な地域を支配して( ② )をたてることもあった。また

彼らは、ユーラシアの東西を結ぶ交易や文化交流にも貢献した。彼らが利用したルートは「( ③ )」と

呼ばれる。文献に記された最初の( ② )は、前 7 世紀頃に現れた( ④ )である。( ④ )は黒海北岸

の草原地帯を支配し、その軍事活動は古代オリエントにもおよんだ。中央ユーラシア東部でも前 3 世紀

後半から統合の動きが始まり、( ⑤ )がモンゴル高原に( ② )をたてた。とくに前 3 世紀末に現れた

( ⑥ )のもとで( ⑤ )は強大化し、中央アジアのオアシス地帯を勢力下におさめ、漢を圧迫した。後

3 世紀以降、草原地帯の各地で遊牧民の活動が活発となり、中国では鮮卑などいわゆる「( ⑦ )」の進

出、ヨーロッパでは( ⑧ )人の西進が始まった。こうして( ① )は、ユーラシア大陸に大変動をもた

らすことになった。 
 一方、中央アジアのオアシスでは農耕が可能であり、手工業生産や交易の拠点でもあったので、多数の

オアシスを結んで、ラクダを利用した隊商が往来する「( ⑨ )」がしだいにできあがっていった。

「( ⑨ )」や「( ③ )」を通じて中国の生糸や絹織物が西方に伝えられたため、これらの道はあわせ

て「( ⑩ )」とも呼ばれる。オアシス都市は、連合して大きな国家をつくることはなく、周辺諸国の支

配を受けることが多かった。 
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B 問題 
高校世界史 p.42～54 

第 2 章 中央ユーラシアと東アジア世界 
 
第 1 問 つぎの会話文を読み、下の問いに答えよ。 
先 生：文献で記された最初の遊牧国家はどこでしょうか。 
生 徒：先生、私知っています。( i )です。 
先 生：よく知っていますね。では、( i )に関する資料 1・2 をみて、気づくことをあげてください。 
 
資料 1                  資料 2 

 
生 徒：資料 1・2 からは、( I )ということが読み取れます。 
先 生：よく読み取れていますね。遊牧民は中国王朝にもたびたび侵入しました。たとえば、前 3 世紀の

モンゴル高原で強大化していた遊牧国家は何でしょう。 
生 徒：冒頓単于のもとで強大化した( ii )です。 
先 生：その通りです。これ以降も遊牧民は侵入し、中国王朝に混乱をもたらしました。 
 
問 1 会話文中の空欄( i )・( ii )に当てはまる語句を答えよ。【知識・技能】 
 
問 2 会話文中の空欄( I )に当てはまる文として誤っているものを、つぎのア～エから 1 つ選べ。【思

考・判断・表現】 
   ア．金属を巧みに加工する技術をもっている 
   イ．馬具や武器には特有の動物文様がほどこされている 
   ウ．ズボンやブーツなど騎馬に向く服装をしている 
   エ．強力な指導者によって戦士は統率されている 
 
問 3 授業後に生徒は、中国王朝に影響を与えた遊牧民について調べ、世界史かるたを作成した。つぎの

文字札 1・2 にもっとも関連する絵札 1・2 と遊牧民の名称との組合せとして正しいものを、下のア～

カから 1 つ選べ。【思考・判断・表現】 
 
 
 

2〜3分のアニメーション
授業冒頭の導入に最適

写真も含めた教科書紙面を
そのまま収録

3 準拠ノート紙面PDFでプリント教材の準備を削減
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7  市民革命と国民統合

①～⑯に入る語句を答えよう。

自然法の思想と社会契約説

●17世紀のヨーロッパで生まれた（ ① ）の思想から、国家の起
源を（ ② ）な個人どうしが自発的に取り結ぶ契約に求めると
いう（ ③ ）が生まれた。

●（③）は、身分制社会や圧
あっ
政
せい
に対する抵

てい
抗
こう
の根
こん
拠
きょ
となり、18世

紀後半から19世紀半ばにかけて、いわゆる（ ④ ）と呼ばれる
できごとが各地でおこった。

アメリカの独立

●アメリカ大陸北部での植
しょく
民
みん
地
ち
の拡大をめぐって（ ⑤ ）と争いを

繰り広げたイギリスは、その費用を植民地へ重税を課すことな
どによっておぎなおうとした。これに対して、植民地側は「（ ⑥ ）」
ととなえて強く反発し、1773年には（ ⑦ ）がおこった。

●イギリスが抵抗運動を弾
だん
圧
あつ
すると、1775年に（ ⑧ ）がおこり、

翌年、植民地側は独立を宣言した。
●1783年に独立を達成したアメリカ合

がっ
衆
しゅう
国
こく
は、（ ⑨ ）・三権分立・

連邦主義などを柱とした憲法を制定し国作りを進めたが、（ ⑩ ）
やアフリカ人奴隷は国家の構成員とはみなされなかった。

フランス革命と国民統合

●フランスでは、きびしい身分制度があり（ ⑪ ）と呼ばれる平民
は、重税に苦しんでいた。国王（ ⑫ ）は、財政危機を解決する
ために特

とっ
権
けん
身
み
分
ぶん
への課税を試みたが、反発をうけた。

●1789年におこった（ ⑬ ）はやがて急進化し、93年には（⑫）が
処刑された。また、人間の自由・平等などを主張した（ ⑭ ）が
採
さい
択
たく
されたが、革

かく
命
めい
側の内

ない
部
ぶ
抗
こう
争
そう
や外国の干

かん
渉
しょう
により政治の

混乱は深まった。 
●内外の混乱をおさえて国民の絶大な支持を得た（ ⑮ ）は、周辺
諸国の征服にも乗り出し、1804年に皇

こう
帝
てい
となった。

●（⑮）に征服された地域では、（⑬）の理念が伝えられて改革がう
ながされた一方、外国の支配に反対する（ ⑯ ）も成長した。以
後、ヨーロッパでは、民族独立や国民統合の気運が高まり、
19世紀後半にはドイツやイタリアも統一を達成した。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

▶教科書 p.42～43
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すべての人間は生まれな
がらにして平等であり、
その創造主によって、生命、
自由、および幸福の追求
を含

ふく
む不

ふ
可
か
侵
しん
の権利を与

えられているということ。
（AMERICAN CENTER JAPAN）

１　 人間は自由で権利において平等なものと
して生まれ、かつ生き続ける。社会的区
別は共同の利益にもとづいてのみ設ける
ことができる。

２　 あらゆる政治的結合の目的は、人間のも
つ絶対に取り消し不可能な自然権を保

ほ
全
ぜん

することにある。これらの権利とは、自由、
所有権、安全、および圧政への抵抗である。

（河野健二編『資料フランス革命』）

市民革命を通じて、「自由」「平等」という考えが広がった。
このことは、世界にどのような影響を与えたのだろうか？

テーマの問い

テーマの問いを考えよう

問１～４をもとにテーマの問いを考えてみよう。

大西洋

0°（赤道）

イギリス産業革命
18世紀後半～

フランス革命
1789～99年

アメリカ独立戦争
1775～83年

ハイチ
フランスから独立
1804年

ラテンアメリカ諸国の独立
1810年代～20年代

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

（ 望ましいといえる　／　望ましいとはいえない ）。

問３　 アメリカ独立宣言と人権宣言に共通する２つのキ
ーワードは何だろうか。

問４　 これらの資料の立場からみると、上の図のような状態は望ましいといえるだろうか。

地図で確認しよう

資料と図で確認しよう

問１　 右の地図にある❶～❺のできごとを、年
代順に並べてみよう。

問２　 問１の解答からどのようなことが読み取
れるだろうか。

環大西洋革命

アメリカ独立宣言

人権宣言

・

フランス革命以前の社会を風
ふう

刺
し

し
た絵

テーマの問いにも
スムーズに取り組める
わかりやすい構成

2 授業用スライドと生徒用ワークシートで板書を省き、
少ない時間数でもスムーズに授業を展開

4

遊牧⺠の社会と国家

遊牧⺠の⽣活…⽺・⽜・⾺などの家畜を⽣活の糧とする
草や⽔を求めて移動する

前９〜前８世紀頃
騎⾺遊牧⺠登場
→軍事⼒によって遊牧国家をたてる

「草原の道」…遊牧⺠が活動したルート
ユーラシアの東⻄を結ぶ交易や⽂化交流が発展

２－１ 中央ユーラシア
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高校世界史 p.42～44 
第Ⅰ部 諸地域の歴史的特質の形成 
第２章 中央ユーラシアと東アジア世界 

１ 中央ユーラシア 
 
【Q 中央ユーラシアにおいて国家・社会を形成し、発展させたのはどのような人々だったのだろうか。】 
 
中央ユーラシアの風土 
  中央ユーラシア   
・乾燥し寒暖の差が大きい大陸性気候 
・東のモンゴル高原から西の黒海北岸に至る広大な地域 
・砂漠のあいだには雪解け水を水源とするオアシスが点在 
・草原の遊牧民や、オアシスの定住民が活躍し、世界史の展開に大きな役割を果たす 
 
 
遊牧民の社会と国家 
遊牧民の生活…羊・牛・馬などの家畜を生活の糧とする 

草や水を求めて移動する 
前９～前８世紀頃 
   騎馬遊牧民  登場 
 →軍事力によって  遊牧国家  をたてる 
   「草原の道」  …遊牧民が活動したルート 

ユーラシアの東西を結ぶ交易や文化交流が発展 
 
Q 遊牧民にとって、家畜はどのような存在であったのだろうか。 
生業の中心であり、生活を成り立たせるために様々なものに活用された。遊牧民にとっては財産に等 
しいものであった。 
 
 

 
  スキタイ  …文献上の最初の遊牧国家 
 前７世紀頃、黒海北岸の草原地帯を支配 
 古代オリエント地域…アッシリアなどへの軍事活動 
 黒海北岸…ギリシア人植民市との交流 
中央ユーラシア東部…前３世紀後半、騎馬遊牧民の統合 
 月氏…タリム盆地東部 
   匈奴  …モンゴル高原 
 

拡大表示にも対応した
解像度

問題ごとに観点別評
価項目を示している
ので、評価も安心

スライドとワーク
シートが対応して
いて使いやすい

まとめ

導入

展開

まとめ

サンプル動画

こちらから
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「授業実践編」 付属データ ご利用までの流れ

ご用意しています。ご利用方法は 通り2
「授業実践編」付属データの

3ステップで完了！

データを利用する端末にDVDドライブが

利用開始！

付いている

 『DVDディスク』から
データをインポート

Webサイトから
データをダウンロード

付いていない
DVDドライブ付き
ノートPC

DVDディスクをドライブにセットし、
データをPCにインポートしてご利用く
ださい

DVDドライブ非搭載ノートPC、
タブレットPCなど

『山川＆二宮ICTライブラリ』からデータ
をダウンロードしてご利用ください

1 2

Webサイトからのダウンロード手順

認証に必要なライセンスコードは、付属DVDの盤面に記載された9桁の数字です
※コードは半角数字でご入力ください

山川&二宮 ICTライブラリ（       https://ywl.jp）へアクセスしてください
※または、検索ブラウザから「ICTライブラリ」で検索してサイトへアクセスしてください

ログイン後、右上の　　アイコンから［ライセンス管理］ページへ進み
［ライセンス追加］をクリックし、画面の案内に従ってライセンスコードを
入力してください

ライセンス認証が完了したら、トップページ右上のマイライブラリ＞マイコンテンツ
からデータをダウンロードしてご利用ください

トップバナーの［会員登録／ログイン］から会員登録（無料）してください
※すでに会員登録がお済みの先生は、登録済みIDでログインしてください

① ② ③

詳しい情報はこちらから

山川＆二宮ICTライブラリ
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第第５５章章  院院政政とと武武士士のの躍躍進進  

大陸で宋、朝鮮半島に高麗が建てられた頃、日本では地方で武士が成長し、荘園が各地に生

まれ、中央で摂関政治が停滞して院政が始まった。院政はどのように成立したのだろうか。

またその後、武士が台頭してくるきっかけは何だろうか。 

 

１１  院院政政のの始始ままりり  

  

●●日日本本列列島島のの大大ききなな変変化化  

 11世紀の後半、朝廷では政治の転換期を迎えた。天皇家や摂関家・大寺社は、諸国からの

税収が不安定になる中、荘園の拡大をはかった。しかし、荘園の増加により、支配する公公領領

(国国衙衙領領)を圧迫された国司は、荘園の不入の権利を取り消すなどの荘園整理をおこなった

ため、対立が深まった。 

 地方では豪族や開発領主として力をのばしてきた武士の成長が著しく、貴族や大寺社と

結びついて私領の拡大をはかった。なかでも東日本での反乱を機に、源氏の武士が奥州に勢

力を広げた。九州では、大陸との交通が盛んになり、日宋貿易の窓口である博多の周辺には、

大寺社や上級貴族が進出していった。 

  

●●延延久久のの荘荘園園整整理理令令とと荘荘園園公公領領制制  

 関白の藤原頼通に皇位継承を抑えられてきた後後三三条条天天皇皇は、即位すると、ときの摂政・関

白を外戚としないこともあって、新たな政治を進めた。天皇は摂関政治の弊害をみて成長し

てきたため、大江匡房らの学識にすぐれた人材を登用し、荘園の増加により公領が圧迫され

ているとして、1069(延久元)年に延延久久のの荘荘園園整整理理令令を出した❶。 

 天皇は整理の審査を地方の国司にゆだねず、中央に記録所(記記録録荘荘園園券券契契所所)を設け、荘園

の所有者から提出された証拠書類(券契)と国司の報告とをあわせて審査し、新しく立てら

れた荘園や書類不備の荘園など、基準にあわない荘園を停止した❷。摂関家の荘園も例外で

はなく、この整理令はかなりの成果を上げた。 

 荘園整理によって、貴族や寺社が支配する荘園と、公領との区別が明確になり、貴族や寺

社は認められた荘園の整備を進め、国司は公領を郡郡・郷郷・保保などの新たな単位に再編成し、

支配下にある豪族や開発領主を、郡司・郷司・保司に任命して徴税を請け負わせた。 

 また、国司は田所・税所などの国衙の行政機構を整え、代官として派遣した目代の指揮の
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❶荘園整理令は醍醐天皇の902(延喜２)年が最初(→p.69)で、その後1045(寛徳２)年にも新

たに成立した荘園を停止するなどしばしば出されたが、整理令の実施は国司にゆだねられ

ていたので不徹底であった。また、後三条天皇は荘園整理令を出すとともに枡の大きさを一

定にした。これは宣旨枡と称され、枡の基準として太閤検地(→p.143)まで用いられる一方、

荘園では様々な枡が用いられた。 

❷石清水八幡宮領では、34カ所の荘園のうち21カ所だけが認められ、残りの13カ所の権利は

停止された。 

❸名主はおもに米・絹布などでおさめる年貢のほか、糸・炭・野菜など手工業製品や特産物

を納入する公事、労役を奉仕する夫役などを負担した。これは、国司が名を請け負った田堵

に課税した官物・臨時雑役の系統を引くものである。 

❹院とは、もともと上皇の住居のことで、のちには上皇自身を指すようになった。 

❺白河天皇が造立した法勝寺や堀河天皇が造立した尊勝寺など、院政期に天皇家により造

営された「勝」のつく６寺をいう。 

 

【【ＱＱ】】  

読読みみとといいててみみよようう 史料の著者である右大臣藤原宗忠は、白河法皇の院政をどのようなも

のと考えているのだろうか。説明してみよう。 

ＱＱ  権力が摂関家から院へと移ったのはなぜだろうか。 

ＱＱ  上皇は、どのようにして権力を強めたのだろうか。 

 

【【史史料料】】  

記記録録荘荘園園券券契契所所のの設設置置  

 コノ後三条位ノ御時、……延久ノ記録所トテハジメテヲカレタリケルハ、諸国七道ノ所領

ノ宣旨･官符❶モナクテ公田ヲカスムル❷事、一天四海ノ巨害ナリトキコシメシツメテ❸ア

リケルハ、スナハチ宇治殿ノ時、一ノ所ノ御領❹御領トノミ云テ、庄園諸国ニミチテ受領ノ

ツトメタヘガタシナド云ヲ、キコシメシモチタリケル❺ニコソ。(『愚管抄』) 

❶宣旨・官符とも天皇の命令を受けて太政官から出される文書。❷横領する。❸「ツメテ」は「詰めて」、ずっと聞いて

きての意。❹「一ノ所」とは「摂関家」のことで、摂関家領の意。❺聞き入れ、用いられた。 
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２ 秦・漢帝国 

教 p.40～44 

▶１ 「皇帝」の出現 

 ① 秦の強大化（←「戦国の七雄」）東方諸国：合従策（蘇秦）と連衡策（張儀）で秦に対応 

  ⓐ 商鞅の変法（前４世紀、孝公）……郡県制の施行などの大改革 

  ⓑ 秦王の政による中国統一（前 221） 

      戦国乱世を統一、皇帝の称号採用（→［１ 始皇帝   ］）……都：（２ 咸陽  ） 

  ⓒ 国内政治……中央集権体制の確立 

      （３ 郡県  ）制……全国を直轄地とする 

          全国を郡・県に分け、中央から派遣した官吏による統治 

      思想統制……法家の説を採用――丞相：李斯 

        （４ 焚書・坑儒     ）……実用書以外の書物を焼却・学者の穴埋め 

      度量衡・文字（篆書）の統一、半両銭の流通拡大 

 ② 対外政策 

  ⓐ 北 方……（５ 匈奴  ）攻撃、長城（万里の長城）を修築 

  ⓑ 南 方……華南進出――南海などの３郡を設置 

 ③ 滅 亡 

  ⓐ あいつぐ軍事行動・大土木工事（始皇帝陵・兵馬俑など）→反発 

  ⓑ 東方各地で反乱……（６ 陳勝・呉広     ）の乱（「王侯将相いずくんぞ種あらんや」） 

  ⓒ 楚の項羽と漢の［７ 劉邦  ］（農民出身）の挙兵→秦の滅亡（前 206）→劉邦の全国統一 

▶２ 漢代の政治 

 ① 前漢の成立（前 202）……都：（８ 長安  ）（現在の西安） 

  ⓐ 劉邦（高祖）の建国 

      （９ 郡国  ）制の施行←秦の急激な統一政策の失敗 

        郡県制（都に近い地域：皇帝の直轄地）と封建制（周辺部：諸侯王を封じる）の併用 

      対外消極策……匈奴（冒頓単于）と和親策 

  ⓑ （10 呉楚七国    ）の乱（前 154）……景帝の時代 

      皇帝と諸侯王の対立→諸王国の統治に干渉→中央集権体制の成立 

 ② 武帝の時代（前 141～前 87）……第７代、前漢の最盛期（→大規模な対外戦争） 

          （11 匈奴  ）攻撃 → 敦煌など４郡設置 

          ［12 張騫  ］を大月氏へ派遣（匈奴挟撃）→タリム盆地まで勢力拡大 

          南 方……（13 南越  ）国を征服・ベトナム北部を支配  南海など９郡設置 

          朝 鮮……衛氏朝鮮征服→（14 楽浪  ）など４郡を設置（前 108） 

          （15 郷挙里選    ）……地方長官の推薦による官吏選任 

  ⓑ 経済政策… （16 塩 ）・17 鉄 ）の専売、五銖銭の発行 

          物価調整策……（18 均輸  ）（物資の流通の調整）・（19 平準  ）（物価の安

定） 

 ③ 新（８～23）の成立←過度の集権的な政策への反動 

  ⓐ 外戚の［20 王莽  ］が帝位を奪う→儒学的理想に基づく新体制（周の封建制を理想） 
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18　　第 ２章　中央ユーラシアと東アジア世界

第2章 中央ユーラシアと東アジア世界

		 中央ユーラシアの風土
　❶　中央ユーラシア（内陸アジア）……乾燥地帯・大陸性気候（寒暖差大きい）
　　ⓐ　北半：広大な草原（黒海北岸〜モンゴル高原）……遊牧民の活動　
　　ⓑ　南半：砂漠地帯（オアシスの点在）……オアシス定住民の活動
		 遊牧民の社会と国家
　❶　遊牧民……遊牧・狩猟（草原地帯を季節的に移動）
　　ⓐ　家畜（羊・ヤギ・馬・牛・ラクダなど）の飼育……食料：乳製品・肉類、衣服：毛皮中心
　　ⓑ　住居……ゲル（パオ、フェルト製の移動式天幕）
　❷　（　　　　　　　　 ）の登場（前 ９〜前 ８世紀）……世界史に大きな影響
　　ⓐ　騎馬技術（青銅製の馬具・武器使用） → 機動性にすぐれた軍事力 → 定住農耕地帯への侵入
　　ⓑ　遊牧国家の形成……部族集団の連合により成立　　統率力をもつ強力な君主の出現
　　ⓒ　東西交易や文化交流に貢献……「（　　　　 ）の道」を利用
		 スキタイと匈奴
　❶　遊牧国家の出現
　　ⓐ　（　　　　　　　）（前 ７世紀頃）……最初の遊牧国家　　黒海北岸の草原地帯を支配
　　ⓑ　中央ユーラシア東部の遊牧国家（前 ３世紀以降） ← スキタイの影響
　　　　　　月氏（タリム盆地東部）・（　　　　 ）（モンゴル高原）
　❷　匈奴の台頭……単

ぜん

于
う

のもとに遊牧国家形成
　　ⓐ　［　　　　　　　 ］の出現（位前20９〜前174）
　　　　　　月氏を甘粛から駆逐（→大月氏） → 中央アジアのオアシス地帯支配
　　　　　　漢の高祖を破る → のち武帝の反撃（匈奴を北方に撃退）
　　ⓑ　匈奴の東西分裂（前 1世紀半） → 南北分裂（後 1世紀半） → 北匈奴、西方へ移動
　❸　ユーラシア東西の大変動（後 ３世紀以降）
　　ⓐ　東部……（　　　　　）などの「五胡」、華北に進出 → 政権樹立（五胡十六国）
　　ⓑ　西部……（　　　　　）人の西進・圧迫 → ゲルマン人の大移動
		 オアシス民の社会と経済
　❶　オアシス都市の発達
　　ⓐ　乾燥した砂漠・草原地帯 → オアシスの利用〈カナート（カレーズ）〉 → 定住生活
　　ⓑ　独立した生活・経済圏……都市部と周辺農村部（集約的な灌

かん

漑
がい

農業）からなる
　❷　手工業生産・隊商交易の拠点として繁栄……「（　　　　　　）の道」
　　ⓐ　東部……（　　　　 ）盆地周縁部　　敦

とん

煌
こう

・クチャ（亀
き

茲
じ

）・ホータン（于
う

闐
てん

）

　　ⓑ　西部……（　　　　　　　　）　　ブハラ・サマルカンド
　❸　遊牧国家とオアシス都市……敵対的（略奪・支配）   互恵的（交易・隊商路の安全保障）
　❹　遊牧国家（匈奴など）と周辺帝国（漢など）の抗争……オアシス都市（東西交易の利）支配をめぐる

1 中央ユーラシア――草原とオアシスの世界 � 教 p.37〜40

1

周辺諸勢力との多様な関係

2

1　

2　

3

3　

4　

5　

6　

7　

4

8　

9　
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第2章 中央ユーラシアと東アジア世界

中央ユーラシアの風土
❶　中央ユーラシア（内陸アジア）……乾燥地帯・大陸性気候（寒暖差大きい）
ⓐ　北半：広大な草原（黒海北岸〜モンゴル高原）……遊牧民の活動　
ⓑ　南半：砂漠地帯（オアシスの点在）……オアシス定住民の活動
遊牧民の社会と国家

❶　遊牧民……遊牧・狩猟（草原地帯を季節的に移動）
ⓐ　家畜（羊・ヤギ・馬・牛・ラクダなど）の飼育……食料：乳製品・肉類、衣服：毛皮中心
ⓑ　住居……ゲル（パオ、フェルト製の移動式天幕）
❷　（　　　　　　　　 ）の登場（前 ９〜前 ８世紀）……世界史に大きな影響
ⓐ 騎馬技術（青銅製の馬具・武器使用） → 機動性にすぐれた軍事力 → 定住農耕地帯への侵入
ⓑ　遊牧国家の形成……部族集団の連合により成立　　統率力をもつ強力な君主の出現
ⓒ　東西交易や文化交流に貢献……「（　　　　 ）の道」を利用
スキタイと匈奴

❶ 遊牧国家の出現
ⓐ　（　　　　　　　）（前 ７世紀頃）……最初の遊牧国家　　黒海北岸の草原地帯を支配
ⓑ 中央ユーラシア東部の遊牧国家（前 ３世紀以降） ← スキタイの影響

月氏（タリム盆地東部）・（　　　　 ）（モンゴル高原）
❷　匈奴の台頭……単

ぜん

于
う

のもとに遊牧国家形成
ⓐ　［　　　　　　　 ］の出現（位前20９〜前174）

月氏を甘粛から駆逐（→大月氏） → 中央アジアのオアシス地帯支配
漢の高祖を破る → のち武帝の反撃（匈奴を北方に撃退）

ⓑ 匈奴の東西分裂（前 1世紀半） → 南北分裂（後 1世紀半） → 北匈奴、西方へ移動
❸ ユーラシア東西の大変動（後 ３世紀以降）
ⓐ　東部……（　　　　　）などの「五胡」、華北に進出 → 政権樹立（五胡十六国）
ⓑ　西部……（　　　　　）人の西進・圧迫 → ゲルマン人の大移動
オアシス民の社会と経済

❶ オアシス都市の発達
ⓐ 乾燥した砂漠・草原地帯 → オアシスの利用〈カナート（カレーズ）〉 → 定住生活
ⓑ　独立した生活・経済圏……都市部と周辺農村部（集約的な灌

かん

漑
がい

農業）からなる
❷　手工業生産・隊商交易の拠点として繁栄……「（　　　　　　）の道」
ⓐ　東部……（　　　　 ）盆地周縁部　　敦

とん

煌
こう

・クチャ（亀
き

茲
じ

）・ホータン（于
う

闐
てん

）

ⓑ　西部……（　　　　　　　　）　　ブハラ・サマルカンド
❸　遊牧国家とオアシス都市……敵対的（略奪・支配）   互恵的（交易・隊商路の安全保障）
❹　遊牧国家（匈奴など）と周辺帝国（漢など）の抗争……オアシス都市（東西交易の利）支配をめぐる

1 中央ユーラシア――草原とオアシスの世界 教 p.37〜40

1

周辺諸勢力との多様な関係

2

1　騎馬遊牧民

2　草原
3

3　スキタイ

4　匈奴

5　冒頓単于

6　鮮卑
7　フン

4

8　オアシス
9　タリム
10ソグディアナ

自学自習や授業用にプリントアウトして配布

採点に便利な解答入り
PDFも収録

解答は青字で表示

1
授業プリントや定期考査の作成に！Point

歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

準拠ノート紙面・本文テキスト2

Point

Point

※史料テキストは「歴総707」「歴総708」「歴総709」には付きません ※本文テキストは「歴総707」「歴総708」「歴総709」には付きません

「詳説日本史（日探705）」／教科書本文・史料テキスト 「詳説世界史（世探704）」／準拠ノート本文テキスト

「詳説世界史（世探704）」／準拠ノート紙面
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18　　　第 1章　日本文化のあけぼの

板書例

　人類の誕生　
学習の目標
　約650万年の人類の歴史で、新人（ホモ =サピ
エンス）の時代は最近のことであることを確認
し、氷河期を通じて、列島はアジア大陸と陸続
きの時期もあって、大型ほ乳類とともに人類が
移動してきた可能性を考察し、列島で発見され
る人骨は現在のところ新人に限られていること
を理解する。

 解説 　Ａ人類とは
　人類の定義は一様ではない。「直立二足歩行」「火
の使用」「言語の使用」「道具の使用」などが一般的
に人類の特徴とされている。しかし、それぞれに
ついて紛らわしい動物の行動が報告されているこ
と（例えばイルカの言語行動、チンパンジーの道
具の使用など）に注意させたい。現在のところ「直
立二足歩行」が人類と動物の違いを区切るメルク
マールとされるが、初期の猿人は二足歩行してい
たとしても、ゴリラ・チンパンジーなどの知性的
な行動は期待できないとされている。生徒には最
新の学問的知見をふまえながら考えさせたい。
 解説 　Ｂ氷河時代
　一般に氷河時代といわれるのは地質学的には第
四紀更新世の時代である。今の日本列島は、氷河
期以前の約1500万年前は熱帯でマングローブが生
い茂った多島海であったと考えられている。その
後大きな地殻変動により陸化し、現在の日本列島
の骨格が成立したのは800万年前から200万年前と
考えられている。今から約100万年前から始まる
氷河期も、数万年のサイクルで暖かい時期と寒い
時期を繰り返した。
 解説 　Ｃ日本列島
　日本列島は氷河時代には大陸と陸続きの時期も
あって、ナウマンゾウに代表される冷温帯の大型
ほ乳類や暖温帯の東洋ゾウなども渡来してきた。
トラやサイもいたことがわかっている。この時期
は大陸では北京原人が活躍した時代なので、人類
が渡来してきた可能性は否定できないが、その証
拠は明らかではない。大陸と日本列島が最終的に
切り離されたのは、約12万～ ７万年前の最終間氷
期の海面上昇と考えられており、最終氷期にはシ
ベリアとの接続があっただけと考えられている。
最終氷期にはシベリアからマンモスなどの寒帯の
ほ乳類も渡来した。

読みときの解答例 　猿人、原人、旧人、新人の
順に変わったのではなく、地質学上の同時代に
複数の人類が共存していたことから、複数の人
類が複線的に生まれては消え、現生人類は生き
残った一つでしかないことがわかる。

1 日本文化の始まり

日本文化のあけぼの

第 1 章
〈人類の誕生〉
⑴人類の誕生
　約７00万年前：人類の誕生（猿人）　Ａ
　　　　　　　 その後、原人・旧人が出現
　約20万年前：新人（ホモ ＝サピエンス）出現
⑵日本人の形成
　氷河時代（更新世）　Ｂ
　　アジア大陸と地続きの時期も
　　ナウマンゾウなどとともに人類が日本列島に渡る
　　氷河期が終わり、日本列島が形成　Ｃ
　日本の更新世人骨：いずれも新人段階のもの
　　例：港川人（沖縄）、浜北人（静岡）など
　日本人の形成：旧石器人の子孫の縄文人　　混血して日本人へ　　　　　　　　北アジアからの弥生人　　

Ａ
　

Ｂ
　

Ｃ
　

1　日本文化の始まり　　　19

　旧石器文化　
学習の目標
　旧石器文化の時代は狩猟と採集に基礎をおい
た社会であったことを理解するとともに、当時
の人々の生活の様子を遺跡・遺物などから考察
し、その時代が人類史上最も長い文化の時代で
あったことを実感する。

 解説 　Ａ旧石器文化の時代
　旧石器時代は石器の形態の違いから前期・中期・
後期に大別されるが、前期が大部分を占める。猿
人の段階では礫器と呼ばれる大型のハンドアック
スが使用された。その後原人の段階にナイフ形石
器（石刃）があらわれる。ネアンデルタール人など
は尖頭器を用いた。この時代が中期旧石器時代で
ある。後期旧石器時代はホモ ＝サピエンスがあら
われてからで、石刃をつくるにも細かい剝離を行
い美しいナイフ形石器がつくられるようになった。
細石器は旧石器時代の最後にあらわれ、新石器時
代にも一部使用される。部品の取換えで永続的に
道具を使用する時代になったといえるだろう。長
い旧石器文化の時代にも道具の製作に技術的な革
新があったことに気付かせたい。
 解説 　Ｂ日本における旧石器文化の存在
　日本における旧石器文化の存在を明らかにした
のは、相沢忠洋という20歳の無名の青年だった。
相沢は当時行商をしていたが、1946（昭和21）年 9
月、通りかかった切通しで関東ローム層（ 1万年
以上前の地層）から細石刃に似た剝片を採集した。
1949年 ７ 月さらに黒曜石の尖頭器を発見し、これ
が学界の知る所となった。行商の青年であった相
沢は、在野の考古学者として、当時は学界発表に
も同席させてもらえなかったという。明治大学の
芹沢長介が、彼の名誉回復をはかったことも有名
である。
　なお、東北旧石器文化研究所の藤村新一が７0万
年前の旧石器を発見したことが学界でも一時認め
られたが、2000年に毎日新聞の追跡で捏造だと発
覚し、考古学界に衝撃を与えた。現在では最古の
ものは約 8万年前～4.5万年前とされている。

Ｑの解答例 　細石器は、いくつかの薄く小さ
い刃を柄の部分の木や骨に埋め込んで使用する
が、刃が破損したり摩耗したりしても、交換す
ることで性能を保つことができる。

〈旧石器文化〉　Ａ
⑴日本の旧石器文化　Ｂ
　　1946年　相沢忠洋が関東ローム層から打製石器発見
　　以後、各地で旧石器文化が確認される
　　　おもな旧石器遺跡の例：白滝・樽岸・月見野・茂呂など
⑵打製石器のみを使用
　　ナイフ形石器、尖頭器、細石器
⑶移動生活で狩猟・採集により生活
　　例：野尻湖遺跡　Ｃ
　　　　ナウマンゾウなどの骨と石器が出土

Ｂ
　

　 Ａ
　

Ｑの解答例

授業準備 授　業 テスト・評価 授業準備 授　業 テスト・評価

授業準備 授　業 テスト・評価

章や節など単元ごとに
ソートしてスムーズに
確認

教科書掲載地図・図表・白地図集3
歴総
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歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

教師用指導書紙面

教科書掲載問い・解答例一覧

4

5

歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

プリント教材や授業用スライド、テストの作成に！Point タブレットやモバイルPCに入れていつでもどこでも参照できるPoint

カラーとモノクロ
どちらも収録

プリント作成に便利な
白地図も収録

生徒からの質問
にもすぐに答え
られる

教科書に掲載している「問い」と「解答」を一覧表で収録Point

※白地図集は「歴総707」「歴総709」には付きません

「高校日本史（日探706）」／教師用指導書紙面

「詳説世界史（世探704）」／教科書掲載問い・解答例一覧
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38 第1部　近代化と私たち
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イギリスとその植民地
フランスとその植民地

オランダとその植民地
スペインとその植民地

ポルトガルとその植民地

日本朝鮮清

タイ

オスマン
帝国

アメリカ

ロ シ ア

南京

北京
クリミア半島

3000km0

0°（赤道）

イ ン ド 洋

大 西 洋

太 平 洋

「西洋の衝撃」と 
アジア諸地域

18世紀半
なか

ばにイギリスで始まった産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

 は、

19世紀末までには西ヨーロッパ諸国やアメリ

カ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

にもおよんだ。科学技術が発達し、軍事力を高めた欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

は、

武力を背景にアジア諸地域へ進出していった 。アジア諸地域は、欧米

諸国の武力進出（「西
せい

洋
よう

の衝
しょう

撃
げき

〈ウエスタン =インパクト〉」）に対して、欧

米諸国をモデルに政治や軍事制度を改めようと試みた。

　一方、列
れっ

強
きょう

の支配に対し、一般民衆も含
ふく

めた幅
はば

広
ひろ

い階層の人々による

抵
てい

抗
こう

運
うん

動
どう

がおこることもあった。たとえば、イギリスが進出したムガル

帝
てい

国
こく

（インド）では、1857年にインド大反乱がおこった。

太平天国と
第２次アヘン戦争

清
しん

ではアヘン戦争 後、戦費や賠
ばい

償
しょう

金
きん

の負担

が民衆の生活を苦しめ、社会不安が大きくな

っていった。こうしたなか、キリスト教の独自の理解にもとづいて、

1851年に建てられた太
たい

平
へい

天
てん

国
ごく

は、清に対して蜂
ほう

起
き

し大勢力となり、53

年には南
ナン

京
キン

を占
せん

領
りょう

した。

　一方、イギリスは南
ナン

京
キン

条
じょう

約
やく

後も中国貿易の利益が思ったほど上がらな

かったため、1856年にフランスとともに第２次アヘン戦争をおこした。

両国は60年に北
ペ

京
キン

を占領して、清とのあいだに北
ペ

京
キン

条
じょう

約
やく

を結んだ。

　この条約で、清は外国公使の北京駐
ちゅう

在
ざい

、 天
テン

 津
シン

など11港の開港、キリ

スト教布
ふ

教
きょう

の自由などを認めた。この間、太平天国は内部の権力争いか

→p.30～31

12

★

→p.33

→p.33

テンチン

日本が開国した頃
ころ

、世界各地で戦争や反乱がおきていた。
このことは、日本にどのような影

えい

響
きょう

を与
あた

えたのだろうか？5  日本開国期の
国際情勢

■119世紀後半の世界

■2日本の開国期に世界でおきたおもな事件

年 できごと

1840 アヘン戦争（～42）

1846 アメリカ =メキシコ戦争（～48）

1848 フランス二月革命
→王政が打倒され、共和政成立。

ヨーロッパ各地で革命運動（1848年革命）
外国勢力の支配が強まるイランで、バーブ教徒
の反乱（～52）

1851 太平天国の蜂起（～64）

1853 ペリー来航
クリミア戦争（～56）

1854 日
にち
米
べい
和
わ
親
しん
条
じょう
約
やく
調印

1856 第２次アヘン戦争（～60）

1857 インド大反乱（～59）
メキシコ内乱（～67）

1858 日
にち
米
べい
修
しゅう
好
こう
通
つう
商
しょう
条
じょう
約
やく
調印

フランスのインドシナ出兵（～67）
→フランス領インドシナ連邦の成立（87）

1861 フランス・イギリス・スペインのメキシコ出兵（～67）
南北戦争（～65）

この期間に、日本は戦争を
したのだろうか？

395　日本開国期の国際情勢

5

10

15

20

ら衰
おとろ

えはじめた。第２次アヘン戦争が終結すると、イギリスなどの列

強は清を支持する方が自国に有利な状
じょう

況
きょう

をもたらすと考えるようにな

り、外国人を指揮者として組織された常
じょう

勝
しょう

軍
ぐん

が清に協力し、太平天国と

戦った。1864年に太平天国が滅
ほろ

びたあと、清は西洋の学問や技術を導

入し、富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

をめざすようになった（洋
よう

務
む

運
うん

動
どう

）。

　アメリカは、第２次アヘン戦争を理由として、日本に対し早く修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

を調
ちょう

印
いん

するようせまった 。

クリミア戦争
と南北戦争

18世紀以来、ロシアは冬でも凍
こお

らない港を求め

て南
なん

下
か

政
せい

策
さく

を進めており、1853年、オスマン帝

国に侵
しん

攻
こう

した。イギリスは、ロシアの南下政策でインド支配がおびやか

されることを警
けい

戒
かい

し、フランスとともにオスマン帝国を支
し

援
えん

して、ロシ

アの南下を阻
そ

止
し

した（クリミア戦争 ）。

　クリミア戦争では極
きょく

東
とう

 地
ち

域
いき

でも戦
せん

闘
とう

がおこり、日本に開国を求める

ロシア使
し

節
せつ

の行動はおさえられた。

　アメリカでは、独立 後も連
れん

邦
ぽう

のあり方や経済政策、奴
ど

隷
れい

 制
せい

度
ど

の拡大

などをめぐって北部の州と南部の州の対立が続いていた。1860年に奴

隷制度の拡大に反対する共
きょう

和
わ

党
とう

のリンカン  が大統領に当選すると、奴隷

制度の存続をめざす南部の州はアメリカ合衆国から離
り

脱
だつ

し、61年、ア

メリカ連
れん

合
ごう

国
こく

を結成した。リンカンはアメリカの分
ぶん

裂
れつ

を認めず、同年、
南
なん

北
ぼく

戦
せん

争
そう

が勃
ぼっ

発
ぱつ

した 。アメリカ史上もっとも戦死者が多かったとされる

南北戦争は北部の勝利で終わり、戦後は国内の統一と整備が最重要課題

となったため、アメリカのアジア進出は、一時消極的になった。

3

★ →p.35

6

★

→p.42 ★ ★

1809～65

4

5

　87年前、われわれの父祖たちは、自由の精
神にはぐくまれ、人はみな平等につくられてい
るという信条にささげられた新しい国家を、こ
の大陸に誕生させた。
　今われわれは、一大内戦のさなかにあり、戦
うことにより、自由の精神をはぐくみ、自由の
心情にささげられたこの国家が、あるいは、こ
のようなあらゆる国家が、長く存続することは
可能なのかどうかを試しているわけである。
……われわれの目の前に残された偉

い
大
だい
な事業に

ここで身をささげるべきは、むしろわれわれ自
身なのである。それは、……この国に神のもと
で自由の新しい誕生を迎

むか
えさせるために、そし

て、人民の、人民による、人民のための政治を
地上から決して絶

ぜつ
滅
めつ
させないために、われわれ

がここで固く決意することである。
（AMERICAN CENTER JAPAN）

■5 ゲティスバーグ演説
■3洋務運動のなかで設立された兵器工場

■4リンカン　南北戦争中、リンカンはゲティスバーグで演説をおこない、南北戦
争は万

ばん

人
にん

が平等の原理にもとづく国家が存続するうえでの試練であるとみなして、
「人民の、人民による、人民のための政治」を訴

うった

えた。

6ナイティンゲール（1820～1910）　クリミア戦争で
イギリス軍に従軍し、負傷した兵士の看護にあたった。
帰国後は、イギリスで最初の看護師学校をつくった。

清は、ヨーロッパからどのような技術を導入したのだろう？

授業準備 授　業 テスト・評価 授業準備 授　業 テスト・評価

写真や史料を大きく投影して
考察を促すきっかけに

拡大表示も可能な
解像度でご提供

章やテーマ単位で
ファイル分割して
いるのでスムーズ
に表示できる

授業冒頭の"導入"に最適

図式化した解説と
アニメーションで
理解しやすい

「問い」を軸にした
授業展開に

教科書紙面6
歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

授業用アニメーション動画7
歴総
709

写真も含めて教科書紙面をそのまま収録！Point 2～3分のアニメーション動画で、学習内容のポイントを簡潔に提示Point

「わたしたちの歴史（歴総709）」／教科書紙面

「わたしたちの歴史（歴総709）」／授業用アニメーション動画

サンプル動画

こちらから
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ワークシート 

高校日本史 p.60～66 

 11 / 55 
 

 

第５章 院政と武士の進出 

本日の学習課題 

中国で宋が、朝鮮半島で高麗がおこり、日本では地方で武士が成長し、荘園が各地にうまれた。こうし

たなかで摂関政治が衰退して院政が成立し、武士が台頭するが、それはなぜだろうか。 

 

① 院政の始まり 

◆日本列島の大きな変化 

１ 政治の転換 

11 世紀後半、天皇家や摂関家・大寺社は税収が減少して財政が不安定になるなか、荘園の拡大をはか

った。地方では豪族・開発領主が力をのばした。 

 

２ 武士の成長と大陸との交通 

武士は貴族や大寺社と結びついて私領の拡大をはかり、源氏が奥州に勢力を広げた。九州では、日宋貿

易の窓口である博多の周辺に、大寺社や上級貴族が進出した。 

 

◆後三条天皇の荘園整理 

３ 後三条天皇の政治 

関白藤原頼通の娘には男子がうまれなかったため、藤原氏の娘を母としない後三条天皇が即位し、天皇

は摂関家に遠慮することなく、国政の改革に取り組んだ。 

 

４ 延久の荘園整理令 

1069 年、天皇は荘園が公領を圧迫するとして(  荘園整理令  )を出し、(  記録荘園券契

所 )(記録所)を設けて証拠書類のそろわない荘園などの停止を命じた。 

 

５ 荘園公領制への移行 

貴族や寺社の支配する荘園と、国司の支配する公領とが明確になり、１国の編成は荘園と公領で構成さ

れる体制(  荘園公領制  )に変化した。 

【律令制】   国－郡－里(のち郷)  荘園 

 【荘園公領制】 国－荘 

           郡(長：郡司) 

郷(長：郷司)   公領 

保(長：保司) 

 

◆院政の成立と展開 

６ 前九年合戦 

陸奥北部の豪族安倍氏と国司が対立すると、陸奥守の源頼義が子の義家と東国の武士をひきいて安倍

氏と戦い、出羽の清原氏のたすけを得て安倍氏をほろぼした(  前九年合戦  )。 

授業準備 授　業 テスト・評価 授業準備 授　業 テスト・評価

各単元に即した内容ですぐに授業をはじめられる 授業用スライドに対応した生徒用ワークシート
対応するワークシートも
収録、スムーズに授業が
展開できる

プリント教材準備の負担
を軽減

PowerPointファイルなので加工も
自由、オリジナルスライドのベース
としても使える

授業用スライド8
歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

スライド対応ワークシート9
歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

Point Point

「高校日本史（日探706）」／授業用スライド

「歴史総合（歴総707）」／授業用スライド

「高校日本史（日探706）」／スライド対応ワークシート

※スライド対応ワークシートは「歴総707」には付きません
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Ｂ問題 

詳説日本史 p.220～231 

 

 11 / 66 

 

第 11 章 近世から近代へ 

 

第１問 つぎの資料と会話文を参考に、問いに答えよ。 

〔資料１〕           〔資料２〕 

 

生徒Ａ：この前の授業でやったグラフについて、教えてくれない？ 

生徒Ｂ：日本は開港して、本格的に貿易が始まったよね。資料１から、1865 年までのグラフをみた時に

輸出と輸入はどちらが多かったかはわかるかな。 

生徒Ａ：【  Ｘ  】だよね。でも、国内におよぼした影響がよくわからないんだよね。 

生徒Ｂ：資料２から、輸出品の中心になった【  Ｙ  】ことがわかるよね。あるものが大量輸入され

てしまうと、農村には大きな影響が出てしまうね。 

生徒Ｃ：それに、【 Ｘ 】が影響して、物価が【  Ｚ  】。これは、あまり効果がなかったけどね。 

生徒Ａ：そうか、そのために庶民の生活に影響が出てしまったんだね。 

生徒Ｂ：そうなんだ、生麦事件やイギリス公使館焼打ち事件などが影響の例といえるね。 

 

問１ 会話文中の【 Ｘ 】～【 Ｙ 】に入る文章の組合せとして、正しいものを選べ。【思考・判断・

表現】 

ア Ｘ：輸出超過 Ｙ：安価な綿織物の生産は拡大した 

イ Ｘ：輸出超過 Ｙ：生糸の生産は拡大した 

ウ Ｘ：輸入超過 Ｙ：生糸の生産は拡大した 

エ Ｘ：輸入超過 Ｙ：安価な綿織物の生産は拡大した 

 

問２ 会話文中の【 Ｚ 】に入る文章として、正しいものを選べ。【思考・判断・表現】 

ア 下がったから、幕府は万延貨幣改鋳をおこなって、貿易統制をはかったよね 

イ 上昇したから、幕府は五品江戸廻送令を出して、貿易統制をはかったよね 

ウ 下がったから、幕府は五品江戸廻送令を出して、貿易統制をはかったよね 

エ 上昇したから、幕府は万延貨幣改鋳をおこなって、貿易統制をはかったよね 

 

問３ 会話文中の下線部に関して当時の庶民の生活への影響から、国内でどのような動きがみられたか。

会話文を参考に 30 字程度で述べよ。【思考・判断・表現】  

Ａ問題 

高校日本史 p.178～190 

 11 / 44 

 

第 12 章 近代国家の成立 

 

問 つぎの文章を読んで、空欄に適当な語句を答えよ。【知識・技能】 

１ 明治維新 

 中央集権体制をつくるために 1869 年、新政府は諸藩の藩主に( ① )を命令した。さらに新政府は体

制を一新するため藩制度を全廃する方針を定め、1871 年、薩摩・長州・土佐の３藩の兵を御親兵として、

( ② )を断行した。また、中央政府の制度もととのえられ、要職はほとんど薩摩・長州・土佐・肥前の

４藩出身の実力者で占められた。ここに、のちに( ③ )とよばれる政権の基礎がほぼ固まった。政府は

近代的軍隊を創設するため、1873 年、山県有朋の主導で国民皆兵をめざす( ④ )を出した。社会制度

では新政府はいわゆる四民平等を実現し、1872 年には全国の統一的戸籍である( ⑤ )がつくられた。

社会制度の改革で、もっとも打撃をうけたのは士族たちであった。廃刀令が出され、1876 年には数年分

の家禄にあたる金禄公債証書をあたえて、家禄をすべて廃止した( ⑥ )が断行された。この結果、わず

かな額の公債しか支給されなかった下級士族の生活は苦しくなり、軍人や警官などに転身できなかった

者のなかには、( ⑦ )とよばれる不慣れな商売に手を出して失敗する者もあった。 

 政府の財政は苦しく、1873 年から土地と税制に関して( ⑧ )に着手し、財政安定をめざした。また、

富国強兵・殖産興業をスローガンとして、産業の育成にも積極的に取り組んだ。まず、工部省・内務省を

設けて事業を推進するとともに、多くのいわゆる( ⑨ )をまねいて高額の給与を支払い、技術指導に

あたらせた。通信・交通制度では、前島密の建議により、飛脚にかわる官営の( ⑩ )をつくり、1872 年

には東京(新橋)・横浜間に官営の( ⑪ )を開通させ、また電信をととのえた。貨幣制度では、( ⑫ )

を定め、十進法による円・銭・厘を単位とする新硬貨をつくった。輸出産業の中心である生糸の生産拡大

に力を入れ、群馬県に官営の( ⑬ )を設けて、フランスの先進技術の導入と工女の養成をおこなった。

政府は農業・牧畜の改良もすすめ、とくに北海道の開拓に力を入れた。1869 年、蝦夷地を北海道と改称

して( ⑭ )をおき、アメリカの大農場制度や畜産技術の導入をはかった。札幌農学校を開設するとと

もに、1874 年には士族授産の政策もあって屯田兵制度を設け、開拓とともに北方のロシアに対する備え

とした。 

 政府は、積極的に西洋の近代思想や生活様式などを導入した。この風潮は当時、文明開化とよばれた。

( ⑮ )の『学問のすゝめ』は、学ぶことで個人が自立し、国家の独立も達成することができると説き、

人びとに広く読まれた。新聞・雑誌による新しい言論活動もさかんになった。森有礼・(⑮)・西周らの洋

学者たちは、1873 年に( ⑯ )を組織し、封建思想の排除と近代思想の普及につとめた。宗教界でも大

きな変動がおこった。新政府はそれまでの神仏習合を禁じる( ⑰ )を出し、これをきっかけに寺院な

どを破壊する廃仏毀釈が各地でおこった。文明開化の風潮は、東京・横浜などの都市部を中心に急速に広

まり、1872 年には旧暦を廃して( ⑱ )を採用した。 

 新政府は開国和親の方針にそって、諸外国との関係を調整するため欧米に使節を派遣した。使節は条

約改正交渉をこころみたが目的を達することはできず、欧米の文物・制度を視察して帰国した。近隣諸国

との外交では、西郷隆盛・板垣退助らが朝鮮に対して( ⑲ )をとなえたが、欧米視察から帰国した大久

保利通らは国内の改革を優先するべきだとして反対した。その後、1875 年に日本が朝鮮半島沿岸に軍艦

を派遣して圧力を加えたことから、紛争となった( ⑳ )がおきた。日本はこの事件を機に、朝鮮に開国

授業準備 授　業 テスト・評価

観点別評価に対応！知識確認から思考力・判断力・表現力の養成まで

授業準備 授　業 テスト・評価

年間指導計画に評価の規準も収録

授業準備 授　業 テスト・評価

観点別評価に対応した評価集計ファイル

知識定着の小テスト
としても使える

「「観観点点別別評評価価集集計計表表 」」利利用用ママニニュュアアルル
株株式式会会社社 山山川川出出版版社社

利用マニュアルも収録、
はじめての利用でも安心

弊社HPから
ダウンロードして
今すぐご利用
いただけます

複数教員で担当しても評価規準を
揃えられるので安心

準拠テスト例10
歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

年間指導計画・評価規準例11
歴総
707

歴総
708

歴総
709

日探
705

日探
706

世探
704

世探
705

世探
706

Point

問題ごとに観点別評価項目
を表示しているので評価も
スムーズ

Point

観点別評価集計表12
Point

自動計算で評価を算出、
スムーズな観点別評価を
実現

資料を活用した読み解き
問題も収録

「詳説日本史（日探705）」／準拠テスト例

※こちらのデータは山川出版社ホームページからダウンロードいただけます

「高校日本史（日探706）」／準拠テスト例

ダウン
ロード

こちらから
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詳
説
世
界
史この新しい世界史では、古代から現在までの歴史過程を、

それぞれの地域での文明の成立期、各文明の交流期、さらに
欧米文化による世界の一体化期、そして一体化が深化したグ
ローバル化世界の４期に分けています　　　。つまり歴史
を、各地域を軸に、それらが時間とともにどのように変容して
きたのか、また各地域が相互にどのように交流したり、競合
したり、対立したり、合同したり、分離したりしたのかをみて
いくのです。そのなかで各地域もさまざまに変容し、拡大し
たり、縮小したり、あるいは消滅したりすることもおこりました。
グローバル化の深化とともに、各地域･国家は同質的な構
造の世界に変容していくかのように見えてきました。しかし、
グローバル化した世界では、地域や国家の多様性がかえって
増大しているのです。たとえば、先進地域の人口は現在停滞
か縮小に向かっています。一方、発展途上地域では人口は
増えつつあり、両地域の格差や対立が広がりつつあるのでは
ないかと指摘されています。こうした問題を理解するには、
個々の地域や歴史などそれぞれの特有な形成過程から、グ
ローバル化した世界を考える視点が求められます。歴史総合
で学んだことを踏まえて、その理解をさらに深める助けとな
るよう願っています。

➡p.74

世界史教科書の作成においては、一定のバランスと安定
性を保ちつつ、歴史研究の進展に即応した新しい内容を取り
入れていくことが課題となります。今回、「世界史探究」と
いう新しい科目の教科書として『詳説世界史』を編集するに
際しては、気鋭の研究者を多数新たな執筆陣として迎え、近
年の歴史研究の成果に基づき、内容の刷新を図っています。
　東アジア・東南アジアに関しては、諸地域間の影響・対
立関係や文化的融合の状況について現行版以上に留意し、
一国史の束にとどまらない歴史のダイナミックな動きを読み
取っていただくよう工夫しています。図版や史料も、そのよ
うなポイントを考慮して、いわゆる定番ではない新味のある
ものも選ばれていますので、「問い」と合わせて、本文と有
機的に結びつけて活用していただければ幸いです ➡p.78 。
用語の選択については、今までゴチック体であった語を注に

移しているなど、従来との相違にお気づきの点もあるかと思い
ます ➡p.76 。これらは、単位数削減に伴う用語精選の必要と
ともに、研究の現状に依拠するという観点から、今後のスタン
ダードとなることを見据えて、教科書としての安定性も考慮し
つつ慎重に検討した結果のものです。これらの新しい特色を
生かして授業・学習をおこなっていただくことを願っています。

　第Ⅰ部の１・４章と第Ⅱ部の７章では、ヨーロッパに文明が
生まれ、周辺諸地域と交流しながら変容し展開していく流れが
描かれています　　　。
のち世界の一体化を主導していくヨーロッパ文明ですが、そ
の誕生の起源をたどると、実は西アジアやエジプトの古代文明
から色濃く影響を受けていたことがわかります。近年、ポスト=
コロニアリズムの影響を受けて西欧中心主義的な歴史観が反省
を迫られていますが、古代ギリシア・ローマ文明の見方も例外
ではありません。ポリスという都市国家を古代ギリシア人が建
設するにあたっては、オリエント文明からさまざまなアイデア
を取り入れました。ローマ人はその都市国家体制からスタート
して、ついには地中海世界を統一しました。ローマ帝国が崩壊
したあとに成立した西ヨーロッパ世界は、やがて近代資本主義
体制の中核としての地位を獲得していきます。ユーラシア大陸
西端の一地域にすぎなかったヨーロッパが、近代世界の成立に
大きな役割を果たすようになった背景には、それ以前から積み
上げられていたさまざまな歴史的条件が働いていたと言えます。
今回の教科書では、その一連のつながりがわかりやすいように

構成を大きくあらため、設問や史料も一新して、近代以前のヨー
ロッパ世界の成り立ちがより明快に把握できるよう配慮しました。

➡p.72

木村靖二
（きむらせいじ）

東京大学名誉教授（ドイツ近現代史）

橋場 弦
（はしばゆずる）

東京大学教授（ギリシア古代史）

岸本美緒
（きしもとみお）

お茶の水女子大学名誉教授（中国明清史）

詳説世界史
世探704　B5変型判（230㎜×174㎜）　398頁　予価886円

［編者］

木村　靖二	 東京大学名誉教授
岸本　美緒	 お茶の水女子大学名誉教授
小松　久男	 東京大学名誉教授
橋場　　弦	 東京大学教授

［著作者］

阿部　幸信	 中央大学教授
池田　嘉郎	 東京大学教授
勝田　俊輔	 東京大学教授
島田　竜登	 東京大学准教授

［編集協力者］

石井　栄二	 東京都立国立高等学校教諭
藤本　和哉	 筑波大学附属高等学校教諭
	 （2024年3月現在）

●図版（写真）	 495点
●地図	 119点
●グラフ・図表	 	52点（グラフ9＋図24＋表19）
●文字資料	 50点
●二次元コード	 29点

message

● 分野・時代・地域をバランスよく、背景や因果関係も丁寧に記述しました。
● 	近年の歴史学の研究成果を豊富に盛り込み､ 日本史も含めた同時代のつながりにも配慮しました。

バランスよく、わかりやすい丁寧な記述 ➡p.76-771

● 	章・節、小見出しなど随所に「問い」を設けて、学習目的が明確にわかるようにしました。
● 	第Ⅰ部〜第Ⅲ部の冒頭に「第〇部を学ぶ前に」を、終わりには「まとめ」を設け、構造的に世界史を理解で
きるようにしました。

時代の特色をつかむ多様な問いかけ ➡p.78-792

● 	判型を大きくし（A5判→B5変型判）、図版や図表・文字資料を大幅に増やしました。
● 	二次元コードから、図版・史資料をより詳しく見ることができるようにしました。
● 	第Ⅳ部の第19章には、現代の課題を歴史的にみるコラム「現代世界への視点」を設けました。

探究活動に取り組みやすい
大きな図版・豊富な史資料 ➡p.80-81

3

世界史の枠組みを体系的に学べる
信頼の教科書

林　佳世子	 東京外国語大学学長
村上　　衛	 京都大学教授
株式会社 山川出版社

　今回の執筆は教科書の構成と内容を大きく見直す機会となり
ました。全体として最近の研究成果を取り入れるとともに、世
界史理解のバランスをとるように努めました。私が担当した部
分での新しさとしては、下記の点を挙げることができます。
従来の地域名称「内陸アジア」を「中央ユーラシア」に改め、

遊牧民の活動が東アジアや西アジアなどユーラシアの各地に与
えた影響や相互関係が理解しやすくなるようにしました　　　。
中央ユーラシアを統合したモンゴル帝国については、同時代の
東西交流の説明を拡充し、ティムール朝はモンゴル帝国に続け
て解説することで両者の関係性がわかるように工夫しました。
西アジア関係ではイスラーム教成立後の記述を一新し、イス

ラーム圏の広がりと役割をより鮮明とするように努めました。文
化面にも目配りしたほか、オスマン帝国については成立から近
代に至るまで見通せるように配慮し、現代の中東については重
要なテーマとしてパレスチナ問題とイスラーム主義の展開に留
意しました。
また、図版については歴史的なイメージを喚起するものを採
用しました。たとえば、世界地図「混一疆理歴代国都之図」（教
科書147頁）などは是非じっくりと見ていただきたいと思います。

➡p.76

小松久男
（こまつひさお）

東京大学名誉教授（中央アジア近現代史）
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「世界史B」版と「世界史探究」版の対照表
詳説世界史

「世界史B」版

部・章・節 部・章・節
世界史へのまなざし①　地球環境からみる人類の歴史

世界史への扉①　気候変動と私たち人類の生活 　自然環境と人類の進化
世界史への扉②　漂流民のみた世界 世界史へのまなざし②　日常生活からみる世界の歴史
世界史への扉③　砂糖からみた世界の歴史 　砂糖とコーヒーからみる世界の歴史／余暇からみえる

　現代世界／歴史のなかの家族
第Ⅰ部　諸地域の歴史的特質の形成

序章　先史の世界 第Ⅰ部を学ぶ前に
第Ⅰ部 第１章　文明の成立と古代文明の特質
第１章　オリエントと地中海世界 １　文明の誕生
１　古代オリエント世界 ２　古代オリエント文明とその周辺
２　ギリシア世界 ３　南アジアの古代文明
３　ローマ世界 ４　中国の古代文明

５　南北アメリカ文明
第２章　中央ユーラシアと東アジア世界
１　中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
２　秦・漢帝国
３　中国の動乱と変容
４　東アジア文化圏の形成

第２章　アジア・アメリカの古代文明 第３章　南アジア世界と東南アジア世界の展開
１　インドの古典文明 １　仏教の成立と南アジアの統一国家

２　インド古典文化とヒンドゥー教の定着
２　東南アジアの諸文明 ３　東南アジア世界の形成と展開
３　中国の古典文明 第４章　西アジアと地中海周辺の国家形成
４　南北アメリカ文明 １　イラン諸国家の興亡とイラン文明

２　ギリシア人の都市国家
３　ローマと地中海支配

第３章　内陸アジア世界・東アジア世界の形成 ４　キリスト教の成立と発展
１　草原の遊牧民とオアシスの定住民 第５章　イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の形成
２　北方民族の活動と中国の分裂 １　アラブの大征服とイスラーム政権の成立
３　東アジア文化圏の形成 ２　ヨーロッパ世界の形成
主題学習Ⅰ　時間軸からみる諸地域世界
第Ⅱ部 第Ⅱ部　諸地域の交流・再編
第４章　イスラーム世界の形成と発展 第Ⅱ部を学ぶ前に
１　イスラーム世界の形成 第６章　イスラーム教の伝播と西アジアの動向
２　イスラーム世界の発展 １　イスラーム教の諸地域への伝播
３　インド・東南アジア・アフリカのイスラーム化 ２　西アジアの動向
第５章　ヨーロッパ世界の形成と発展 第７章　ヨーロッパ世界の変容と展開
１　西ヨーロッパ世界の成立 １　西ヨーロッパの封建社会とその展開
２　東ヨーロッパ世界の成立 ２　東ヨーロッパ世界の展開
３　西ヨーロッパ中世世界の変容 ３　西ヨーロッパ世界の変容
４　西ヨーロッパの中世文化 ４　西ヨーロッパの中世文化
第６章　内陸アジア世界・東アジア世界の展開
１　トルコ化とイスラーム化の進展 第８章　東アジア世界の展開とモンゴル帝国
２　東アジア諸地域の自立化 １　アジア諸地域の自立化と宋
３　モンゴルの大帝国 ２　モンゴルの大帝国
主題学習Ⅱ　空間軸からみる諸地域世界

第Ⅲ部
第７章　アジア諸地域の繁栄 第９章　大交易・大交流の時代
１　東アジア世界の動向 １　アジア交易世界の興隆

２　ヨーロッパの海洋進出とアメリカ大陸の変容
第10章　アジアの諸帝国の繁栄

２　清代の中国と隣接諸地域 １　オスマン帝国とサファヴィー朝
３　トルコ・イラン世界の展開 ２　ムガル帝国の興隆
４　ムガル帝国の興隆と東南アジア交易の発展 ３　清代の中国と隣接諸地域
第８章　近世ヨーロッパ世界の形成
１　ヨーロッパ世界の拡大 第11章　近世ヨーロッパ世界の動向
２　ルネサンス １　ルネサンス
３　宗教改革 ２　宗教改革
４　ヨーロッパ諸国の抗争と主権国家体制の形成 ３　主権国家体制の成立
第９章　近世ヨーロッパ世界の展開
１　重商主義と啓蒙専制主義 ４　オランダ・イギリス・フランスの台頭
２　ヨーロッパ諸国の海外進出 ５　北欧・東欧の動向
３　17～18世紀ヨーロッパの文化と社会 ６　科学革命と啓蒙思想

第Ⅲ部　諸地域の結合・変容
第Ⅲ部を学ぶ前に

第10章　近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立 第12章　産業革命と環大西洋革命
１　産業革命 １　産業革命
２　アメリカ独立革命 ２　アメリカ合衆国の独立と発展
３　フランス革命とナポレオン ３　フランス革命とナポレオンの支配
主題学習Ⅲ　資料から読みとく歴史の世界 ４　中南米諸国の独立
第11章　欧米における近代国民国家の発展 第13章　イギリスの優位と欧米国民国家の形成
１　ウィーン体制の成立 １　ウィーン体制とヨーロッパの政治・社会の変動
２　ヨーロッパの再編と新統一国家の誕生 ２　列強体制の動揺とヨーロッパの再編成
３　南北アメリカの発展 ３　アメリカ合衆国の発展
４　19世紀欧米の文化 ４　19世紀欧米文化の展開と市民文化の繁栄
第12章　アジア諸地域の動揺 第14章　アジア諸地域の動揺
１　オスマン帝国支配の動揺と西アジア地域の変容 １　西アジア地域の変容
２　南アジア・東南アジアの植民地化 ２　南アジア・東南アジアの植民地化
３　東アジアの激動 ３　東アジアの激動
第Ⅳ部
第13章　帝国主義とアジアの民族運動 第15章　帝国主義とアジアの民族運動
１　帝国主義と列強の展開 １　第２次産業革命と帝国主義
２　世界分割と列強対立 ２　列強の世界分割と列強体制の二分化
３　アジア諸国の改革と民族運動 ３　アジア諸国の変革と民族運動
第14章　二つの世界大戦 第16章　第一次世界大戦と世界の変容
１　第一次世界大戦とロシア革命 １　第一次世界大戦とロシア革命
２　ヴェルサイユ体制下の欧米諸国 ２　ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
３　アジア・アフリカ地域の民族運動 ３　アジア・アフリカ地域の民族運動

第17章　第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成
４　世界恐慌とファシズム諸国の侵略 １　世界恐慌とヴェルサイユ体制の破壊
５　第二次世界大戦 ２　第二次世界大戦
第15章　冷戦と第三世界の独立
１　戦後世界秩序の形成とアジア諸地域の独立 ３　新しい国際秩序の形成

第Ⅳ部　地球世界の課題
第18章　冷戦と第三世界の台頭

２　米ソ冷戦の激化と西欧・日本の経済復興 １　冷戦の展開
３　第三世界の台頭と米・ソの歩み寄り ２　第三世界の台頭とキューバ危機
４　石油危機と世界経済の再編 ３　冷戦体制の動揺
第16章　現在の世界 第19章　冷戦の終結と今日の世界
１　社会主義世界の変容とグローバリゼーションの進展 １　産業構造の変容
２　途上国の民主化と独裁政権の動揺 ２　冷戦の終結
３　地域紛争の激化と深刻化する貧困 ３　今日の世界
４　現代文明の諸相 ４　現代文明の諸相

主題学習Ⅳ　資料を活用して探究する地球世界の課題 地球世界の課題の探究

指導要領Bに対応

指導要領Aに対応

第１章は各地の「古代
文明」をまとめていま
す。比較ができるよう
にも記述を配慮

「内陸アジア」から変更

中央ユーラシア・東西
アジアの相互関係にも
配慮

オリエントとギリシア・
ローマの繋がりを明確化

西アジアとヨーロッパの
相互関係に注目

ティムール朝はポスト・
モンゴルとしてモンゴル
の直後へ

イスラーム教が各地に
与えた影響に注目

指導要領Cに対応

「世界史への扉」の後継

「世界史B」版における
大航海時代などの記述
をこちらへ移し、アジ
アの交易が世界に与え
た影響に注目

指導要領Dに対応

指導要領E⑴～⑶に対応

指導要領E⑷に対応

環大西洋革命として
再編成

国際連合の成立・
冷戦の始まりまで

1970年代末を画期として、
章を分割

第一次・第二次で章を分割

とくに分割・統合されている箇所の
対応関係を、同色の網掛けや矢印で
示しています。

「世界史B」版の8･9章を
統合

72 73

「世界史探究」版

070-081_koukou_NSM_F1.indd   72-73070-081_koukou_NSM_F1.indd   72-73 2024/03/18   16:532024/03/18   16:53



2

世界史へのまなざし①  地球環境からみる人類の歴史
　自然環境と人類の進化 ……… 4

世界史へのまなざし②  日常生活からみる世界の歴史
　砂糖とコーヒーからみる世界の歴史 ……… 8　／　余暇からみえる現代世界 ……… 10　／　歴史のなかの家族 ……… 12

諸地域の交流・再編
103

● 第Ⅱ部を学ぶ前に ……… 104

 第6章  イスラーム教の伝播と
西アジアの動向 �106

1 イスラーム教の諸地域への伝播 ……… 106

2 西アジアの動向 ……… 111

 第7章  ヨーロッパ世界の変容と展開 �117

1 西ヨーロッパの封建社会とその展開 ……… 117

2 東ヨーロッパ世界の展開 ……… 122

3 西ヨーロッパ世界の変容 ……… 126

4 西ヨーロッパの中世文化 ……… 134

 第8章  東アジア世界の展開と
モンゴル帝国 �137

1 アジア諸地域の自立化と宋 ……… 137

2 モンゴルの大帝国 ……… 144

 第9章  大交易・大交流の時代 �150

1 アジア交易世界の興隆 ……… 150

2 ヨーロッパの海洋進出とアメリカ大陸の変容 …… 158

 第10章  アジアの諸帝国の繁栄 �162

1 オスマン帝国とサファヴィー朝 ……… 162

2 ムガル帝国の興隆 ……… 166

3 清代の中国と隣接諸地域 ……… 169

 第11章  近世ヨーロッパ世界の動向 �176

1 ルネサンス ……… 176

2 宗教改革 ……… 180

3 主権国家体制の成立 ……… 184

4 オランダ・イギリス・フランスの台頭 ……… 189

5 北欧・東欧の動向 ……… 195

6 科学革命と啓蒙思想 ……… 199

第Ⅱ部まとめ ……… 202

諸地域の歴史的特質
の形成 �15

● 第Ⅰ部を学ぶ前に ……… 16

 第1章 文明の成立と古代文明の特質   �18

1 文明の誕生 ……… 18

2 古代オリエント文明とその周辺 ……… 20

3 南アジアの古代文明 ……… 28

4 中国の古代文明 ……… 30

5 南北アメリカ文明 ……… 35

 第2章 中央ユーラシアと東アジア世界 �37

1 中央ユーラシア――草原とオアシスの世界 ……… 37

2 秦・漢帝国 ……… 40

3 中国の動乱と変容 ……… 44

4 東アジア文化圏の形成 ……… 47

 第3章  南アジア世界と
東南アジア世界の展開 �54

1 仏教の成立と南アジアの統一国家 ……… 54

2 インド古典文化とヒンドゥー教の定着 ……… 58

3 東南アジア世界の形成と展開  ……… 60

 第4章  西アジアと地中海周辺の
国家形成 �63

1 イラン諸国家の興亡とイラン文明 ……… 63

2 ギリシア人の都市国家 ……… 66

3 ローマと地中海支配 ……… 75

4 キリスト教の成立と発展 ……… 83

 第5章  イスラーム教の成立と
ヨーロッパ世界の形成 �85

1 アラブの大征服とイスラーム政権の成立 ……… 85

2 ヨーロッパ世界の形成 ……… 91

第Ⅰ部まとめ ……… 102

第II部第I部

目次

002-003_05世界史探究_目次(3).indd   2002-003_05世界史探究_目次(3).indd   2 2021/04/16   11:262021/04/16   11:26

3

諸地域の結合・変容
203

● 第Ⅲ部を学ぶ前に ……… 204

 第12章  産業革命と環大西洋革命 �206

1 産業革命 ……… 206

2 アメリカ合衆国の独立と発展 ……… 209

3 フランス革命とナポレオンの支配 ……… 212

4 中南米諸国の独立 ……… 217

 第13章  イギリスの優位と
欧米国民国家の形成 �220

1 ウィーン体制とヨーロッパの政治・社会の変動 ……… 220

2 列強体制の動揺とヨーロッパの再編成 ……… 226

3 アメリカ合衆国の発展 ……… 234

4 19世紀欧米文化の展開と市民文化の繁栄 ……… 238

 第14章  アジア諸地域の動揺 �242

1 西アジア地域の変容 ……… 242

2 南アジア・東南アジアの植民地化 ……… 246

3 東アジアの激動 ……… 252

 第15章 帝国主義とアジアの民族運動 �258

1 第 2次産業革命と帝国主義 ……… 258

2 列強の世界分割と列強体制の二分化 ……… 265

3 アジア諸国の変革と民族運動 ……… 270

 第16章 第一次世界大戦と世界の変容 �278

1 第一次世界大戦とロシア革命 ……… 278

2 ヴェルサイユ体制下の欧米諸国 ……… 284

3 アジア・アフリカ地域の民族運動 ……… 292

 第17章  第二次世界大戦と
新しい国際秩序の形成 �300

1 世界恐慌とヴェルサイユ体制の破壊 ……… 300

2 第二次世界大戦 ……… 308

3 新しい国際秩序の形成 ……… 314

第Ⅲ部まとめ ……… 322

地球世界の課題
323

 第18章  冷戦と第三世界の台頭 �324

1 冷戦の展開 ……… 324

2 第三世界の台頭とキューバ危機 ……… 328

3 冷戦体制の動揺 ……… 332

 第19章  冷戦の終結と今日の世界 �339

1 産業構造の変容 ……… 339

2 冷戦の終結 ……… 344

3 今日の世界 ……… 349

4 現代文明の諸相 ……… 358

地球世界の課題の探究 ……… 364

世界史年表 ……… 366

索引 ……… 378

世界の自然・世界の気候区分 ……… 表見返し

現代の世界 ……… 裏見返し

【本書の使用上の注意】

暦 ……… 西暦を使用し、必要により中国暦・ロシア暦などを用い
て説明した。

在位・在任・生没 ……… 原則として元首は在位・在任年を、ほか　
の人物については生没年を付記した。

外国語の仮名表記 ……… 人名および地名は原語に近づけて表記
するようにしたが、慣用の定着しているものはこれに従った。

史料引用 ……… できるだけ必要な部分にとどめたが、前略・後略
は特別には記さなかった。また、読みやすく書き改めたとこ
ろもある。出典は文末に（　）の形で示した。

【二次元コード】

本書の以下の頁に掲載した二次元コードから、インターネットを
使用した学習ができます。二次元コードの使用にあたって使用
料はかかりませんが、通信料がかかります。インターネットを使
用する際には、先生の許可を得たうえで使用してください。ま
た、使用にあたっては個人情報の扱いに十分注意してください。
p.21／p.22／p.41／p.61／p.62／p.74／p.87／p.99／p.116／
p.123／p.134／p.140／p.147／p.151／p.155／p.165／p.168／
p.179／p.207／p.213／p.215／p.239／p.245／p.252／p.259／
p.299／p.312／p.314

第III部 第IV部

002-003_05世界史探究_目次(3).indd   3002-003_05世界史探究_目次(3).indd   3 2022/03/10   14:362022/03/10   14:36

詳
説
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目次と配当時間例
詳説世界史

分野・時代・地域を
バランスよく
構成しています。

新学習指導要領に対応した４部構成です。
世界の歴史の大きな枠組みと展開を部ごとに構成しています。

さらなる探究活動を想定し、二次元コードから、本文に掲載した図版の全体図や
部分拡大、追加の図版・文字資料などを参照できるようにしました➡p.81 。

各部の終わりには、世界史の枠組みや展開を構造的に
理解するために、「まとめ」➡p.79 を設けました。
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第Ⅰ部〜第Ⅲ部の冒頭に、諸資料を用いて、生徒の関心を高め
課題意識を育む「第〇部を学ぶ前に」➡p.78 を設けました。
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371．中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
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1
中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
Q▶  中央ユーラシアの人々の動向は、世界の歴史にどのような影響を与えたの
だろうか。

中央ユーラシアの風土 Q▶  中央ユーラシアの風土に適応して、人々はどの
ような生活を営むようになったのだろうか。

　ユーラシア大陸の中央部は、パミールの東西にのびる大山脈が高温多

湿のアジアの季節風（モンスーン）をさえぎるために乾燥し、寒暖の差が

大きい大陸性気候を特徴とする。ここには東のモンゴル高原から西の黒

海北岸にかけて広大な草原が連なり、その南にはいくつもの砂漠が広が

っている。そして、砂漠のあいだには高山地帯の雪
ゆき

解
ど

け水
みず

を水源とする

中央アジア❶のオアシスが点在する。この広大な空間を中央ユーラシ

ア❷と呼ぶ。ここでは、きびしい環境に適応した草原の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

や、オア

シスの定住民が活躍し、彼らは周辺の諸勢力と様々な関係を結びながら

世界史の展開に大きな役割を果たした。

❶ユーラシア大陸中央部の地
域名称。その範囲は一定では
ないが、パミールの東西に広
がる砂漠・オアシス地域と北
部の草原地域を中心とする。
現在では、カザフスタン、ウ
ズベキスタン、トルクメニス
タン、タジキスタン、キルギ
ス、中国の新

しん

疆
きょう

ウイグル自治
区などの地域にあたる。

❷内陸アジアという名称も長
く用いられてきた。

匈
きょう

奴
ど

の国家と秦
しん

・漢
かん

が現れた紀元前３世紀以降、ユーラシアの東側には、遊牧と農耕の
２つの世界が並び立った。７世紀、可

カ

汗
ガン

と皇帝を兼ねた唐の君主がこれらを統合した。

中央ユーラシアと東アジア世界

Q▶  ２つの世界はそれぞれどのような特徴をもつ社会を形成し、またどのような関係にあったのだろうか。

第2章

中央ユーラシアの
地勢と遊牧諸勢力
の移動
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詳
説
世
界
史

歴史学の研究成果を反映
本書では、全体にわたって近年の歴史学の研究成果を豊富に盛り込みました。
例えば２章では、「内陸アジア」から「中央ユーラシア」へ名称を変更し、さらに中央ユーラシア・東ア
ジア・西アジアの相互関係についても理解できる記述としました。また、古代中国の政治や社会につい
ても記述を刷新しています。

1. バランスよく、わかりやすい丁寧な記述
詳説世界史

章・節・小見出しなどに「問い」
を新設しました。➡p.79

近年の歴史学の研究を踏まえて、世界
史B版から記述を刷新しました。また、
註を充実させてその詳細や位置づけを
わかりやすくするとともに、用語数も
精選しています。

記述の刷新、歴史用語の精選

新たな視点で、よりわかりやすく丁寧な記述
近世～近代にかけてのヨーロッパ史の記述も、近年の研究成果や新たな視点を盛り込んで刷新しました。

本文の理解を深めることが
できたり、とくに重要な史料
を掲載しています。本文の
記述を踏まえ、考察力や	
思考力を高める「問い」も	
付しています。➡p.80

新しい視点を取り入れて、従来の事項も
よりその歴史的位置づけがわかりやすい
ようにしました。また、歴史的事象の	
つながりなど丁寧な記述を心がけ、「歴
史総合」との接続についても意識してい
ます。

新視点の導入、
わかりやすく丁寧な記述

76 77
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詳
説
世
界
史

「第〇部を学ぶ前に」
歴史学習に対する生徒の関心を高め、課題意識を育むために、第Ⅰ部～第Ⅲ部の冒頭に「第〇部を学ぶ
前に」を設けました。諸資料の読み解きを通して、部を貫く視点や概念などを考察し、さらに生徒自身
が独自の問いを立てられるように工夫しました。

2. 時代の特色をつかむ多様な問いかけ

第Ⅰ部〜第Ⅲ部の終わり
に「まとめ」を設けました。
「まとめの問い」とあわせて、
世界史の枠組みやその展開
を構造的に理解する一助と
しています。

振り返り学習の「まとめ」

充実した「問い」や部の「まとめ」

考察をまとめ、さらに生徒が自分自身で
部の学習に対する問いや目標を立てる	
ことができるように工夫しています。

テーマにそった図版・文字資料の読み解きを
積み重ねることで、部の学習内容に対する	
考察を広げられるようにしました。

部を貫く視点や概念の一例として、第Ⅰ部では身分・階級や王権と
宗教との関わりを、第Ⅱ部ではヒトやモノの移動および経済との関
わりを、第Ⅲ部ではマスメディアについて取り上げました。

節・小見出しの「問い」の解答例は、
『詳説世界史　教師用指導書授業
実践編』に掲載しています。

「問い」の新設

・	章冒頭に、章内容の概観と、それを理解するためのヒントとして「問い」を設けています。
・	節冒頭や小見出しにも「問い」を設け、学習の内容や目的を明確化しています。「問い」は本文を読んで解答可能な内容に
しました。

詳説世界史

78 79
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146 第 8章　東アジア世界の展開とモンゴル帝国

5

10

15

20

広
こう

州
しゅう

などが元の支配下に入り、山
さん

東
とう

半島を経て大
だい

都
と

に向かう海
かい

運
うん

と、杭
こう

州
しゅう

と大都を直接つなぐ新しい運河によって、豊かな江
こう

南
なん

もモンゴル帝国

の商業圏に組み込まれた。こうして、大都を結
けっ

節
せつ

点
てん

に、陸路と海路の交
こう

易
えき

・情報ネットワークが結合された。また、クビライが樺
から

太
ふと

・日本やベ

トナム・チャンパー・ビルマ・ジャワなどに送った遠征軍は各地域の政

治や経済・文化に大きな影響 を与え、商業圏の拡大にも寄与した。

　モンゴル帝国における陸と海の交易を担
にな

ったのはおもにムスリム商人

で、ユーラシアで広くおこなわれていた銀経済（銀による決済）が中国に

もおよんだ。元は塩の専
せん

売
ばい

を実施したほか、取引税などによって莫
ばく

大
だい

な

銀を集め、紙幣（交
こう

鈔
しょう

）を発行して銀の流通量の不足をおぎなった。利用

価値が低下した銅
どう

銭
せん

は、日元貿易を介して、日本へ輸出された。

　元の統
とう

治
ち

は中国的な官僚制度によってなされたが、中枢はモンゴル人

が握った。色
しき

目
もく

人
じん

と総称される中央アジア・西アジア出身者は、経済面

で力をふるった。金の支配下にあった契
きっ

丹
たん

人
じん

・女
じょ

真
しん

人
じん

を含む華
か

北
ほく

の人々

は漢
かん

人
じん

、南宋のもとにいた人々は南
なん

人
じん

と呼ばれた。商業に力を入れた元

は支配地域の社会や文化をさほど重視せず、儒
じゅ

学
がく

や科
か

挙
きょ

の役割は大きく

後退したが、暦
こよみ

の改良や大都の水運整備に従事した郭
かく

守
しゅ

敬
けい

 のように、実

用的な能力のある者には登用の道が開かれていた。支配層のモンゴル人

にはチベット仏教が重んじられ、都市の庶
しょ

民
みん

のあいだでは『西
せい

廂
そう

記
き

』『琵
び

琶
わ

記
き

』に代表される戯
ぎ

曲
きょく

が流行した（元
げん

曲
きょく

）。

→p.108

1231～1316

新
しん

安
あん

沈船　韓国南西部の新安沖
からみつかった、元の時代の沈
没船。いわゆるジャンク船で、
日本の寺社名を記した木

もっ

簡
かん

の荷
札とともに、膨

ぼう

大
だい

な数の陶
とう

磁
じ

器
き

や宋の銅銭が発見されている。

銀
ぎん

錠
じょう

　モンゴル帝国で流通し
た銀塊は、約 2 kgが基本単位
であった。形状は様々だが、
同じ重さのものが世界各地か
ら出土している。 2 kgの銀錠
を「元

げん

宝
ぽう

」と呼ぶ習慣は、この
のちも中国に残った。

交鈔　この写真のものにはク
ビライ時代の年号が入ってい
る。額面は様々で、これは銅
銭 2貫分の価値（もと銀錠の
50分の 1に相当）とされたも
のである。ただし、交鈔の実
際の価値は大きく変動した。

観星台（元代の天文台）　郭守敬は中国各地に設けられた観星
台において、西アジアの天文学の技術を取り入れつつ、精密
な天体観測をおこなった。そのデータにもとづいてつくられ
た授

じゅ

時
じ

暦
れき

は、日本にも受容された（江
え

戸
ど

時代の貞
じょう

享
きょう

暦
れき

）。
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42 第 2章　中央ユーラシアと東アジア世界

5

10

15

を進めたが、こうした集権的な政策は、匈
きょう

奴
ど

との戦いなどあいつぐ外征

による社会不安や財政難への対応でもあった。しかし、徳や礼を重んじ

る儒
じゅ

学
がく

がしだいに盛んになると、行き過ぎた集権的な政策を改めて、実

情の異なる各地域に配慮した政治を求める動きが高まった。これを受け

て、前 1 世紀末には、外
がい

戚
せき

（皇
こう

后
ごう

の親族）の王
おう

莽
もう

が儒学の理想にもとづく

新たな体制❶を築いた。

　王莽は、漢の皇帝から帝位を奪って新
しん

をおこしたが、さらに踏みこん

だ改革を進めたため、反発をまねいて支持を失った。匈奴との抗争や赤
せき

眉
び

の乱などの反乱によって新は滅亡し、豪
ごう

族
ぞく

を率いた漢の一族の 劉
りゅう

秀
しゅう

が、

皇帝（光
こう

武
ぶ

帝
てい

）となって漢を復興した（後
ご

漢
かん

）。光武帝は洛
らく

陽
よう

に都をおき、

前漢末の体制を継承した。しかしその後、皇帝側近の外戚・宦
かん

官
がん

❷が対

立を繰り返すようになり、 2 世紀後半には、こうした状況を批判した官

僚・学者が宦官によって大弾圧され（党
とう

錮
こ

の禁
きん

）、中央政府への信頼は失

われた。さらに 2 世紀末、宗教結
けっ

社
しゃ

の太
たい

平
へい

道
どう

が黄
こう

巾
きん

の乱をおこすと、各

地に軍事政権が割
かっ

拠
きょ

して、220年に後漢は滅んだ。

前45～後23

❶儒学が理想とする周
しゅう

の封
ほう

建
けん

制
せい

をまねて、天に仕える皇帝
が徳によって多様な地域を統
合するというもの。また、王
莽が整えた天をまつる儀式な
どは、その後の歴代の王朝に
受け継がれた。

8～23

18～27 前6～後57

在位25～57 25～220

❷後
こう

宮
きゅう

に仕える去
きょ

勢
せい

された男
性の呼称。

166、169

184

　そもそも秦
しん

・楚
そ

・燕
えん

・斉
せい

では、土地の肥
ひ

沃
よく

さや硬さが異なります。農具の大き
さや形状も地域ごとに違い、それぞれ適したものがあるのです。ところが国家が
鉄器の製造を一手に握り、規格を統一してしまったので、鉄製農具は使いにくく
なり、農民も不便を強いられることになりました。おかげで農民は耕作に疲れ、
土地は荒れ放題となって、みな困窮しております。 （著者訳）

『塩鉄論』禁耕
秦・前漢時代のアジア

パルティア
（前1世紀）

大月氏

黄

咸陽
羌

鮮卑

烏桓
高句麗

サータヴァーハナ朝

アラル海

カ

ス

ピ
海

シル川

アム
川

イ
リ
川

ソグディアナ

カシミール

パ
ミ
ール

タリ ム川

貴山城

カーブル

バクトラ（バルフ）

疏勒
そろく

敦煌

長安
金城（蘭州） 漢中

蜀 巴
は

張掖
ちょうえき

洛陽

函谷関

長沙

南海

交趾
こうし

日南

珠崖
しゅがい

垓下
がいか

長江

河 済
水

楽浪

甘粛 オルドス
朔方
さくほう

パータリプトラ
マガダ

ガンジス川

パンジャーブ

エクバタナ

ペ
ル
シ
ア
湾

てん

てい

きょう

うがん

せんぴ

秦の領域
武帝以前の漢の直接支配領域
匈奴の最大領土
前漢の領域（武帝時代）
万里の長城
張騫の経路

びんえつ

クテシフォン

うてん
于闐

大宛（フェルガナ）
だいえん

烏孫
う  そん

烏塁城
うるいじょう

酒泉
しゅせん

とんこう

かんこくかん

ちょうさ

黄海

氐

滇

き  じ
亀

南シナ海

タリム盆地

閩越
インダ

ス川
秦

前漢

南越南越

衛氏朝鮮衛氏朝鮮

1000km0

白登山

Q▶これは、武帝の死後に
役人と学者が塩・鉄の専

せん
売
ばい

の是
ぜ
非
ひ
を議論した記録であ

る。この一節から、鉄の専
売はどのような意味をもっ
ていたと考えられるだろう
か。
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3634 .　現代文明の諸相

5

10

児における女性の過重負担も解消されていない。また、ア

ジアやアフリカなどでは、貧困と差別、因習によって女性

がとくに困難な立場におかれている国もある。

　一方で、20世紀後半には、先進国をはじめとする諸地域で、都市化の

進行にともなって性別をめぐる伝統的な価値観がゆらいだ。21世紀初め

までに、身体的な性とは別に、社会的につくられる規範としてのジ
gender

ェン

ダーがあるという理解が広く受け入れられるようになり、伝統的な性役

割を押し付けるのではなく、各人の個性を尊重すべきことへの理解も進

みつつある。加えて性的指向についても、本人の意思を尊重して、多様

な性のあり方を受け入れるような社会が模
も

索
さく

されている。

ジェンダー =ギャップ指数（GGI、世
界経済フォーラムGlobal Gender Gap 

Report 2020より作成）　この指数は、
国際機関などのデータをもとに世界
経済フォーラムが発表している、各
国の男女間の格差を示す指標である。
経済・教育・保健・政治の 4 分野・
14項目からなり、スコアで 1が男女
間での完全平等を示す。2020年度の
発表では、日本は総合で153カ国中
121位と、先進国中で最下位となっ
た。日本は保健分野の項目では 1 位
が多いが、教育分野では中等教育で
格差が現れ、さらに経済・政治分野
では深刻な格差が存在している。

プライド = パレード　1969年、アメリカ合衆国・
ニューヨーク市で、同性愛者の集まるバーへの取締
りを機に暴動がおこり、翌70年に暴動を記念するパ
レードが国内各地で開かれた。これはＬＧＢＴの権
利を求める運動の端

たん

緒
しょ

となり、その後もパレードは
世界各地で継続されている。写真は2016年のもの。

女性は女性らしくなければいけない、あるいは、女性
のつとめは家を守ることだといった価値観は、長いあ
いだ世界中で女性の活躍の機会を制限してきた。20世
紀後半に登場したジェンダーという考え方は、このよ
うな価値観を切り崩すのに大きな役割を果たした。身
体的な性とは別に、社会的な規範としての性があると
いうのがジェンダーの考え方である。この観点に立っ
て、女性はどうあるべきかといった規

き

範
はん

や、両性の役
割分担の実態は、歴史的に決して不変ではなく、時代
や社会状況によってかわってきたし、今後もかわりう

るということが明らかにされてきた。それでも男性中
心の社会構造はなかなかかわらないし、日本ではとく
に遅れがめだつ。両性の役割を固定的に考える発想を、
批判的に見つめ直すことが必要であろう。そうするこ
とは、女性ばかりか男性の可能性を広げることにもつ
ながる。実際、「男らしさ」という規範は、男性同士の
仲間関係をうちかためる一方で、仲間に軽

けい

蔑
べつ

されない
ようにあえて暴力的にふるまうといった行動を、往々
にして男性に強いてきたのである。

ジェンダーの考え方と両性の平等化への課題

ジェンダーとはどのような考え方だろうか。また、両性の平等をめぐって日本や世界にはどのような課題が
あるのだろうか。

Q

上位国およびおもな国の順位
順位 国名 スコア

1 アイスランド 0.877
2 ノルウェー 0.842
3 フィンランド 0.832
4 スウェーデン 0.820
5 ニカラグア 0.804
6 ニュージーランド 0.799
7 アイルランド 0.798
8 スペイン 0.795
9 ルワンダ 0.791

10 ドイツ 0.787
15 フランス 0.781
19 カナダ 0.772
21 イギリス 0.767
53 アメリカ合衆国 0.724
76 イタリア 0.707
81 ロシア 0.706

106 中国 0.676
108 韓国 0.672
121 日本 0.652

分野 スコア（順位） 19年のスコア（順位）
経済 0.598（115位） 0.595（117位）
政治 0.049（144位） 0.081（125位）
教育 0.983  （91位） 0.994  （65位）
保健 0.979  （40位） 0.979  （41位）

現代世界への視点④
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詳
説
世
界
史

図版・史資料の充実、コラムの新設
判型を大きくし、図版や史料を豊富に掲載しました（写真・地図約600点、図表・文字資料約100点）。
随所に二次元コードを掲載して追加の図版・史料も利用できるようにしています。また、19章には現代
的課題に関わるコラム「現代世界への視点」を新設しました。

3. 探究活動に取り組みやすい大きな図版・豊富な史資料
詳説世界史

デジタルの活用

二次元コードを掲載し、図版の全体図や部分拡大、別部分（「清明上河図」〈教科書140頁〉、サン＝ヴィター
レ聖堂のモザイク〈教科書123頁〉など）、追加の文字資料などを利用できるようにしました。

遷移画面例

コラム「現代世界への視点」

19章には現代世界の課題を歴史的に扱うコラム「現代世界への視点」を設けて、世界史探究のゴールとなる「地球世界の
課題の探究」につなげられるようにしました。

コラムにも、読み解
きの一助となる「問
い」を設けています。

歴史的事象の背景や因果関係をわかり
やすく説明し、世界と日本のつながり
にも配慮しています。

世界と日本のつながり

本文の理解を深めたり、とくに
重要な史料を掲載しています。
また、読み解きのポイントを
「問い」で示しました。

史料で深める探究活動

1 2

80 81
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

アジア域内貿易とヨーロッパ		

● アジア域内の貿易はだれによって担われていたのだろうか
	
１　アジア域内貿易は、古くから（ ① ）商人や（ ② ）商人など
がおこなってきた。

２　アジア域内貿易では、（ ③ ）・綿織物・（ ④ ）・砂糖・米・
蘇木（染料）・銀・銅など、奢侈品から庶民の日用品に至るま
で様々な商品が取引された。

●欧米諸国がアジアに求めたものは何だろう　
３　15世紀末以降、（ ⑤ ）が胡椒・クローヴ・シナモンなど
（ ④ ）を求めてアジアにやってきた。
４　17世紀にはイギリスやオランダ、フランスの各国が（ ⑥ ）
を設立、アジアとの貿易を独占的におこなった。

５　アメリカ大陸から西ヨーロッパ地域に流入した（ ⑦ ）が
ヨーロッパ人によってアジアにもたらされたり、スペインの
（ ⑧ ）でアジアに流入した（ ⑦ ）もあった。
６　（ ⑨ ）・（ ⑩ ）・イギリスがアジア域内貿易に積極的に乗
り出した。18世紀後半にはアメリカも参入した。

７　アジアから西ヨーロッパへは、胡椒・（ ⑪ ）・（ ⑫ ）・陶
磁器・コーヒー・（ ⑬ ）などが輸出され、（ ⑬ ）はアメリカ
大陸まで運ばれた。

８　西ヨーロッパで（ ⑭ ）産綿織物、中国の（ ⑬ ）や（ ⑮ ）が
人気だった。それらは（ ⑦ ）で支払われた。

18世紀のアジア貿易と日本	 

●18世紀、アジアではどのような貿易があっただろう
９　清では（ ⑯ ）が緩和され国際貿易が発展した。ヨーロッパ
各国やアメリカの船の入港を（ ⑰ ）に限定して許す一方、
（ ⑱ ）や（ ⑲ ）へは貿易のため船を出していた。
10　清は南アジアから胡椒や米・蘇木・海産物を輸入した。
11　中国人（ ⑳ ）が東南アジアに向かい、東アジアと東南アジ
アとの商品流通ネットワークも次第に整った。

アプローチ 1

アプローチ 2
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第 章 第一次世界大戦と大衆社会

第 章 第一次世界大戦とロシア革命

【バルカン半島での対立】

１．20世紀初頭、列強の二極化が進み、協商国と同盟国の対立が深まった。対

立の焦点となったバルカン半島は「（①ヨーロッパの火薬庫）」と呼ばれた。

２．1912年、ロシアはセルビアやブルガリアなどの諸国と（②バルカン同盟）

をつくり、（③オスマン帝国）と戦って勝利した（第 1 次バルカン戦争）。し

かし翌年、同盟諸国間での戦争（第 2次バルカン戦争）が生じると、敗北し

たブルガリアはドイツ・オーストリアに接近した。

【第一次世界大戦の開戦】

３．1914 年 6 月、（④サライェヴォ）でオーストリアの帝位継承者夫妻がセル

ビア人に暗殺されたのをきっかけにオーストリアがセルビアに宣戦を布告

し、ドイツがロシアに宣戦を布告した。フランスやイギリスもつぎつぎと参

戦し、（⑤第一次世界大戦）となった。

４．西部戦線では塹壕戦となり、膠着状態を打破するために、毒ガス・戦車・

飛行機といった新兵器が開発・投入された。東部戦線では（⑥ドイツ）軍は

ロシア領ポーランドに侵入したが、決定的な打撃を与えられなかった。

５．戦争は同盟国側と協商国（連合国）側にわかれて戦われた。オスマン帝国

も同盟国側に加わった。オーストリアと対立する（⑦イタリア）は三国同盟

にもかかわらず当初は中立であったが、1915年に連合国側で参戦した。同年

にはブルガリアが同盟国側に加わった。

【総力戦】

６．第一次世界大戦は、第 2次（⑧産業革命）によって発達した各国の産業力

が発揮されたことで、長期戦となった。そして、政府が経済活動を統制し、

挙国一致体制がしかれ、日常生活を大きく巻き込む（⑨総力戦）となった。

【日本の参戦】

７．第一次世界大戦が始まると、日本は（⑩中国）での権益をさらに確実にす

るため参戦し、ドイツ領南洋諸島を占領し、山東省（⑪青島）のドイツ軍を

破りドイツの東アジア植民地を奪った。

【二十一カ条の要求】

８．1915年、日本政府は中華民国に対して（⑫二十一カ条の要求）を突きつけ、

軍事的圧力を背景に要求の大部分を認めさせた。要求には山東省のドイツ権

益の継承、関東州の租借期限の 99カ年延長、（⑬漢冶萍公司）の日中共同経

営などが含まれていた。

【戦時外交とアメリカ合衆国の参戦】

９．第一次世界大戦中、秘密外交が繰り広げられた。イギリス・フランス・ロ

シアは、（⑭サイクス・ピコ協定）でオスマン帝国領のアラブ地域の分割を取

り決めた。一方イギリスは、（⑮フセイン・マクマホン協定）でオスマン帝国

支配下のアラブ人に独立国家建設を約束し、（⑯バルフォア宣言）でパレスチ

ナにユダヤ人の「民族的な郷土」建設を認めた。3 つの取決めは矛盾するも

のであった。

① ヨーロッパの火薬庫

② バルカン同盟

③ オスマン帝国

④ サライェヴォ

⑤ 第一次世界大戦

⑥ ドイツ

⑦ イタリア

⑧ 産業革命

⑨ 総力戦

⑩ 中国

⑪ 青島

⑫ 二十一カ条の要求

⑬ 漢冶萍公司

⑭ サイクス・ピコ協定

⑮ フセイン・マクマホン

協定

⑯ バルフォア宣言

□

□

□

□

□

□

□

□

□
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5 19世紀のアメリカ大陸①

「涙の旅路」

大西洋移民
「新大陸」発見から18世紀末まで、多数のヨーロッパ人が南北アメリカ大陸に入植
　ａ　メ�キシコ以南（ラテンアメリカ）：入植者は単身の男性が多い⇨先住民の（① 　　　　

　）や、連れてこられたアフリカ系との人種混交が進む
　ｂ　北アメリカ：家族移民が多く、先住民との混血はわずか
ヨーロッパ移民よりもはるかに多数の（② ）が、アフリカから南北アメリカに送り込まれる
　⇨�ヨーロッパ各国で（② ）貿易が禁止されると、移民はヨーロッパ系がほとんどを占めるよう

になる
　＊�交通革命に加え、ラテンアメリカ諸国の独立やアメリカ合衆国・カナダの西方への拡大にともない、

19世紀には、18世紀までと比較にならないほど多くの人々が大西洋を渡る

ラテンアメリカ諸国の独立
スペイン・ポルトガルなどの植民地だった地域は、1830年までにカリブ海諸島を除くほぼ全域が独立
1独立運動のおもな担い手：富裕な地主階層（（③ 　　　　　　）＝入植者の子孫）
　原因：　ａ　植民地のエリート層として先住民やアフリカ系の（② ）を支配
　　　　　ｂ　本国から派遣された植民地官僚に政治権力を握られ、不満をつのらせる
　　　　　ｃ　本国の重商主義による貿易統制にも反対
　　　⇨�同じように複雑な人種構成をもちながら、ヨーロッパ系移民の子孫を主役として新国家を築い

て繁栄しているアメリカ合衆国の例は、独立という選択肢を身近なものとする
2独立運動の展開
　�（④ 　　　　　）軍がスペイン・ポルトガルに侵入した結果、両国の政治体制が大きく動揺
したことをきっかけに、独立運動が展開
　　ａ　ポ�ルトガルの植民地：ポルトガル王室、植民地のブラジルに脱出⇨（④ 　　　　　）

戦争後に国王が帰国した一方、皇太子はブラジルに残り、独立を宣言
　　ｂ　ス�ペインの植民地：（⑤ 　　　　　　　　）らの活躍で、独立戦争が有利に進

む⇨新独立国は、一時期のメキシコを除きすべて共和国となる
3独立運動を取り巻く国際環境
　　ａ　イ�ギリス：スペイン・ポルトガルによる植民地への貿易規制が撤廃され、自由貿易が実現する

ことに期待を寄せ、運動を支援
　　ｂ　ア�メリカ合衆国：（⑥ 　　　　　　）を発する⇨南北アメリカ大陸とヨーロッパの

相互不干渉をとなえ、ヨーロッパ諸国の動きを牽制

アメリカ合衆国の拡大
1アメリカ合衆国の拡大：独立後から急速に領土を西に拡大
　　ａ　フランスから（⑦ 　　　　　）地域を購入⇨領土を一挙に倍増
　　ｂ　オレゴン地域をイギリスと共同統治としたのち、テキサスを編入
　　ｃ　アメリカ =メキシコ（米墨）戦争（1846～48年）：（⑧ 　　　　　　　）地域を獲得
　　　　　⇨大陸を横断する国家となる

2都市の成長
　19世紀半ばの（⑨ 　　　　　　）は、ロンドンやパリにつぐ世界有数の人口規模に
　原因：大量の移民が急速な領土と都市の拡大を可能とする
　　　　＊�19世紀後半には東アジアからの移民が始まり、19世紀初めから19世紀末にかけて、合衆国の

人口は約15倍に増加
　 �急激な領土拡張と人口増にともない、先住民は居住地を奪われ西部に（⑩ ）させら

れる

Question　下の絵をみて、以下の問いに答えてみよう。
⑴移動させられているのは、どのような人々なのだ
ろうか。

⑵彼らはなぜ、移動させられているのだろうか。

第2章_三校.indd   30-31第2章_三校.indd   30-31 2021/02/25   15:592021/02/25   15:59

14　　第 １章　結びつく世界と日本の開国 3　産業革命　　15

�産業革命の発端
18世紀半ばから19世紀初めにかけてイギリスの（1　綿　）工業が中心
�背景
　ａ　 17世紀末の「権利の章典」で私的所有権が事実上保障される→人々の経済面での意欲が向上
　ｂ　 （2　大西洋三角　）貿易の確立→イギリス内に富が蓄積
　ｃ　 インド産綿織物（キャラコ）の人気→輸入代替工業化に商機
�展開
　ａ　 石炭を動力源とする（3　蒸気機関　）の実用化が産業革命を推進
　ｂ　 紡績機械の発明が織布過程の機械化をうながすなど（4　連鎖　）的に技術革新が進む
アプローチ①　ほかの国や地域と比べ、人々の生産意欲や技術革新への気運が高かったこと、大西洋三角貿易によって新しい生産様

式（機械）の普及に必要な富が蓄積されていたこと、キャラコブームが輸入代替工業化への動機づけとなったことなどがあげられる。

また、石炭や鉄鉱石といった必要な資源にも恵まれていた。 

�生産の担い手
知識をもった職人から不熟練賃金労働者へ
→労働者を雇う資本家に有利な生産システムが確立＝（5　資本　）主義
�労働条件の悪化
労働者の賃金水準や労働環境などは劣悪、過酷な児童労働もおこなわれる
→マルクスやエンゲルスは働く人々の境遇改善をめざす思想を展開＝（6　社会　）主義
�生活条件の悪化
（7　エネルギー　）革命によって工場を農村部にも建設できるようになる
→新たな工業都市が生まれたが、水・大気・衛生など生活環境は劣悪

�他国の反応
イギリス産の安い製品の輸出増大をみて、自国経済の強化をめざす
→ベルギー・仏・米・独・日・露などで産業革命が進行：上からの（8　産業革命　）

技術革新

社会の変化

他国への産業革命の普及

�第 ２次産業革命
19世紀後半に（9　石油　）を動力源とする重化学工業へ移行
→政府主導で工業化を進める（10　ドイツ　）と、広大な国内市場を有する（11　アメリカ　）が中心
�経済的な世界の一体化
産業革命に至らなかった国や地域は（12　製品市場　）・（13　原材料供給地　）となる
→財（商品）の移動（貿易）において世界中が大きなネットワークに組み込まれていく

�交通手段の発達
19世紀前半に蒸気船や蒸気機関車が実用化され、移動の速度や量が向上
→（14　移民　）・外国旅行・探検などが容易になる
�情報伝達手段の発達
ヒトの移動の活発化によって世界の一体化が加速
→情報の伝達速度の向上も求められるようになり（15　海底電信ケーブル　）の敷設が進む
アプローチ②　交通機関や情報伝達技術の発達によって世界各地がつながり、世界の一体化が進んだ。また、工業生産国と製品市

場、工業生産国と原料供給地などの経済的な結びつきも強まった。 

 

アプローチ③　総生産は大きく向上したが、産業資本家のように利益を上げる人がいる一方、労働者の多くが劣悪な生活環境におか

れるなど、格差の拡大が新たな問題となり、一概に豊かになったとはいえない。 

 

交通と情報の革命

教科書♳の問い
　　 上の人々と下の人々の、対照的な点は何だろうか。
　　 このような境遇の違いが生じたのはなぜだろうか。
教科書♴♵の問い
　　 ♴♵のグラフから、イギリス社会のどのような変化が読みとれるだろうか。

1
2

1

1①服装（正装－作業服）、姿勢（満腹そうにすわりこむ－苦しそうに支えている）、人数

（少－多）などが対照的。②機械制生産の拡大にともなって成立した資本家と労働者の関

係（資本主義）が一因としてあげられる。23①19世紀に労働力でも生産量でも農業の割

合が減り、工業・サービス業が大きな部分を占めるようになった。 

	 産業革命　教 p. 28〜333

テーマへのアプローチ①産業革命は、な
ぜイギリスで始まったのだろうか。

②産業革命は世界の結びつきをどのよう
に強めたのだろうか。

③産業革命によって人々は豊かになった
のだろうか。それとも貧しくなったのだ
ろうか。

アメリカの雑誌に掲載された風刺画（『Puck 
Magazine』１883年）

　　　　　　●１8世紀から始まる技術革新の波は、世界をどのように変えたのだろうか？ 
機械が生産の中核を担うようになり、熟練の必要がない労働者と出資する資本家の関係を軸とした資本主義が誕生し、労働者の環境

を改善すべく社会主義も出現した。イギリスに対するあせりから他国にも産業革命は波及して資本主義国が増加した一方、産業革命

に至らなかった地域は原材料供給地や製品市場として世界市場へ組み込まれ、経済的な世界の一体化が進んだ。技術革新は交通と情

報の分野にもおよび、貿易拡大のほか、移民や旅行など人の移動も急増させ、列強による遠方の植民地化を可能にした。 

 

準
拠
教
材

歴史総合 補助教材
教科書に準拠した
生徒用教材をご紹介

歴史総合 近代から現代へ ノート 現代の歴史総合 みる・読みとく・考える ノート

歴史総合 要点チェック 現代の歴史総合 要点整理テスト

思考のベースとなる知識を確認、予習・復習に最適
読み取りや思考を重視した図版・史料問題も掲載

教科書の「問い」と「テーマへのアプローチ」を掲載し、解答欄は各所に配置
本文の内容を簡潔に整理し、重要用語は穴埋め問題に

「歴史総合」の学習における思考・判断・表現などのベースとなる基礎知識を確認
要約した短文を読んで流れを確認し、空欄を埋めて用語をチェック

教科書を要約した短文で構成
教科書の単元に沿って各テーマの基礎知識を抑え、歴史的考察力を養う授業につなげます

B5判／176頁＋解答16頁／2色刷／定価880円（10％税込）／ISBN978-4-634-05806-4 B5判／136頁＋解答32頁／２色刷／定価770円（10％税込）／ISBN978-4-634-05807-1
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708

歴総
707

歴総
708

重要な用語は空欄に

アプローチの問いを考える
うえでヒントになる部分を

で示しています

教科書中の図版・史料を利用
した、思考問題も収録

重要な用語は穴埋め問題に

教科書の叙述
に沿って前後
関係をわかり
やすく整理

教科を要約した短文で構成
読んで、確認したらチェック

教科書の導入の
問いと解答欄を
掲載

「テーマ全体の問い」は授業
の最後に取り組めるよう、
末尾に解答欄を掲載

PointPoint

PointPoint

PointPoint

PointPoint

教 科 書 に 示 さ れ て い る
「テーマへのアプローチ」と
同じ問いには〈アプローチ
マーク〉を付しています

※この教材は、書店店頭での販売は行っておりません
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4　　第 １章　日本文化のあけぼの

�人類の誕生と進化
　   猿

えん

人
じん

：新第三紀中
ちゅう

新
しん

世
せい

後期（約₇₀₀万年前）にアフリカで誕生

　　 　原
げん

人
じん

　　　

　　 　　旧
きゅう

人
じん

　　　　　　 （ ）＝氷
ひょう

河
が

時代：氷
ひょう

期
き

・間
かん

氷
ぴょう

期
き

が交互に訪れる

　　 　　　新
しん

人
じん

　　第四紀　　　　　↓　　　　　　

　　 　　　   　　　　　　 （ ）（約 ₁万年前～現在）

　　 　　　現代人

�日本列島の形成
　ａ　更

こう

新
しん

世
せい

→完
かん

新
しん

世
せい

　　更新世：氷期に日本列島はアジア大陸北東部と陸続き→トウヨウゾウ、ナウマンゾウなど渡
と

来
らい

　　完新世：海面上昇→日本列島が成立（ ₁万年余り前）

　ｂ　石
せっ

器
き

時代　旧石器時代（おもに更新世）：（ ）石器のみ使用

　　　　　　　　新石器時代（完新世）：（ ）石器の出現

�日本人の形成
　ａ　日本における更新世の化

か

石
せき

人
じん

骨
こつ

　＊いずれも新人段階

　　（ ）（静岡県）、（ ）・山
やま

下
した

町
ちょう

第一洞
どう

人
じん

・白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田
た

原
ばる

洞
どう

人
じん

（沖縄県）

　ｂ　日本人の形成
　　縄文人（先祖はアジア大陸に居住）＝日本人の原型

　　　　　　　　　弥生時代以降の渡来人（もとは北アジアに居住）など

　　　　　　　現在の日本人　＊アイヌ・南西諸島の人々は縄文人の特徴を受け継ぐ

�日本の旧石器時代
　（ ）遺跡（群馬県）　相

あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

：（ ）層中に石器発見

　　　↓　　　　　　　　　　学術調査により確認（₁₉₄₉年）

　日本における旧石器時代の文化の存在を証明

�旧石器人の生活
　ａ　食料獲得　狩

しゅ

猟
りょう

：石
いし

槍
やり

＝（ ）・尖
せん

頭
とう

器
き

の利用

　　　　　　　　　　大型動物（ナウマンゾウ・オオツノジカ・ヘラジカなど）

　　　　　　　　　　　＊終末期に（ ）が出現（北方からの伝
でん

播
ぱ

）

　　　　　　　　採
さい

集
しゅう

：植物性食料

　ｂ　暮らし　移動生活：テント式の小屋、₁₀人前後の小集団
　　　　　　　動物捕獲用の落とし穴、調理用の集

しゅう

石
せき

1 文化の始まり � ○教  p.6～12

日本列島と日本人

進

　化

1

2

3

4

5 6

混血

旧石器人の生活

7 8

9

10

第1章 日本文化のあけぼの

� １　文化の始まり　　5

Ｑ １ 現在の日本人は、どのようにして形成されたのだろうか。

Ｑ ２ 旧石器時代の人々は、どのようにして食料を獲得していたのだろうか。

２0

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９
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　⑵　経済の混乱と幕府の対応
　　 ａ �　生

き

糸
いと

は輸出品の中心となり生産拡大（製
せい

糸
し

業でマニュファクチュア発達）、
一方、安価な綿

めん

織物の大量輸入で農村の綿織物業や綿作は衰退
　　 ｂ　1866年まで（　２0　）超過が続き、消費物資の欠乏により物価が高

こう

騰
とう

　　 ｃ　（　２１　）の発令（1860）
　　　①　背景： 輸出商品を扱う在

ざい

郷
ごう

商
しょう

人
にん

が、江戸を通さず開
かい

港
こう

場
じょう

に運び、貿易
商人と直接取引→江戸で生活物資が不足し、物価が高騰

　　　②　内容： 雑穀・水
みず

油
あぶら

・蠟
ろう

・呉
ご

服
ふく

・（　２２　）の 5品は江戸の問
とい

屋
や

を経由し
て輸出

　　　③　結果：在郷商人や自由取引を主張する列
れっ

国
こく

の反対で効果あがらず

　　 ｄ　金貨の海外流出
　　　①　要因：金銀比価の相違
　　　　　　　　日本は金：銀＝ 1：（　２７　）、外国は金：銀＝ 1：（　２８　）
　　　　　　　　→外国銀貨をもち込み日本の金貨と交換（10万両以上が海外流出）
　　　②　幕府対策：金貨の質を大幅に下げた（　２９　）を鋳造（万

まん

延
えん

貨
か

幣
へい

改
かい

鋳
ちゅう

）
　　　③　結果：貨幣価値の下落でさらなる物価上昇
　　　　　　　　→庶民生活圧迫し、攘

じょう

夷
い

運動激化

五
ご

品
ひん

江
え

戸
ど

廻
かい

送
そう

令
れい

（1860）
　…… 直

ただち

ニ御開港場所え相
あい

廻
まわ

し候ニ付、ⓐ御
ご

府
ふ

内
ない

入津の荷物相
あい

減
げん

じ、諸
しょ

色
しき

払
ふっ

底
てい

ニ相成り、難
なん

儀
ぎ

致し候 趣
おもむき

相
あい

聞
きこえ

候ニ付、当分の内左の通り仰せ出され候。
　一、雑穀　　一、水油　　一、蠟　　一、（　２３　）　　一、（　２４　）
　右の品々ニ限り、貿易荷物之分者

は

、都
すべ

てⓐ御府内より相廻し候筈
はず

ニ候間、
在々より決して（　２５　）表え積出し 申

もうす

間
ま

敷
じく

候。 （『続
ぞく

徳
とく

川
がわ

実
じっ

紀
き

』）

問　下線部ⓐの御府内とはどこを指すか。（　２６　）

　 　　1865年の日本の主要輸出入品のグラフを参考
に、貿易の開始が幕末期の国内産業に与えた影響
について、製糸業と綿織物業に焦点を当ててまと
めてみよう。

問

1865年の主要輸出入品（『幕末貿易史の研究』より作成）

5.8
6.3

7.0
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  日本列島の大きな変化  

１ 　荘
しょう

園
えん

の拡大
　⑴　税収不足を補う皇室・摂

せっ

関
かん

家
け

や大寺社による荘園拡大
　⑵　地方武士が、貴族・大寺社の庇護のもと私領を拡大
　→公

こう

領
りょう

＝（　 １　）を圧迫し、国司と対立
２ 　大陸との交易：日

にっ

宋
そう

貿易の拠点である博多周辺へ、貴族・寺社らの進出

  延久の荘園整理令と荘園公領制  

１　（　 １　）天皇の治世（1068～72）：関
かん

白
ぱく

は天皇の外
がい

戚
せき

ではない藤原教
のり

通
みち

　⑴　人材の登用：藤原氏以外から（　 ２　）らの学識者を登用
　⑵　（　 ３　）の（　 ４　）令（1069）
　　 ａ �　中央に（　 ５　）を設け、寛

かん

徳
とく

2（1045）年以降の新たな荘園や、券
けん

契
けい

（証拠
書類）不明の荘園を停止

　　 ｂ　摂関家や、石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

などの有力寺社領も例外とせず、成果をあげる
　⑶　延

えん

久
きゅう

の（　 ６　）を定め、枡
ます

の容量を規定するなど、度
ど

量
りょう

衡
こう

を統一
　　　　 　�荘園整理令は延

えん

喜
ぎ

以後しばしば発令も、審査が国
こく

司
し

にゆだねられ不徹
底、「延久の荘園整理令」は、記録所が一括審査したため成果をあげた。

２ 　荘園公領制：一国内における荘園・公領の並立状況
　⑴　延久の荘園整理令の成果→荘園と公領（国

こく

衙
が

領）の区分が明確化
　⑵　公領の場合： 国司は郡

ぐん

・郷
ごう

・保
ほ

などの新たな単位に区分、在地有力者をそれ
ぞれ（１２　　・　　・　　）に任じ、徴税担当に当てる。このう
ち、国

こく

司
し

が派遣する目
もく

代
だい

のもと、国衙で実務を担う上位者を、
在
ざい

庁
ちょう

官
かん

人
じん

に任命
　⑶　荘園の場合：在地有力者が、荘

しょう

官
かん

に任じられ荘園領主に奉仕

院政の始まり1
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延久の荘園整理令
　コノ（　 ７　）位

くらい

ノ御
おん

時
とき

……延久ノ（　 ８　）トテハジメテヲカレタリケルハ、
諸国七道ノ所領ノ宣

せん

旨
じ

・官
かん

符
ぷ

モナクテ公
く

田
でん

ヲカスムル事、一天四海ノ巨
こ

害
がい

ナリ
トキコシメシツメテアリケルハ、スナハチⓐ宇

う

治
じ

殿
どの

ノ時、ⓑ一ノ所ノ御
ご

領
りょう

御
領トノミ云

いい

テ、庄園諸国ニミチテ（　 ９　）ノツトメタヘガタシナド云
いう

ヲ、キコ
シメシモチタリケルニコソ。…… （『愚

ぐ

管
かん

抄
しょう

』）

問 １　下線部ⓐの宇治殿とは誰のことか。（　１0　）
問 ２　下線部ⓑの一ノ所とは何を指しているか。（　１１　）
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38 第 1部　近代化と私たち

13  帝国主義

①～⑰に入る語句を答えよう。

第２次産業革命と帝国主義

●欧
おう
米
べい
諸
しょ
国
こく
は、19世紀中頃から（ ① ）や電力を新しい動力源と

するようになり、技術の革新によって（ ② ）部門を発展させた。
●（②）が発展するには高度な技術と巨大な（ ③ ）を必要とするた
め、企業は（ ④ ）との関係を深めた。また、植

しょく
民
みん
地
ち
は、（ ⑤ ）

としても重要性が高まった。
●列
れっ
強
きょう
は、非ヨーロッパ世界への進出を強化し、世界を自国の植

民地・勢力圏として分割していった。このような動きを（ ⑥ ）
という。

●世界分割が進む過程で、20世紀初頭には、イギリス・フランス・
ロシアによる（ ⑦ ）とドイツ・オーストリア・イタリアによる
（ ⑧ ）が形成され、両者は対立するようになった。

アフリカと太平洋海域

●（⑥）の時代に世界分割のおもな対象となった地域は、アフリカ
と太平洋海域であった。

●アフリカでは、1884～85年に開催された（ ⑨ ）以降、急速に
分割が進んだ。太平洋海域では、イギリスが（ ⑩ ）やニュージ
ーランドで先住民を迫

はく
害
がい
しつつ開

かい
拓
たく
を進めた。また、アメリ

カ合
がっ
衆
しゅう
国
こく
は、1898年に（ ⑪ ）を併

へい
合
ごう
した。

中国における利権争い

●日
にっ
清
しん
戦
せん
争
そう
後、列強は利権獲得のために中国に進出した。ロシア

は清から（ ⑫ ）の敷
ふ
設
せつ
権を獲得し、1898年には遼

りょう
東
とう
半
はん
島
とう
南部

に位置する（ ⑬ ）の両都市を租
そ
借
しゃく
した。またドイツも山

さん
東
とう
半

島の（ ⑭ ）を租借した。
●清では、日本の明

めい
治
じ
維
い
新
しん
にならって政治の近代化をはかろうと

する（ ⑮ ）が試みられたが、反対勢力のクーデタにより失敗し
た。

●列強の進出は、人々の排
はい
外
がい
感
かん
情
じょう
を高めた。「（ ⑯ ）」をとなえ

る（ ⑰ ）は、1900年に北
ペ
京
キン
に入り外国公使館を包囲し、清も

これを利用して列強を排除しようとした。
●（⑰）の鎮

ちん
圧
あつ
後、列強は中国への干

かん
渉
しょう
をいっそう強めた。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬ ・

⑭

⑮

⑯

⑰

▶教科書 p.56～57
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3913　帝国主義

地図で確認しよう

独立国
イギリス領
フランス領
ドイツ領
イタリア領
スペイン領
ポルトガル領
ベルギ－領
フランスの進出
イギリスの進出

1000km0

川
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イ
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リベリア エチオピア

0°（赤道）

帝国主義の時代、列強は様々な地域を植民地とした。この過程で
欧米諸国の関係は、どのように変化したのだろうか？

テーマの問い

テーマの問いを考えよう

問１～２をもとにテーマの問いを考えてみよう。

問１　第２次産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

によって、列強が非ヨーロッパ世界への進出を強化したのはなぜだろうか。

問２　世界分割の過程で、列強諸国の関係はどのように再編されていったのだろうか。

アフリカの分割（1914年まで）

問１　 アフリカの分割が急速に進む結果をもたら
した国際会議で、問題とされた地域はどこ
だろうか。つぎから1つ選ぼう。

問２　 アフリカ諸地域に現在の地図でもみられる
ような不自然に直線的な境界線が引かれて
いるのはなぜだろうか。

ア 南アフリカ  イ マダガスカル
ウ エチオピア  エ コンゴ

（① ）部門を発展させるための（② ）や商品の市場を
確保することに加え、欧米諸国が1870年代に深刻な不況となったことで、植民地を
重要な（③ ）とみなすようになったため。

世界分割が進む過程で、20世紀初頭には、イギリス・フランス・ロシアによる
（① ）とドイツ・オーストリア・イタリアによる（② ）
という２つの同盟関係が形成された。
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準
拠
教
材

わたしたちの歴史 日本から世界へ ノート 詳説日本史 ノート

歴史総合資料集 詳説日本史 授業用整理ノート

教科書の内容を短い文章でまとめ、各テーマの基本的な用語を確認
テーマの問いについて順を追って考えていく、わかりやすい構成

自学自習用の書きこみ式ノート、教科書の内容を穴埋め形式で整理
史料の要点をおさえる「史料チェック」や理解と考察を深める「探究コーナー」も配置

「歴史総合」を40のテーマに分け、地図やグラフ・文字資料を中心に厳選した資料で構成
すべての資料に問いを付し、円滑な授業の進行をサポートします

授業用の書きこみ式ノート、様々な授業スタイルに対応するシンプルな構成
左ページでは思考のベースとなる知識を確認、右ページで教科書掲載の問いに取り組みます

B5判／144頁＋解答16頁／4色刷／定価770円（10％税込）／ISBN978-4-634-05808-8 B5判／256頁＋解答20頁／2色刷／定価1,100円（10％税込）／ISBN978-4-634-02231-7

AB判／56頁＋解答24頁／4色刷／定価440円（10％税込）／商品番号05804 B5判／248頁＋解答32頁／2色刷／定価946円（10％税込）／ISBN978-4-634-02232-4

歴総
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日探
705

日探
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日本史探究 補助教材

適宜年表を配置し、
同時代の世界と日本
を比較して確認

地図・グラフ・
文字資料を
バランスよく
構成

「史料チェック」は
教科書掲載史料を
中心にピックアップ

「探究コーナー」では資料
読み取り問題や学習内容を
さらに深める問題を配置

自由に使えるノート欄も

各テーマの基本的な
用語を穴埋め問題で
確認

テーマの問いについて、
順を追って考える構成

文字資料は読み
やすい口語訳

PointPoint

PointPoint

PointPoint

教科書に準拠した
生徒用教材をご紹介

PointPoint

教科書に掲載の問い（Q）や
「読みといてみよう」、章の
まとめに対応した解答欄も
配置

教科書の内容をわかりやすく
まとめ、重要語句は穴埋め形
式で確認

※この教材は、書店店頭での販売は行っておりません ※この教材は、書店店頭での販売は行っておりません
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214 公武合体と尊攘運動❸，幕府の滅亡
詳日　第 11 章 1　p.227〜 228

薩摩藩武
力
倒
幕
派

公
武
合
体
派

西郷
大久保

土佐藩
後藤
山内

幕 府
慶喜

長州藩
高杉
桂

朝 廷

討幕の密勅
（1867）

1866
薩長同盟

仲介

坂本
「船中八策」の提示（1867）

大政奉還の建白
（1867）

大政奉還
の上表
（1867）

中岡

明
治
天
皇

14
代   

徳
川
家
茂

15
代

　
徳
川
慶
喜
よ
し
の
ぶ

い
え
も
ち

孝
明
天
皇

こ
う
め
い

1866
（慶応２）

1867
（慶応３）

1868
（慶応４）

 1
5

6

 7
 8

12
1

 5
 

6

 7
8

 9
10
10-14

11
12

 

1

ちょうしゅう

かいぜいやくしょ

ぶ しゅう しんだつ

薩長連合（同盟）が成立
改税約書に調印，江戸・大坂の打ち
こわし
長州征討（第２次）開始
武州世直し一揆・信達騒動がおこる
将軍家茂，死去
長州征討（第２次）中止
徳川慶喜，将軍に就任。孝明天皇，急死
明治天皇，即位。パリ万国博覧会に遣
欧使節派遣（正使は徳川昭武，２月万
博開会）
兵庫開港の勅許。ヘボン，『和英語林
集成』を刊行
坂本龍馬，「船中八策」を後藤象二郎に
提示　　。�土盟約
中岡慎太郎，陸援隊を組織

「ええじゃないか」の発生
�・長・芸３藩，倒幕を約束
山内豊信，幕府に大政奉還を建白
　  �長に討幕の密勅
慶喜，大政奉還の上表を朝廷に提出
坂本龍馬・中岡慎太郎，暗殺される
兵庫開港，大坂開市。王政復古の大号令
小御所会議      （慶喜に辞官納地を命
ず）
江戸幕府の滅亡
鳥羽・伏見の戦い（戊辰戦争始まる）

3

4
さっちょう

ばんこく

さかもとりょう ま せんちゅうはっさく  ご とうしょうじ ろう

ちょっきょ

さっ  と

なかおかしん た  ろう りくえんたい

げい

やまうちとよしげ

かい し

と   ば　　 ふし み

じ  かんのう ち

ぼ しん

たいせいほうかん けんぱく

みっちょく

じょうひょう

こ   ご しょ

おうせいふっ こ だいごうれい

5

6

7

あきたけ

しゅうせい

わ りんご えい

船
中
八
策

一
、
天
下
ノ
政
権
ヲ
朝
廷
ニ
奉ほ
う

還か
ん

セ
シ
メ
、
政
令
宜よ
ろ

シ

ク
朝
廷
ヨ
リ
出
ヅ
ベ
キ
事
。

一
、
上
下
議ぎ

政せ
い

局き
ょ
く

ヲ
設
ケ
、
議
員
ヲ
置
キ
テ
万
機
ヲ

参
賛
セ
シ
メ
、
万
機
宜
シ
ク
公
議
ニ
決
ス
ベ
キ
事
。

一
、
有
材
ノ
公
卿
・
諸
侯
及
ビ
天
下
ノ
人
材
ヲ
顧
問
ニ

備
ヘ
、
官か
ん

爵し
ゃ
く

ヲ
賜た
ま

ヒ
、
宜
シ
ク
従
来
有
名
無
実
ノ

官
ヲ
除
ク
ベ
キ
事
。

一
、
外
国
ノ
交
際
広
ク
公
議
ヲ
採
リ
、
新
ニ
至
当
ノ
規

約
ヲ
立
ツ
ベ
キ
事
。

一
、
古
来
ノ
律
令
ヲ
折せ
っ

衷ち
ゅ
う

シ
、
新
ニ
無む

窮き
ゅ
う

ノ
大
典
ヲ

撰
定
ス
ベ
キ
事
。

一
、
海
軍
宜
シ
ク
拡
張
ス
ベ
キ
事
。

一
、
御ご

親し
ん

兵ぺ
い

ヲ
置
キ
、
帝て
い

都と

ヲ
守し
ゅ

衛え
い

セ
シ
ム
ベ
キ
事
。

一
、
金
銀
物
貨
、
宜
シ
ク
外
国
ト
平
均
ノ
法
ヲ
設
ク
ベ

キ
事
。

（『
坂
本
龍
馬
関
係
文
書
』）

1867年， 坂本 龍 馬
が起草した国家体制
論。龍馬は長崎か
ら京都に向かう船中
で，後

ご
藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

に示
し，後藤はこれをもと
に前土佐藩主山

やま
内
うち

豊
とよ

信
しげ

に大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

を説い
た。大政奉還を前提
に，議会開設（上下議

政局からなる二院制）・官制刷
さっ

新
しん

・外国交際・
法典制定・海軍拡張・親兵設置・貨幣整備の8
カ条を提唱した。

船中八策解説 

　

第2次長州征討　1865年，幕府は倒幕派が主導権を握った長州藩に対し，長州再征の勅許を得て，翌66
年第2次長州征討をおこなった。しかし，薩摩藩は薩長連合を守って出兵を拒否した。図は，将軍家

いえ
茂
もち
の江戸進

発の様子。幕府軍の旧式装備では新型小銃装備の長州藩には勝てず，家茂の死を機に休戦となった。

　高
たか

杉
すぎ

晋
しん

作
さく
（1839〜67）　長州藩

士。四国艦隊下関砲撃事件後，藩の
主導権を握っていた保守派（俗

ぞく
論
ろん
派）

に対し，長州征討（第1次）後，諸隊
を率いて挙兵。保守派を倒して藩論
を倒幕に転じさせた。また，1863
年に晋作の組織した奇

き
兵
へい

隊
たい
は身分

を問わず編成されたため，隊員の
30％が庶民であった。

小御所会議　王政復古の大号令により，摂関・幕府が廃絶され，維
い
新
しん
政府

の最初の官職となる三
さん

職
しょく
（総

そう
裁
さい

・議
ぎ

定
じょう

・参
さん

与
よ
）が創設された。1867年12月9日，

京都御所内でひらかれた三職による小御所会議では，慶喜の内大臣辞任と領地
の一部返納（辞

じ
官
かん

納
のう

地
ち
）が決定された。

　坂本龍馬
（1835〜67）

幕末の動き1

長州征討（第2次）3

長
ちょう

州
しゅう

藩
は ん

の動き2 薩長連合（同盟）の成立4

坂
さ か

本
も と

龍
りょう

馬
ま

と「船
せ ん

中
ちゅう

八
は っ

策
さ く

」5

　大政奉還　1867年10月，
土佐藩主山

やま
内
うち

豊
とよ

信
しげ
が大政奉

還を建
けん
白
ぱく
。慶

よし
喜
のぶ
は，徳川中心

の雄
ゆう
藩
はん
連合政権を模索し，10

月13日，京都二条城に重臣
を招集して諮

し
問
もん
し，翌日に上

表した。

将軍
徳川慶喜

老中
板倉勝静

若年寄
永井尚志

京都守護職
松平容保

京都所司代
松平定敬

大
た い

政
せ い

奉
ほ う

還
か ん

（1867年）
6

小
こ

御
ご

所
し ょ

会議（1867年）7
明治天皇

議定 松平慶
よし

永
なが

議定
山内豊信

参与 岩倉具
とも

視
み

参与 大久保利
とし

通
みち

総裁 有
あり

栖
す

川
がわの

 宮
みや

熾
たる

仁
ひと

親王

　鯰
なまず

絵
え
　当時，大鯰が地震を引

きおこすため，鹿
か
島
しま
大
だい
明
みょう
神
じん
が要

かなめ
石
いし

で大鯰を押さえているとされ，鹿
島大明神がいない神

かん
無
な
月
づき
（10月）

に地震がおこると信じられた。安
政の大地震の直後，鯰を配した
鯰絵が大量に出版された。

1855（安政2）　年10月2日，江戸でおこった安政の大地震
は多くの武家屋敷や町屋を倒壊・焼失させた。マグニチュー
ド6.9の江戸直下型地震で，死者は7000人以上にのぼり，
水戸の学者藤

ふじ
田
た
東
とう
湖
こ
も圧死した。

安
あん

政
せい

の大地震

p.214 5 の「船中八策」にある「金銀物資，宜シク外国ト平均ノ法ヲ設クベキ事」の背景には，どのようなことがあるのだろうか。

4
第

部

近
代
・
現
代

4
第

部

近
代
・
現
代
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5 6

3 4
2

1

7

青森

箱館

高田

金沢 富山

福井

名古屋

津

桑名

和歌山

会津
白河

乙部

ちんぶ

すんぷ

庄内
酒田

高崎

忍

館林
今市
日光

宇都宮
松代

松本

甲府

大坂

駿府

江戸

京都

7.4
東海道軍・東山道軍
北陸道軍
奥羽総督府軍
蝦夷地征討部隊

山陰道鎮撫使
官軍に出兵したおもな藩

（松前）
福山

秋田

横手本庄
亀田

黒川

長岡

仙台
村上

山形

 
相馬

守山

福島
米沢

二本松村松

泉
平潟

新庄

天童

矢島

 盛岡

弘前
ひろさき

新発田
ばし た

三根山
ねみ やま

八戸
はちのへ

上山
かみのやま

棚倉
たなぐら

三春
みはる

一関
いちのせき

下手渡
しも て ど

平
たいら

湯長谷
ゆながや

官軍の進路

同盟藩
同盟脱落藩
庄内兵最大進出線
会津兵最大進出線

数字　帰順・降伏の月日

奥羽越列藩同盟

上
田

大
垣

小
田
原

彦
根

7.15

8.6

9.24

9.15

9.27

7.21

9.22

7.29
7.26

7.14

6.24
まつしろ

おし

黒羽

よねざわ

おとべ

1

 

 3

4

閏4

5

7

8

9

3

 5

ご   か じょう      せいもん

おう う えつれっぱんどうめい

てんちょうせつ

ながおかじょう

そうぞう せきほうたい

にせかんぐん

うえの しょう ぎたい

きょくがいちゅうりつ

さがら

そく い

いっせいいちげん

ご りょうかく

ぼ しん

ぎょうこう

ご  ぼう

鳥羽・伏見の戦い　。慶喜追討
令。相楽総三の赤報隊の東進　。
列強６カ国，局外中立を宣言
相楽，偽官軍として処刑
五箇条の誓文公布。五榜の掲示
江戸城無血開城
政体書の制定
奥羽越列藩同盟結成
上野戦争（彰義隊壊滅）
江戸を東京と改称
長岡城の戦い終わる
天長節を制定
明治天皇，即位の礼
明治と改元（一世一元の制）
会津の戦い終わる（若松城落城）
東京行幸
五稜郭の戦い（箱館戦争）終わる
（戊辰戦争終結）

1868
（慶応４） 2

1

2

3

4

5

6

7

1868
（明治元）

1869
（明治２）

と　ば ふし み

はこだて

し
げ
と
み

ぎ

　せい
か
ん

だ   

て  

む
ね
な
り

こ 

ま
つ
の
み
や
よ
し
あ
き
ら

ま 

で
の
こ
う 

じ  

ひ
ろ
ふ
さ

た
か
つ
か
さ
す
け
ひ
ろ

た
か
と
う

か
き
ょ
く

じ
ん
ぎ

ぎ
じ
ょ
う

じ
ょ
う
き
ょ
く

だじょうかん

さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

い
わ
く
ら
と
も 

み

た
だ
よ
し

と
し
み
ち

さ
ん
よ

ゆ  

り 

き
み
ま
さ

た
か
よ
し

太政官

刑
法
官（
大
原
重
徳
）

議
政
官

上
局

議
定（
三
条
実
美
・
岩
倉
具
視
・
中
山
忠
能
ら
）

参
与（
大
久
保
利
通
・
木
戸
孝
允
・
由
利
公
正
ら
）

下
局（
大
木
喬
任
）

神
祇
官（
鷹
司
輔
煕
）

会
計
官（
万
里
小
路
博
房
）

軍
務
官（
小
松
宮
嘉
彰
）

外
国
官（
伊
達
宗
城
）

行
政
官

  

三
条
実
美

  

岩
倉
具
視

（

　

 

　）

（
立
法
）

（
行
政
）

（
司
法
）

江戸城無血開城の会談
1868（慶応4）年3月13〜14日　
3

江戸薩摩藩邸でおこなわれた西郷と勝の会
談により，15日に予定の江戸城総攻撃は中止，
4月，無血開城となった。

会
あい

津
づ

の戦い
1868（慶応4）年8〜（明治元）9月
6

会津・庄
しょう
内
ない
藩への追

つい
討
とう
令
れい
に対し，東

北諸藩は奥
おう
羽
う
越
えつ
列
れっ
藩
ぱん
同
どう
盟
めい
を結んで抵

抗。会津藩は白
びゃっ
虎
こ
隊・娘

じょう
子
し
軍も参加

したが，会津若松城は攻め落とされた。
図は白虎隊自

じ
刃
じん
の場面。

赤報隊の東進
1868（慶応4）年1〜3月
2

赤
せき
報
ほう
隊
たい
の相
さがら
楽総

そう
三
ぞう
は年

ねん
貢
ぐ
半減令をかか

げて東山道を進撃したが，偽
にせ
官
かん
軍
ぐん
とさ

れ，諏訪で処刑された。1870年，相楽ら
をいたみ下諏訪に魁

さきがけ
塚
づか
がたてられた。

鳥
と

羽
ば

・伏
ふし

見
み

の戦い
1868（慶応4）年1月
1

慶
よし
喜
のぶ
の辞官納地に憤激した旧幕府の兵が入京し，薩

さっ
長
ちょう

兵と交戦。しかし新政府軍の大砲や新しい銃に苦戦した。

五
ご

稜
りょう

郭
かく

の戦い（箱
はこ

館
だて

戦争）
1869（明治2）年5月
7

旧幕府軍をひきいた
榎
えの
本
もと
武
たけ
揚
あき
らが降伏，

土
ひじ
方
かた
歳
とし
三
ぞう
らは戦死。

五稜郭は開城となり
戊辰戦争が終了。

長
なが

岡
おか

城
じょう

の戦い
1868（慶応4）年5〜7月
5

局外中立を唱えた長岡藩家老河
かわ
井
い

継
つぐ
之
の
助
すけ
は停戦を拒否されたため

戦ったが，７月落城。

上
うえ

野
の

戦争（彰
しょう

義
ぎ

隊
たい

の戦い）
1868（慶応4）年5月
4

旧幕臣は彰義隊を結成して，上野寛
かん
永
えい

寺
じ
に拠り反抗したが，大

おお
村
むら
益
ます
次
じ
郎
ろう
指揮

の総攻撃により１日で壊滅。

会
津
若
松
城

　政体書に基づき，基本
的政治組織（七官制）を規定。アメ
リカの制度を参考に，太政官への
中央集権，三権分立，官吏公（互）選
が骨子。1869年４月，行政官の下に
民
みん　ぶ　かん
部官を設置し八官制となる。同

年7月，二官六省制へ移行。

解説

　東京行幸　1868年7月，江戸を東京と改称，翌年3月には天皇が東京に移り，
東京遷

せん
都
と
となった（東京行幸）。図は，橋のかかっていない多

た
摩
ま
川に，舟橋を浮かべ

てわたった時の様子。

　五稜郭

　 魁
さきがけ

塚
づか
（相
さがら

楽塚
づか

）

　五榜の高
こう

札
さつ

　五
ご
箇
か
条
じょう
の誓

せい
文
もん
を発布した

翌日に掲げた五種の高札で，人民の心得
を示した。写真の第３札では旧幕府の方
針を継承して，キリスト教の禁止などが定
められた。

錦
にしきの

御
み

旗
はた

（錦
きん

旗
き

）� �
天皇が「朝

ちょう
敵
てき
」の征討を

命じる際，軍事的指揮権
を委任する意味で，下

か
賜
し

された旗。「日
ひ
之
の
御旗」と

「月
つき
之
の
御旗」の二つ1組。

勝海舟（義邦）西郷隆盛

新政府の発足1 戊
ぼ

辰
し ん

戦争2

政体書による新政府組織図
（1868年閏４月，→p.217　　 ）

3

明治天皇の東京行
ぎょう

幸
こ う

4 五
ご

榜
ぼ う

の掲示5

5

国内と海外での金銀比価の違いから金貨が大量流出したため（p.211 3 ），交換レートの統一化を主張した。 22　　第Ⅰ部　原始・古代

� 1 次の各文が正しければ○印を、誤っていれば×印を、解答欄に記せ。
Ａ　摂関時代の貴族社会では、子は父方の手で養育されるなど、父方の縁が重く考えられていた。
Ｂ　政務は太政官で公によって審議され、その結果は院宣などの文書で命令・伝達された。
Ｃ　摂関政治のもとでも、天皇が太政官を通じて官吏を指揮し、全国を支配するかたちがとられた。
Ｄ　陽成天皇の時代には、『延喜格』『延喜式』という法典や『古今和歌集』の編纂がおこなわれた。
Ｅ　外交・財政などの重要な問題については、陣定という会議で公各自の意見が求められた。
Ｆ　中・下級貴族は摂関家に取り入って、経済的に有利な郡司となることを求めた。
Ｇ　関白は天皇が幼少の時にその政務を代行し、摂政は成人した天皇を補佐した。
Ｈ　摂政・関白は藤原氏の「氏長者」を兼ね、人事の全体を掌握して絶大な権力を握った。

� 2 下図は天皇家と藤原氏の関係略系図である。右下の説明文を参考にして、 ア ～ オ には藤原
氏の名を、 ａ ～ ｅ には天皇の名を記せ。また説明文の空欄〔①～⑩〕に適する語句を記せ。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

（3点×8＝24点）�

◎ 藤原氏北家の勢力は、 ア が嵯峨天皇の厚い信任を得てから
急速に強まった。

◎ イ は、₈₅₈年に外孫の ａ 天皇を幼少で即位させると、
みずからは摂政になって天皇の政務を代行した。

◎ イ は₈₄₂年の〔 ① 〕で伴健岑や三筆の１人である〔 ② 〕ら
を退け、さらに₈₆₆年の〔 ③ 〕では大納言〔 ④ 〕や紀豊城らを
没落させた。

◎ ₈₈₄年、 ｂ 天皇は即位にあたって、 イ のあとを継いだ
ウ をはじめて関白とした。

◎ ₈₈₈年におきた〔 ⑤ 〕では、 ウ が ｃ 天皇が即位に当た
って出した勅書に抗議してこれを撤回させ、関白の政治的地位
を確立した。

◎ ウ の死後、藤原氏を〔 ⑥ 〕としない ｃ 天皇は摂政・関
白をおかず、文人貴族の〔 ⑦ 〕を重く用いたが、続く ｄ 天
皇の時、 エ は策謀を用いて〔 ⑦ 〕を政界から追放した。

◎ ₁₀世紀前半の ｄ ・ ｅ 天皇の時代には、摂政・関白がおかれずに親政がおこなわれ、のちに
「〔 ⑧ 〕」とたたえられるようになった。しかし親政の合間には、 オ が摂政・関白をつとめた。

◎ ₉₆₉年、左大臣〔 ⑨ 〕が左遷される〔 ⑩ 〕がおこると、藤原氏北家の勢力は不動のものとなり、その後
は摂政・関白がおかれるのが慣例となった。

ア イ ウ エ オ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

（2点×20=40点）

摂関政治 教 p.62〜65
月 日 得 点10

第Ⅰ部　原始・古代

23

� 3 次の史料文を読んで、下記の設問に答えよ。
　（寛

かん

仁
にん

二年十月）十六日 乙
きのと

巳
み

、今日、ⓐ女
にょう

御
ご

藤原威
い

子
し

を以
もっ

て皇后に立つるの日なり。……ⓑ太
たい

閤
こう

ⓒ下
げ

官
かん

を招き呼びて云
いわ

く、「和歌を読まむと欲す。必ず和
わ

すべし。」者
てえり

。答へて云く、「何
いずくん

ぞ和し奉
たてまつ

らざらむや。」又
云ふ、「誇りたる歌になむ有る。但

ただ

し宿
しゅく

構
こう

に非
あら

ず。」者。「此
こ

の世をば我が世とぞ思ふ望
もち

月
づき

のかけたること
も無しと思へば」。
問１　下線部ⓐについて、何天皇の皇后となったのか。
問２　下線部ⓑは誰のことか。
問３　下線部ⓑの人物と激しく権力の座を争った甥は誰か。
問４　下線部ⓑの息子で約₅₀年にわたって摂政・関白をつとめたのは誰か。
問５　下線部ⓒが書いた出典となる日記を記せ。

� 4 ₁₀～₁₁世紀の東アジアに関する地図をみて、下記の設問に答えよ。
問１　Ａ～Ｃの国名を記せ。
問�２　Ａの商人はＤに頻繁に来航した。Ｄの都市名
を記せ。
問�３　日本がＡの商人を通じて輸入したものを、次
から２つ選び記号で答えよ。
　ア．金　　　イ．銅　　ウ．綿布　　エ．書籍
　オ．真珠　　カ．陶磁器
問�４　日本がＡの商人を通じて輸出したものを、問
３の語群から２つ選び記号で答えよ。
問�５　日本から巡礼のためにＡに渡って文物をもた
らした僧侶を２人記せ。
問�６　Ａ～Ｃについて述べた次の各文の正誤を判断
し、○×の記号を解答欄に記せ。

　ア　Ａと日本とのあいだには正式な国交はなかった。
　イ　Ｂは日本と親交のあった渤海を滅ぼした。
　ウ　Ｃと日本とのあいだには正式な国交が開かれた。

問１ 問２ 問３ 問４ 問５

（2点×5＝10点）

問１Ａ Ｂ Ｃ 問２ 問３ 問４

問５ 問６ア イ ウ

（2点×13＝26点）�
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□□ 1		 後嵯峨法皇の死後、皇室は皇位の継承や天皇家領荘園の相続などをめぐって分裂した。
そのうち後深草上皇の系統を何というか。

□□ 2		 1に対して、亀山天皇の系統を何というか。
□□ 3		 幕府による調停の結果、 2つの系統が交代で皇位につく方式がとられるようになった。
この方式を何というか。

□□ 4		 執権北条高時のもとで、内管領として幕府の実権を握っていた人物は誰か。
□□ 5		 後醍醐天皇の討幕計画は 2度とも失敗した。 1度目の討幕計画を何というか。
□□ 6		 5が勃発したのは西暦何年か。
□□ 7		 また、 2度目の討幕計画を何というか。
□□ 8		 鎌倉幕府が滅亡したのは西暦何年か。
□□ 9		 8の年に鎌倉を攻め落とした武将は誰か。
□□ 10	 同じく六波羅探題を攻め落とした武将は誰か。
□□ 11		 建武の新政において、重要政務を担当した機関は何か。
□□ 12	 同じく、所領関係の裁判を担当した機関は何か。
□□ 13	 高時の子時行が、鎌倉幕府の再興を目指しておこした反乱を何というか。
□□ 14	 13が勃発したのは西暦何年か。
□□ 15	 京都を制圧した10によって、1336年に擁立された天皇は誰か。
□□ 16	 1336年に、10が発表した政治方針を何というか。
□□ 17	 10が征夷大将軍に任じられ、新しく幕府を開いたのは西暦何年か。
□□ 18	 1350～52年にかけて、北朝方の内部で激しい対立・抗争が続いた。それは何か。
□□ 19	 後醍醐天皇に仕えた南朝方の政治・軍事の中心的存在であり、『神皇正統記』や『職原抄』

などを著したのは誰か。
□□20	 この頃、武家社会で一般的になった所領の相続方法を何というか。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14 15

16 17 18

19 20
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〔 〕
〔 〕

〔 〕
〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕
〔 〕
〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

□□❶	 後醍醐天皇の系統は何か。
□□❷	 後醍醐天皇による 2度目の討幕計画がなされたのは西暦

何年か。
□□❸	 ❷の年に、幕府に推されて即位した天皇は誰か。
□□❹	 赤坂城や千早城で幕府軍と戦い、建武の新政実現にも貢

献した河内の豪族は誰か。
□□❺	 年号を建武と改め、後醍醐天皇による親政が始まったの

は西暦何年か。
□□❻	 建武新政府の職制のうち、関東地方を管轄する機関を何

というか。
□□❼	 また、東北地方を管轄する機関を何というか。
□□❽	 南北朝の対立は西暦何年から始まったか。
□□❾	『建武年間記』には、建武の新政下の混乱ぶりを風刺した

88句からなる長詩がある。鴨川の河原に貼り出されたとい
われるこの長詩は何と呼ばれるか。

□□❿	 初代将軍の弟で、兄とともに幕府の創設につくしたのは
誰か。

□□⓫	 初代将軍の執事として幕政に参加し権勢をふるったが、
のちに❿と対立するようになった人物は誰か。

□□⓬	 この頃、武家社会では遠方に住む一族との血縁的結合よ
りも、近隣に住む武士どうしのつながりが重視されるよう
になった。このつながりを何というか。

〔　〕に適語を記入して活用しましょう。らくらくコーナー

1324年〔　　　　　　　　〕＝一
1
味
3
に
2
知
4
られて大失敗

1331年〔　　　　　　　　〕＝一
1
味
3
が再
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蛮貿易■海禁■　下海通藩の禁の略。中国の明・
清
しん

両朝の政策で、人民の海外渡航を禁止
するとともに、貿易を、中国を宗

そう

主
しゅ

国
こく

と
する国々との朝貢貿易に限った。

解答 銀の交易と鉄砲伝来▶❶石
いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

　
❷生

き

糸
いと

　❸海
かい

禁
きん

政策
解答 ❹大

だい

航
こう

海
かい

時代　⑤ゴア　⑥種
たねが

子島
しま

　
❼鉄砲　⑧種子島時尭
キリスト教と南蛮貿易▶①イエズス会　
❷フランシスコ =ザビエル　❸キリスト
教　❹キリシタン大名　❺南

なん

蛮
ばん

人
じん

　❻南

近世への転換
戦国大

だい

名
みょう

が列島各地に割拠していた16世紀半ば、日本では銀

が大増産され、また海上航路でアジア交易に参入してきたヨ

ーロッパ人によって鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教が伝えられた。国際的な交易の活性化や外

来の技術・思想にどのように対応するかが、為政者たちに問われる時代となった。

以後、有力な大名による領
りょう

国
こく

の統合が急速に進み、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

によ

って全国が 1つの政権のもとに統合された。素
す

性
じょう

の定かでない身分に生まれて

関
かん

白
ぱく

にまでなった秀吉は、この間の激しい社会の変動を象徴している。

　秀吉は家
か

臣
しん

・大名を編成する過程で、新しい方法による検
けん

地
ち

や石
こく

高
だか

による知
ち

行
ぎょう

制
せい

を採用し、武士・家臣と百姓・町人とを区別して、村と町を基盤とする新

しい支配の仕組みを築き上げた。それと同時に中国への侵攻を掲げて朝鮮侵略を

強行し、明
みん

を中心とする東アジアの国際秩序を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄炮伝来
1530年代以降、山陰の代表的銀山である❶ 　 　

　 などで、朝鮮から伝わった灰
はい

吹
ふき

法
ほう

という新し

い精
せい

錬
れん

技術が導入され、銀が大幅に増産された。中国の明は16世紀になると税の

銀納化を進めていたので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対価として
中国産の❷ 　 などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発になった。

しかし、明は民間の貿易を認めない❸ 　 　 　 を続けていたため、そ

の取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人（後期倭寇）が活躍し

た。

　一方、ヨーロッパの南西の端に位置するポルトガルは、15世紀になるとアフリ

織豊政権1

カへの探検を進め、インド・東南アジアの特産品である香辛料を求めて、15世紀

末にはインドへの航路を開拓した。スペインはアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教皇が率いるカトリック教会も海外への布教を

積極的に後押しした。こうしてヨーロッパを中心に世界の諸地域が広く交流する

❹ 　 　 　 　 という時代が始まった。

　ポルトガルは1510年にインド西部の⑤ 　 を攻略し、翌年にはマラッカ

（現、マレーシア）も占領し、1540年代になると九州各地に漂着もしくは来航する

ようになった。1543（天
てん

文
ぶん

12）年、中国人密貿易商人の有力者王
おう

直
ちょく

の船に乗った

ポルトガル人が大
おお

隅
すみ

の⑥ 　 　 に漂着し、❼ 　 をもたらした。島

主の⑧ 　 　 　 　 は家臣にその使用法と製造法を学ばせ、⑦ 　

製造の技術は和
いず み

泉の堺
さかい

や近
おう み

江の国
くに

友
とも

など各地に広まった。戦国大名のあい

だに⑦ 　 は急速に普及し、足
あし

軽
がる

隊の編成など軍隊・戦術のあり方や城の

構造にも変化をもたらした。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、① 　 　 　 　 （耶蘇会）

の 宣
せん

教
きょう

師
し

❷ 　 　 　 　 　 = 　

　 　 が、やはり中国人商人の船で鹿児島に来航し、❸ 　 　 　

　 を伝えた。彼は山口や豊
ぶん

後
ご

府
ふ

内
ない

（大分市）などで布教し、以後、つぎつ

ぎに宣教師が来日して、多くの信者を獲得した。とくに九州の大名の中には貿易

の利益を得る目的もあってキリスト教に帰依する者（❹ 　 　 　 　 　

　 という）が現れ、家臣や領民の改宗・入信を進めたが、それが家臣団の

内部対立や大名相互の戦いのきっかけにもなった。

　明
みん

は1560年代末には海
かい

禁
きん

を緩和して中国人商人の東南アジア渡航を許可したが、

日本への渡航は認めなかった。そのため中国南部のマカオに進出していたポルト

ガル人が中国・日本間の貿易に乗り出し、長崎などへ入港するようになった。当

時の日本の人々は、ポルトガル人や少し遅れて来航したスペイン人を「❺ 　

　 」と呼んだので、この貿易を❻ 　 　 　 という。やはり生
き

糸
いと

・絹織物などの中国物産と日本の銀とが交易された。こうしてアジアの経済交

世界やアジアの経済・交易が活発になる中、16世紀末には日本列島の権力を１つに統合し
た天

てん

下
か

人
びと

が出現した。そのもとで武士・百姓・町人のあり方も大きく変化し、日本列島は
近世という新しい時代を迎える。国内外のどのような動きによって、どのような時代に入
っていったのだろうか。
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1　西ヨーロッパの封建社会とその展開　　87

	 2	十字軍とその影響 

⑴十字軍の背景…西ヨーロッパ封
ほう

建
けん

社会の安定と成長
ⓐ（　13　）制の普及、犂

すき

・水車の改良など農業技術の進歩
→この時期は気候も温暖で、人口が飛躍的に増大

ⓑ西ヨーロッパの拡大…�修道院を中心とする（　14　）運動、オランダの干拓、
（　15　）川以東への東方植民、（　16　）半島の国土
回復運動、巡礼の流行

　　　　　　　　　　→最大規模のものが十字軍
ⓒ十字軍提唱…イェルサレムを支配するセルジューク朝が（　17　）に進出

→�ビザンツ皇帝の救援要請
→教皇（　18　）が（　19　）会議を招集し、聖地回復の聖戦提唱（1095）

⑵十字軍の経過

⑶十字軍の影響…中世の西ヨーロッパ世界の転換点となる
ⓐ宗教面…失敗により教皇権がゆらぎ、宗教的情熱が冷める
ⓑ政治面…諸

しょ

侯
こう

や（　26　）が没落←→遠征を指揮した国王の権威が高まる
ⓒ経済面…都市・交通の発達→地中海で（　27　）貿易が発達

十字軍はその後の西ヨーロッパにどのような影響を与えたのだろうか。

ロンドン

第3回

第1回

第4回

第6回

第7回

リヨン
ジェノヴァ

ウィーン

ローマ
セルジューク朝
　（1038～1194）

黒　海

ビザンツ帝国

アイユーブ朝（1169～1250）

ムラービト朝（1056～1147）
ムワッヒド朝（1130～1269）

地

中
海

大　西　洋

ラテン帝国の領域

イスラーム勢力の
地域

十字軍の遠征路
第1回（1096～99）
第3回（1189～92）
第4回（1202～04）
第6回（1248～54）
第7回（1270）

アラゴン

リスボン

ドイツ騎士団領

神聖ローマ帝国

マルセイユ
ポ
ル
ト
ガ
ル

カ
ス
テ
ィ
リ
ャ

ファーティマ朝（909～1171）

レコンキスタ
ドイツの東方植民

ルベ
川

エ

（　c　）

（　 f　）

（　b　）

（　a　）

（　d　）

（　e　）

回 年　代 結　果
１ 1096～99 聖地を回復→（　20　）王国を建設
２ 1147～49 イスラームが勢力を回復したことに対して結成
３ 1189～92 独帝・仏王・英王が参加→�アイユーブ朝の（　21　）と交戦、

聖地奪回は成功せず
12世紀―ドイツ騎士団などの（　22　）が結成され、巡礼者の保護などで活躍
４ 1202～04 教皇（　23　）が提唱、（　24　）商人の要求でコンスタンテ

ィノープル攻略→（　25　）帝国（1204～61）建国
５ 1228～29 独帝の交渉で聖地を一時回復
６ 1248～54 仏王がエジプトを攻撃→失敗
７ 1270　　 仏王がチュニスを攻撃→失敗
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	 1	教会の権威 

⑴ローマ＝カトリック教会…西ヨーロッパ世界全体に普遍的権威をおよぼす
⑵（　1　）組織…聖職者の序列を定めるピラミッド型の組織
⑶教会・聖職者の世俗化
ⓐ大司教・修道院長…荘

しょう

園
えん

をもつ大領主
ⓑ�教会…�農民から（　4　）税を徴収、教

会法にもとづく裁判権をもつ
ⓒ�皇帝・国王などの世俗権力が俗人を聖
職者に任命→（　5　）などの弊害

⑷教会の改革運動
ⓐ（　6　）修道院…�フランス中東部、10

世紀以降に改革運動
ⓑ教皇（　7　）…聖職売買や聖職者の妻帯を禁じ、聖職叙

じょ

任
にん

権
けん

の奪回をめざす
（　8　）闘争…ドイツ国王（のち神聖ローマ皇帝）（　9　）と対立
（　10　）の屈辱（1077）…改革を無視する国王を破門→（　9　）が謝罪

⑸教皇の指導権確立
ⓐ（　11　）協約（1122）…教皇と皇帝が妥協し、叙任権闘争が終結
ⓑ教皇権の絶頂…13世紀、（　12　）の時代

図  カノッサの屈辱
Ｑ▶ なぜハインリヒ４世は謝罪せねばならなかった

のだろうか。

Ａ▶

中世の西ヨーロッパでは、なぜローマ＝カトリック教会が普遍的な権威をふるっ
たのだろうか。

教皇庁

　　　  区

司教区

教 区

修道院長

教皇

司 教

・

（  3  ）

（  2  ） （  2  ）

 117～136頁ヨーロッパ世界の変容と展開第	7	 章

西ヨーロッパの封建社会とその展開1  117～122頁

十字軍をきっかけにして、西ヨーロッパにはどのような変化が生まれたのだろうか。
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132　　第15章　恐慌と第二次世界大戦

恐慌と第二次世界大戦
第 15 章

1　恐慌の時代⑴ ○教 　p.228〜229

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

ａ 　1920年に戦
せん

後
ご

恐
きょう

慌
こう

、1923年には（　 ① 　）がおこって、日本経済は
大きな打撃をうけ慢性的な不

ふ

況
きょう

が続いていた。
ｂ 　1927年、議会での片

かた

岡
おか

直
なお

温
はる

大蔵大臣の失言をきっかけに、銀行に預金
者が殺

さっ

到
とう

する取
とり

付
つ

け騒
さわ

ぎがおこり、多くの銀行が休業に追いこまれる事
態となった。これを（　 ② 　）という。

ｃ 　この混乱のなかで憲
けん

政
せい

会
かい

の（　 ③ 　）内閣は倒れた。背景には、この
内閣の外交姿勢を軟弱と批判する勢力による倒閣運動があった。

ｄ 　あとをついだ（　 ④ 　）会の（　 ⑤ 　）内閣は、高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

大蔵大臣の
もとで、 3週間の（　 ⑥ 　）（支払猶予令）を発した。その間に日本銀行
からの非常貸

かし

出
だし

をおこなって、（ ② ）はしずまった。
ｅ 　（ ② ）で多くの中小銀行が倒れ、三

みつ

井
い

・三
みつ

菱
びし

・住
すみ

友
とも

・安
やす

田
だ

・第
だい

一
いち

の ₅
大銀行が支配的な地位を占めるようになった。大銀行を中心とする大財

ざい

閥
ばつ

は、経済界を支配するとともに、政治への発言権を増していった。

ａ 　1926年12月、大正天皇が亡くなり、昭和天皇が即位して、昭和と改元
された。

ｂ 　田中義一内閣のもとで、1928年、最初の男性普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

が実施された。
このとき、（　 ⑦ 　）党が公然と活動を始めたので、（　 ⑧ 　）事件と
よばれる共

きょう

産
さん

党
とう

員の大
だい

検
けん

挙
きょ

をおこなうとともに、治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

を改正し
て、最高刑を死刑・無期懲

ちょう

役
えき

とした。
ｃ 　田中義一内閣は、中国に対しては、それまでの協調外交にかわる積極
外交を展開した。1926年 7 月、孫

そん

文
ぶん

のあとをついだ（　 ⑨ 　）が、国民
革
かく

命
めい

軍をひきいて北
ほっ

方
ぽう

軍
ぐん

閥
ばつ

を倒す（　 ⑩ 　）を開始していた。
ｄ 　田中義一内閣は、東

とう

方
ほう

会議を開き、満
まん

洲
しゅう

における日本の権
けん

益
えき

を実力
で守る方針を決めた。そして、日本人居

きょ

留
りゅう

民
みん

保護を名
めい

目
もく

として、 3次
にわたる（　 ⑪ 　）をおこなった。

ｅ 　日本は、（ ⑨ ）と対立していた満洲軍閥の（　 ⑫ 　）を支援して、そ
れまでの満洲における権益をまもろうとした。しかし（ ⑫ ）が国民革命
軍に敗北すると、（　 ⑬ 　）の一部は満洲を直接支配しようとして、張
の乗った列車を奉

ほう

天
てん

郊外で爆破した。これを（　 ⑭ 　）事件という。
ｆ 　当時、この事件の真相は国民には知らされず、（　 ⑮ 　）事件とよば
れた。田中義一首相は、この問題の処理をめぐって昭和天皇の不

ふ

興
きょう

を
かい、退陣した。

金融恐慌

内外政策の転換

1　恐慌の時代⑴　　133

北伐と日本
次の図をみて、軍閥の位置や北

ほく

伐
ばつ

の進
路が、日本にどのような影響をあたえ
たか、①〜③にふれながら説明してみ
よう。

① 北伐を始めた 蔣
しょう

介
かい

石
せき

の進路は、ど
こへ向かっているのだろうか。

② 中国における日本の権益はどの地域
にあるのだろうか。

③ 軍閥の 張
ちょう

作
さく

霖
りん

の位置は、日本にと
ってどのような意味があるのだろう
か。

張作霖爆殺事件
1928.6

北伐開始
1926.7

国民革命軍の北伐路
軍閥の敗退路
北伐に参加した指導者
北伐に反抗した指導者
日本軍の山東出兵
（1927～28年）

閻錫山

蔣介石

呉佩孚

孫伝芳

張宗昌

張作霖

馮玉祥

長
江

黄

河
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ハンチョウ
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▲北伐とその後の中国
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第2章 中央ユーラシアと東アジア世界

		 中央ユーラシアの風土
　❶　中央ユーラシア（内陸アジア）……乾燥地帯・大陸性気候（寒暖差大きい）
　　ⓐ　北半：広大な草原（黒海北岸〜モンゴル高原）……遊牧民の活動　
　　ⓑ　南半：砂漠地帯（オアシスの点在）……オアシス定住民の活動
		 遊牧民の社会と国家
　❶　遊牧民……遊牧・狩猟（草原地帯を季節的に移動）
　　ⓐ　家畜（羊・ヤギ・馬・牛・ラクダなど）の飼育……食料：乳製品・肉類、衣服：毛皮中心
　　ⓑ　住居……ゲル（パオ、フェルト製の移動式天幕）
　❷　（　　　　　　　　 ）の登場（前 ９〜前 ８世紀）……世界史に大きな影響
　　ⓐ　騎馬技術（青銅製の馬具・武器使用） → 機動性にすぐれた軍事力 → 定住農耕地帯への侵入
　　ⓑ　遊牧国家の形成……部族集団の連合により成立　　統率力をもつ強力な君主の出現
　　ⓒ　東西交易や文化交流に貢献……「（　　　　 ）の道」を利用
		 スキタイと匈奴
　❶　遊牧国家の出現
　　ⓐ　（　　　　　　　）（前 ７世紀頃）……最初の遊牧国家　　黒海北岸の草原地帯を支配
　　ⓑ　中央ユーラシア東部の遊牧国家（前 ３世紀以降） ← スキタイの影響
　　　　　　月氏（タリム盆地東部）・（　　　　 ）（モンゴル高原）
　❷　匈奴の台頭……単

ぜん

于
う

のもとに遊牧国家形成
　　ⓐ　［　　　　　　　 ］の出現（位前20９〜前174）
　　　　　　月氏を甘粛から駆逐（→大月氏） → 中央アジアのオアシス地帯支配
　　　　　　漢の高祖を破る → のち武帝の反撃（匈奴を北方に撃退）
　　ⓑ　匈奴の東西分裂（前 1世紀半） → 南北分裂（後 1世紀半） → 北匈奴、西方へ移動
　❸　ユーラシア東西の大変動（後 ３世紀以降）
　　ⓐ　東部……（　　　　　）などの「五胡」、華北に進出 → 政権樹立（五胡十六国）
　　ⓑ　西部……（　　　　　）人の西進・圧迫 → ゲルマン人の大移動
		 オアシス民の社会と経済
　❶　オアシス都市の発達
　　ⓐ　乾燥した砂漠・草原地帯 → オアシスの利用〈カナート（カレーズ）〉 → 定住生活
　　ⓑ　独立した生活・経済圏……都市部と周辺農村部（集約的な灌

かん

漑
がい

農業）からなる
　❷　手工業生産・隊商交易の拠点として繁栄……「（　　　　　　）の道」
　　ⓐ　東部……（　　　　 ）盆地周縁部　　敦

とん

煌
こう

・クチャ（亀
き

茲
じ

）・ホータン（于
う

闐
てん

）

　　ⓑ　西部……（　　　　　　　　）　　ブハラ・サマルカンド
　❸　遊牧国家とオアシス都市……敵対的（略奪・支配）   互恵的（交易・隊商路の安全保障）
　❹　遊牧国家（匈奴など）と周辺帝国（漢など）の抗争……オアシス都市（東西交易の利）支配をめぐる
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EXERCISE
　�　　中央ユーラシアの自然に関して、地図
中のⓐ〜ⓙの名称を答えよ。

　ⓐ　（　　　　　　　　　　　　　　）高原
　ⓑ　（　　　　　　　　　　　　　　）湖
　ⓒ　（　　　　　　　　　　　　　　）山脈
　ⓓ　（　　　　　　　　　　　　　　）山脈
　ⓔ　（　　　　　　　　　　　　　　）盆地
　ⓕ　（　　　　　　　　　　　　　　）砂漠
　⃝g　（　　　　　　　　　　　　　　）高原
　ⓗ　（　　　　　　　　　　　　　　）川
　ⓘ　（　　　　　　　　　　　　　　）川
　ⓙ　（　　　　　　　　　　　　　　）海

設問

 　　 中央ユーラシアの草原地帯　　　 オアシスの点在する地域

ゴビ砂漠

高原

盆地
砂漠

アラル海

イラン高原

カラコルム山脈

黒海

ヒンドゥークシュ山脈

クンルン（崑崙）山

山脈

脈

ｆ

山脈
ヒ

ヤラマ

ヴォ
ルガ

川

カフカス山脈

海
黄黄
河河

長
江

ヤ
ブ
ロ
ノイ

山
脈

大
興
安
嶺

バルハシ湖
アルタイ山脈

川

川

パミール

ｇ

高原

山
脈

湖  湖  
ｃ

ｂ

i
j

h
ｄ
ｅ

ａ
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⑴楽市の「楽」は、規制からの解放を意味する。楽市令
は、市の閉鎖性や特権的な販売座席である市座を廃し、

商品取引の拡大円滑化をはかった政策。市は、世俗の権力や
関係から解放された場とされた。⑵安土城は１576年、信長が
近江の琵琶湖畔に築いた最初の近世的城郭である。信長が滅
ぼした六角氏の観音寺城など、付近の城跡から資材を運び築
城した。⑸下線部は、「徳政令が出されても、安土城下町の
町人の債権は破棄されない」という内容のもので、たとえば、
特定の人物に対して金銭を貸している商工業者などが、借金
の帳消しを認めさせられるような状況はないということであ
る。⑹Ａ：ルイス＝フロイスはポルトガル人で、京都で信長
に謁見し、秀吉とも親しく、キリシタンの地歩を固めた。著
書に初期日本キリスト教会史ともいえる『日本史』がある。
Ｂ：関所の廃止は、関銭免除の特権をもたない新興商人に便
宜をはかるものであり、これも信長の商人に対する優遇政策
の一つであった。Ｃ：中世に対外貿易の拠点として繁栄した
堺は、36人の会合衆と呼ばれる有力商人が市政を運営した自
治都市であった。信長は堺に軍資金の要求を突きつけ、１569
年に武力によって屈伏させ、ここを直轄した。なお、自治都
市として１2人の年行司と呼ばれる豪商の合議によって市政が
運営されていた博多、町衆の中から選ばれた月行事によって
自治的に町が運営されていた京都もおさえておきたい。Ｄ：
信長は尾張国守護代織田氏の一族で、父の没後、尾張を統一
した。
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②柴田勝家は織田信長の最有力家臣で、１573年に朝倉
氏滅亡後、越前北

きたの

庄
しょう

（現、福井市）に拠って北陸を経
営していた。信長の死後、その三男信孝と結び、羽柴秀吉と
対立。１5８3年の賤ケ岳の戦いに敗れ、北庄で自殺した。③大
坂城は１5８3年に石山本願寺の旧地に秀吉が築城。難攻不落の
名城といわれたが、１6１5年に大坂の陣で落城。徳川氏が再築
したが、幕末に焼亡した。現在の天守閣は１93１年に復興した
もの。④小牧・長久手の戦いは、１5８4年に徳川家康が信長の
次男信雄を助け秀吉に対抗し、尾張の小牧・長久手で戦った
もの。互いにその実力を認め、講和した。⑥秀吉は関白の地
位をめぐる摂家間の争いに介入し、関白についた。摂家以外
の者が関白になるのは前代未聞であった。⑦後陽成天皇は
１5８6〜１6１１年在位し、秀吉に豊臣姓を与え、太政大臣に任じ、
家康・秀忠を征夷大将軍に任命した。⑧秀吉が大内裏跡に造
営した城郭風の邸宅。１5８８年、後陽成天皇の行幸を仰ぎ、こ
こで家康以下諸大名に秀吉への忠誠を誓わせた。⑨戦国・江

3 ⑴楽市令　　⑵ⅰ）安土　　ⅱ）う　　ⅲ）ア　　
⑶座　　⑷徳政　　⑸ウ　　⑹Ａ○　　Ｂ○　　

Ｃ堺　　Ｄ尾張

1 ①明智光秀　　②柴田勝家　　③大坂城　　④小
牧・長久手　　⑤徳川家康　　⑥関白　　⑦後陽

成　　⑧聚楽第　　⑨蔵入地　　⑩生野　　⑪太閤検地
⑫石高　　⑬国替（転封）　　⑭人掃令　　⑴Ａウ　　�
Ｂイ　　Ｃオ　　⑵天皇の権威を利用しつつ諸大名を服
属させ、彼らを朝廷の官位につけることで秩序を形成し
た。　　⑶天正大判　　⑷ア　　⑸Ｘ一揆　　Ｙ耕作に
専念させる　　⑹ア

戸時代の領主の直轄領をいう。豊臣氏の場合、40カ国にわた
り220万石をこえる直轄領を有していたが、そのほとんどが
近畿地方に集中していた。⑫検地の際には田畑や屋敷地に等
級をつけ、そこから段あたりの生産力を算定した。これを石
盛（斗代）といい、これに面積を乗じた数字がその土地の石高
となる。⑴Ａ：九州平定を目指していた島津義久より圧迫を
受けていた大友・伊東氏らは秀吉に助けを求め、この要請に
応じて秀吉は大軍を派遣した。１587年に島津義久は降伏し、
秀吉は九州を支配下においた。Ｂ：四国の長宗我部氏と九州
の島津氏を平定した秀吉は、関東を支配する北条氏直に降伏
を勧めたが応じず、１590年、大軍で小田原城を包囲し、 ３カ
月後氏直を降伏させた。Ｃ：奥州をほぼ平定していた伊達政
宗は、秀吉の小田原攻めに参陣して服属。秀吉は伊達氏の所
領を安堵するとともに、小田原攻めに参陣しなかった大名の
領地を没収して諸将に与え、奥州を平定した。⑷ア：秀吉は
地主などが小作料をとる権利を認めず、中間搾取を排除した。
イ：これを一地一作人という。エ：村全体の責任で、年貢・
諸役を納入する制度。⑸刀狩は１5８８年、秀吉が諸国の農民か
ら京都方広寺の大仏造立を口実に武器を没収した政策。百姓
が刀・弓・槍・鉄砲などの武器をもつことを禁じた。刀狩令
にはその理由として、第 １条に一揆防止という支配者側の理
念を示し、第 2条で没収した武器は大仏建立の釘などに用い
ること、第 3条では百姓は農耕に専念するのが平和で幸せで
あることを説いている。

⑴ⅰ）バテレン追放令は１5８7年、秀吉が九州平定後に
発令されたもの。キリシタンを邪法とし、宣教師（バ

テレン＝伴天連）の２0日以内の国外退去を命じた。ⅱ）ア：サ
ン＝フェリペ号は、１596年に土佐浦戸に漂着したスペイン船。
秀吉は五奉行の一人増田長盛を派遣して調査し、積荷を没収、
船は修繕して乗組員ともマニラに帰した。この際、船員がス
ペインは布教活動を利用して領土を広げていると証言した
（サン＝フェリペ号事件）。事件ののち、秀吉はスペイン系の
宣教師や信徒あわせて26人を捕らえて長崎で処刑した（２６聖
人殉教）。ウ：肥前大村の領主で、キリシタン大名の一人で
ある大村純忠は、１580年に長崎を教会に寄進していた。これ
を知った秀吉が警戒を深め、宣教師の国外退去を命じるバテ
レン追放令が出されることとなった。ⅲ）スペインやポルト
ガルの貿易は布教と一体化していたが、秀吉は１5８7年に海賊
取締令を出して海上交通の安全を確保したり、生糸を優先的
に買い上げたりするなど、貿易に積極的であったため、宣教
師の追放は徹底することができなかった。⑵Ａ：文禄の役
（１592〜93）で秀吉は１5万余りの軍を朝鮮に送り、みずからは
肥前の名護屋で指揮した。初め平壌まで進み、漢城（ソウル）
を陥落させ、朝鮮全域に侵攻したが、朝鮮義兵の抵抗や明将
李如松の来援で戦局は膠着。１593年の碧

へい

蹄
てい

館
かん

（漢城北方）の戦
いを機に停戦、現地の司令官は明との講和をはかった。Ｂ：
文禄の役の日明和平交渉は、明の副使の策などで秀吉の意図
と大きく異なったため、１597年に秀吉は再び朝鮮に軍勢を送

2 ⑴ⅰ）バテレン追放令　　ⅱ）ウ　　ⅲ）秀吉は貿
易には積極的であったが、ポルトガル人らの貿易

は布教と一体化していたため。　　⑵Ａ文禄の役（壬辰
倭乱）　　Ｂ慶長の役（丁酉再乱）　　⑶Ｘ地名―名護屋
場所―ｄ　　Ｙ地名―漢城　　場所―ｂ　　⑷李舜臣�
⑸ア・イ・エ・カ　　⑹Ⅱ・Ⅲ・Ⅰ
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　　次の文を読み（ ① ）〜（ ⑭ ）に適語を入れ、あとの設問に答えよ。
　1582年、羽柴秀吉は山崎の戦いで（ ① ）を破り、翌年には信長の最有力家臣だった（ ② ）を賤ヶ岳の
戦いで破った。158３年には石山の本願寺の跡地に（ ③ ）を築き始めた。158４年の（ ④ ）の戦いでは、織
田信雄・（ ⑤ ）と尾張などで戦ったが、信雄と講和して臣従させた。1585年には（ ⑥ ）に就任し、翌年
には新たに即位した（ ⑦ ）天皇から豊臣の姓を与えられ太政大臣にもなった。1587年には、秀吉の停戦
命令に従わなかった（ Ａ ）氏を降伏させ、九州を支配下においた。その後、秀吉は本拠を（ ③ ）から京
都の（ ⑧ ）に移し、（ ⑦ ）天皇をまねいて諸大名に政権への忠誠を誓わせた。関東では小田原の（ Ｂ ）
氏が秀吉の裁定に違反したとして、15９0年に諸大名を動員して攻め滅ぼした。続けて（ Ｃ ）氏ら奥羽の
大名を服属させた。まもなく奥羽でおきた一揆・反乱を鎮圧し、⒜全国の大名を 1つの政権のもとに統
合した。豊臣政権は（ ⑨ ）と呼ばれる多くの直轄地や、⒝佐渡の金山、但馬（ ⑩ ）銀山などの鉱山も経
済基盤とし、さらに重要都市も直轄して豪商の経済力を統制下においた。
　⒞秀吉は新たに獲得した領地に、（ ⑪ ）と呼ばれる一連の土地制度改革を実施した。この政策では、
統一基準により田畑・屋敷地の面積・等級を調査し、土地ごとの生産力に応じて（ ⑫ ）を定め、作人を
記載した検地帳を作成させて村に交付した。大名にも（ ⑫ ）で知行を与え、豊臣政権も近畿地方を中心
に直轄地を確保した。また、豊臣政権は1585年に支配下で広く大名の拠点を入れ替える（ ⑬ ）を断行し、
翌年には武士とその従者である奉公人、そして百姓のあり方を定めた。⒟1588年には刀狩令が出され、
さらに15９1年には大陸侵攻に向けて全国の（ ⑫ ）を調査し、大名らを戦争に動員する軍役の基準として
掌握した。翌年にも朝鮮へ従軍した奉公人らの逃亡を摘発する（ ⑭ ）が出され、⒠こうした政策によっ
て兵農分離が定まっていった。
　　⑴　（ Ａ ）〜（ Ｃ ）に当てはまる大名家として正しいものを、次のア〜オからそれぞれ選べ。
　　　ア　上杉　　イ　北条　　ウ　島津　　エ　大友　　オ　伊達
　　⑵　下線部⒜について、豊臣政権の特色を、「天皇」「朝廷の官位」という言葉を用いて説明せよ。
　　⑶　下線部⒝に関連して、1588年に鋳造された大型の貨幣の名称を答えよ。
　　⑷　下線部⒞について述べた文として誤っているものを、次のア〜エから一つ選べ。
　　　ア　地主などが小作料をとる権利を認めた。
　　　イ　土地の所有は年貢を負担する百姓 1人とされた。
　　　ウ　枡は京枡を基準として採用した。
　　　エ　年貢などを一括納入する村請制が導入された。
　　⑸�　下線部⒟についてまとめた次の文（ Ｘ ）には適当な語句を、（ Ｙ ）には説明文を、それぞれ答

えよ。
　　　

　　⑹�　下線部⒠に関して述べた次の文Ⅰ・Ⅱについて、その正誤の組合せとして正しいものを、下の
ア〜エから一つ選べ。

　　　Ⅰ　武家奉公人が町人・百姓となること、百姓が商人・職人になることは禁じられた。
　　　Ⅱ　武家奉公人・町人・百姓の身分別の人口が把握されることで、諸身分が確定していった。
　　　ア　Ⅰ＝正・Ⅱ＝正　　イ　Ⅰ＝正・Ⅱ＝誤　　ウ　Ⅰ＝誤・Ⅱ＝正　　エ　Ⅰ＝誤・Ⅱ＝誤

1

設問

　刀狩令は、百姓から刀・脇差などの武具を取り上げるように命じたもので、（ Ｘ ）を防止し、
百姓を正業である（ Ｙ ）意図を示した。

25 織豊政権②・桃山文化�
（教 p.142〜149）   点

25　織豊政権②・桃山文化　　75

　　次の史料と地図をみて、あとの設問に答えよ。

　　⑴　史料に関する次の問いに答えよ。
　　　ⅰ） この史料は豊臣秀吉によって1587年に出されたものである。この命令の名称を答えよ。
　　　ⅱ） この命令が発令されることとなった契機として正しいものを、次のア〜エから一つ選べ。
　　　　ア�　スペイン船サン＝フェリペ号の船員が、スペインは布教活動を利用して領土拡大をしてい

ると証言したこと。
　　　　イ　日本周辺において、倭寇などの海賊行為が激しくなったこと。
　　　　ウ　キリシタン大名の大村純忠が、長崎をイエズス会に寄付していたこと。
　　　　エ　ポルトガルがマラッカを占領し、九州各地へ頻繁に来航するようになったこと。
　　　ⅲ�） この命令が出されたにもかかわらず、宣教師の追放が徹底されなかった理由を、史料の内容

にも触れながら説明せよ。
　　⑵　地図中の（Ａ）・（Ｂ）に当てはまる戦いの名称を、それぞれ答えよ。
　　⑶　次の文Ｘ・Ｙに適する地名を答え、その場所を地図中のａ〜ｄからそれぞれ選べ。
　　　Ｘ　秀吉が、朝鮮への出兵の根拠地として城を築いた場所。
　　　Ｙ　朝鮮への一回目の侵攻で、日本勢が陥落させた朝鮮の首都。
　　⑷　朝鮮水軍を率いて、日本勢に大きな打撃を与えた人物を答えよ。
　　⑸�　秀吉の死去により、朝鮮からの軍勢は撤退することとなったが、この時の五大老・五奉行とし

て適当な人物を、次のア〜カからすべて選べ。
　　　ア　浅野長政　　イ　石田三成　　ウ　織田信雄　　エ　徳川家康　　オ　小西行長
　　　カ　毛利輝元

① ② ③

④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑵

� ⑴は各 1点、⑵は ３点、他は各 2点、計４４点

⑶ ⑷ ⑸Ｘ Ｙ ⑹

⑬ ⑭ ⑴Ａ Ｂ Ｃ

2

　　定
一�　日本ハ神国たる処

ところ
、きりしたん国より邪

じゃ
法
ほう
を授け候儀、 太

はなはだ
以
もっ
て

然
しか
るべからず候事。

一�　其
その
国郡の者を近付け門

もん
徒
と
になし、神社仏

ぶっ
閣
かく
を打破るの由

よし
、前代未聞

に候。
一�　伴

バ
天
テ
連
レン
、其

その
知恵の法を以て、心ざし次第に檀

だん
那
な
を持ち候と思

おぼし
召さ

れ候ヘハ、右の如
ごと
く日域の仏法を相破る事曲

くせ
事
ごと
に候条、伴天連の儀、

日本の地ニハおかせられ間
ま
敷
じく
候間、今日より廿

(二十)
日の間ニ用意 仕

つかまつ
り

帰国すべく候。
一�　黒船の儀ハ商売の事に候間、各別に候の条、年月を経

へ
、諸事売買い

たすべき事。
　　　天正十五年六月十九日� （松浦文書）
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設問

準
拠
教
材

世界史探究 補助教材

日本史総合テスト 詳説世界史 ノート

高校日本史ノート 詳説世界史 授業用整理ノート

入試問題にも対応できるよう編集したテスト形式の問題集
教科書を読み込みながら繰り返し取り組みます

自学自習用の書きこみ式ノート、大学受験を想定し様々な要素で構成
穴埋め形式で知識を確認するほか、豊富な図版や史資料も盛り込み学力を定着させます

教科書本文に沿って歴史の流れと基本的な事項を習得できます
左ページは重要語句の穴埋め、右ページは教科書の「読みとき」や資料の問いに取り組みます

授業用の書きこみ式ノート、様々な授業スタイルに対応できるシンプルな構成
左ページで知識を確認、右ページの「EXERCISE」で学習内容を確認

B5版／192頁＋解答64頁／2色刷／定価1,100円（10％税込）／ISBN978-4-634-02243-0 B5判／264頁＋解答24頁／2色刷／定価1,100円（税込）／ISBN978-4-634-04121-9

B5判／160頁＋解答16頁／2色刷／定価825円（10％税込）／ISBN978-4-634-02233-1 B5判／272頁＋解答24頁／2色刷／定価946円（10％税込）／ISBN978-4-634-04122-6

日探
705

世探
704

日探
706

世探
704

Check欄に重要
語 句 を 記 入 し、
基礎用語の定着
をはかります

自由に使える
ノート欄

左ページで習得した知識を
もとに資料を用いた問いに
取り組む

用語の穴埋めから正誤判定まで、入試を
意識した様々な問題を収録しました

充実した解説を掲載した別冊「解答・
解説」は、自学自習にも最適です

教科書本文の地図や図版、
史資料を豊富に盛り込み
読みときや論述のポイン
トにもなる「問い」を配置

教科書本文をわかり
やすく整理し、図解
も取り入れています

左ページでは教科書
の内容をわかりやす
くまとめています

右ページは自由に書きこめる
ノート欄と学習内容を確認する

「EXERCISE」で構成

PointPoint

PointPoint

PointPoint

PointPoint

教科書に準拠した
生徒用教材をご紹介

※この教材は、書店店頭での販売は行っておりません
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38 39南アジアの古代文明

第
Ⅰ
部

第
1
章

詳説世界史 p.28-30

南
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア

前6 世紀

南
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア

前2600頃～ インダス文明
都市遺跡： モエンジョ =ダーロ、 

ハラッパー
インダス文字（未解読）使用

前1500頃　 アーリヤ人、パンジャーブ地方進入
前1200頃　『リグ =ヴェーダ』成立
前1000頃　 アーリヤ人、ガンジス流域に進入

　ヴァルナ（種姓）の形成
　ヴェーダ文献の成立
　バラモン教の成立

ヴ
ェ
ー
ダ

本
集

リグ =ヴェーダ（神々の賛
さん

歌
か

・最古の歌集）

サーマ =ヴェーダ（古典音楽の基本・詠
えい

歌
か

集）
ヤジュル =ヴェーダ（祭式で唱えられる詞・散文）

アタルヴァ =ヴェーダ（儀式での呪
じゅ

術
じゅつ

・最古の医学書）

ブラーフマナ（祭式の手順など）、 
ウパニシャッド（奥

おう

義
ぎ

）など

副
本
アーユル =ヴェーダ（医学・生命）

ガンダルヴァ =ヴェーダ（音楽・音階）など

世界の古代文明
エーゲ海 オリエント 南アジア 中国 中南米

文
明
発
祥
の

お
お
よ
そ
の
時
期

前5000年頃～ 仰韶文化（黄河）前3000年頃～ シュメール人の 
都市国家 前3300年頃～ 良渚文化（長江）

前2700年頃～ エジプト古王国 前2600年頃～ インダス文明 前2500年頃～ 竜山文化（黄河）
前2000年頃～ クレタ文明 前2000年紀～ アッシリア王国 前2000年頃～ 三星堆文化（長江） 前1200年頃～ オルメカ文明（メキシコ）
前1260年頃～ ミケーネ文明 前1894年頃～ バビロン第一王朝 前1000年頃～ チャビン文化（アンデス）

前10世紀頃～ マヤ文化（ユカタン半島）
後14世紀頃～ アステカ文明（メキシコ）
後15世紀頃～ インカ帝国（アンデス）

各
地
域
の
風
土
と
農
業 ●  夏乾燥・冬少雨

●  土壌はやせた石灰岩質で、
山がちなため大平野にめ
ぐまれず、果樹栽培や牧
畜が営まれる

●  乾燥・高温
●  砂漠や草原が多く、羊や
ラクダの遊牧生活に加え、
大河の流域で定期的な増
水を利用して、灌漑農業
が営まれる

●  季節風の影響により雨季
と乾季が明確

●  雨を利用した稲、乾季には
麦が栽培され、馬や羊の
飼育もともにおこなわれる

●  黄河流域は比較的降水量
が少なく畑作が中心となる

●  長江流域は季節風の影響
により湿潤で、稲作がおこ
なわれる

●  雨水を利用して丘陵・山岳
に都市が築かれ、トウモロコ
シやジャガイモが主食として
生産される

●  馬などの大型家畜が存在し
ない

鉄
器
の
使
用

ミケーネ文明崩壊（前1200年
頃）後の暗黒時代に鉄器の使
用が始まる

インド =ヨーロッパ語族のヒッ
タイト（前17世紀半ば頃～）に
より、鉄器の使用が始まる

アーリヤ人がガンジス川流
域へ移動し（前1000年頃）鉄
器の使用が始まる

春秋時代（前770年～）に鉄
器の使用が始まる

鉄器は使用されなかった
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Mギリシアのオリーヴ畑 M灌漑を利用したティグリ
ス川流域の農業地帯

Mインド西岸（ゴア）の稲作
地帯

M黄河下流域（河南省）の
小麦畑

Mペルーのトウモロコシ畑

南アジアの気候と地形は、どのような文明を生み出したのだろうか。？

2  南アジアの風土と人々 4  アーリヤ人の進入と社会制度

3  インダス文明の形成

Nインダス文字と踊り子　押
おう

印
いん

用の印
章には聖獣や神像がデザインされてい
る。文字は未解読。モエンジョ=ダー
ロ出土の青銅製「踊り子」像は、先住
民の容

よう

貌
ぼう

とされる。（デリー国立博物館蔵）

Pカイバル峠　中央アジアと南アジアを結ぶ標高1000mほど
の峠で、手前がパキスタン側、奥がアフガニスタン方面。前
4 世紀後半のアレクサンドロス大王、後10世紀後半のガズ
ナ朝のマフムード、16世紀前半のバーブルなどは、ここを通っ
てインドにはいった。また 5 世紀初めの法

ほっ

顕
けん

、 7 世紀前半の
玄
げん

奘
じょう

もここを通っている。

Oモエンジョ=ダーロ　「死者の丘」と
いう意味の名称で呼ばれるが、本来の
都市名はインダス文字が未解読で不明
である。上下水道や沐

もく

浴
よく

場
じょう

、道路など
整然と計画されている。地下水位の上
昇にともなう塩害にさらされている。

解説  「ヴェーダ」とは知識の意味で、前1000頃～前500年頃に編
へん

纂
さん

されたバラモン教の聖典。中心となっているのは「サンヒター」（本
集）の 4 つで、狭

きょう

義
ぎ

にはこれらを「ヴェーダ」というが、祭官や学
派によって分類化され、現存する文献だけで膨大な量になる。な
かでも『リグ =ヴェーダ』にはイラン・インド共通の古い神話が収
録されており、言語的にもゾロアスター教の「アヴェスター語」と
共通するところが多い。メコン川
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解説  ヴァルナ（「色」を意味する）は『リグ =ヴェーダ』に由
来し、アーリヤ人が先住民を差別化したことをもとにする。ド
ラヴィダ人で従属した人々をシュードラに位置づけたが、のち
にヴァイシャとともに大衆化され、逆に不可触民（自称ダリト）
への差別が強化された。ジャーティ（出自、帰属集団）は職業
と結びつき、ヴァルナとともに複雑で多様なカーストを構成
してきた。➡p.61

職業の独占・
内婚制・共食

隷属民：被征服民、農牧業従事
平民：商業、農牧・製造業従事

王族・戦士：政治・軍事従事

司祭者：神聖視される

不可触民（ダリット）の職業集団

職業集団

アシュート
（不可触民、ダリット）

シュードラ

ヴァイシャ

クシャトリヤ

バラモン
ヴ
ァ
ル
ナ（
種
姓
制
度
）

ジ
ャ
ー
テ
ィ

地縁・血縁集団

ふ　か しょくみん けが

れいぞくみん

ヴァルナに属さない人々、
汚れとされる職に従事

1  古代文明の成立

Mインドラ　白い巨象に乗り天空を往
来して雷をあやつる神。（西インド、バー
ジャー石窟）

Q  同類の印章がメソポタミアでも
多く発見されているが、このことは
何を示しているのだろうか。

解説  熱帯モンスーン気候では
冬季に弱い乾季となるが、ムン
バイ（旧ボンベイ）では降水量が
極端に少なく、気候区分ではサ
バナ気候となる。夏季に南西の
風、冬季に北東の風が吹き、古
くから海上交易で栄えた。

2・1 南アジアの風土 4・1 ヴェーダの成立 4・2 カースト制度

3・1 インダス文明とアーリヤ人の進入

P綿
めん

花
か

の収穫（デカン高
原）と稲作（カルナータカ
州）　インドの綿花栽培
はデカン地方と西北部地
方が主力である。稲作は
耕作、種

たね

籾
もみ

の散
さん

播
ば

、除
じょ

草
そう

、
脱
だっ

穀
こく

など多様な場面で牛
に依存する伝統農法が
残っている。

北回帰線

南西モンスーン
赤道

北回帰線

赤道

0
月降水量

北東モンスーン

1月 7月

100 200 300 400mm

解説  冬に北東風。夏に吹く南西風は大量の雨をもたらす。

2・2 南アジアのモンスーン
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第
1
章

文
明
の
成
立
と
古
代
文
明
の
特
質
（2）

❶　神権政治

❷　アムル人

❸　カッシート人

❹　ミタンニ王国

❺　粘土板

❻　クフ王

❼　テーベ

❽　ミイラ

❾　シャンポリオン

❿　測地術

ⓐ　〔　　　　　　〕
ⓑ　〔　　　　　　〕
ⓒ　〔　　　　　　〕
ⓓ　〔　　　　　　〕
ⓔ　〔　　　　　　〕
ⓕ　〔　　　　　　〕
ⓖ　〔　　　　　　〕
ⓗ　〔　　　　　　〕
ⓘ　〔　　　　　　〕
ⓙ　〔　　　　　　〕

⑩
③
⑤
①
⑥
④
⑦
⑧
②
⑨

シドン

次の地図中のⓐ～ⓙの都市の名称を、下記の語群から選べ。

① イェルサレム　　② ウル　　③ ダマスクス　　④ テーベ　　
⑤ ティルス　　　　⑥ テル = エル = アマルナ　　 ⑦ ニネヴェ　　
⑧ バビロン　　　　⑨ ペルセポリス　　　　　　 ⑩ ボアズキョイ（ハットゥシャ）

［
語
群
］

□ 	❶ オリエント社会に出現した、宗教の権威によって統治する
強力な政治を何というか。

□ 	❷ 前 19 世紀初めにバビロン第 1 王朝を建設した、セム語系
民族を何というか。

□ 	❸ ザグロス山脈方面から南メソポタミアに侵入して、バビロ
ン第 1 王朝滅亡後のバビロニアを支配した民族を何というか。

□ 	❹ 前 2 千年紀後半、北メソポタミアに成立し、西方のシリア
に領土を広げ、のちヒッタイトに服属した国家は何か。

□ 	❺ シュメール人が創始した楔形文字は、どのような書写材料
に刻まれたか。

□ 	❻ ギザの 3 大ピラミッドのなかで最大のものは、古王国第 4
王朝の何という王によって建造されたものか。

□ 	❼ エジプトの中王国・新王国時代における政治の中心地はど
こか。

□ 	❽ 霊魂不滅の思想から、古代エジプトでは死体を長く原形保
存したが、これを何というか。

□ 	❾ ロゼッタ = ストーンをもとに神聖文字を解読したフランス
人は誰か。

□ 	❿ ナイル川氾濫後の土地復元のために発達した技術で、幾何
学の起源とされるものを何というか。
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第 1章 文明の成立と古代文明の特質（2）
 オリエントの風土と人々～エジプトの統一国家2 p.20-24教教

1 2ⓐ ⓑ

3 4ⓐ ⓑ

5 6 7ⓐ

ⓑ 8 9

10 11 12

13 14 15

16 17 18

19 20

□ 1  メソポタミア下流域に、もっとも早く都市国家を形成した民族を何というか。
□ 2  ⓐⓑ上記 1 の都市国家のうち、代表的なものを 2 つあげよ。
□ 3  上記 1 を征服し、メソポタミア最初の統一国家をつくったセム語系民族を何というか。
□ 4  ⓐバビロン第 1王朝の第 6 代の王で、全メソポタミアを支配したのは誰か。
　　　ⓑこの王が定めた法典の原則を答えよ。
□ 5  アナトリアのボアズキョイを拠点として活動し、早くから鉄器を使用していたインド =

ヨーロッパ語系の民族を何というか。
□ 6  上記 1 の民族が創始した象

しょう

形
け い

文字を何というか。
□ 7  ⓐ上記 1 の時代に始まり、バビロニアで確立した暦を何というか。
  ⓑ同じく、角度・時間の単位となり、度

ど

量
りょう

衡
こ う

の基準となった記数法を何というか。
□ 8  古代ギリシアの歴史家ヘロドトスが残した、古代エジプト文明の特徴を示す名言を記せ。
□ 9  ｢大きな家」という意味をもつ、古代エジプトの専制君主のことを何というか。
□ 10 エジプト古王国時代の政治の中心地はどこか。
□ 11  古王国時代につくられた代表的建造物で、王の絶大な権力を象徴するものは何か。
□ 12 中王国時代の末期に、馬と戦車の優位でシリア方面から流入した遊牧民を何というか。
□ 13 エジプト人の宗教は多神教であったが、その中心となった太陽神を何というか。
□ 14 テーベの守護神アメンなどの従来の神々の崇拝を禁止して、アテンの一神教を強制し、

アクエンアテンとみずから改名した第 18 王朝の王は誰か。
□ 15 上記 14 の王は、都を中部エジプトのどこに定めたか。
□ 16 古代エジプト人の死後の世界の案内書で、その来

ら い

世
せ

観を知るのに貴重な絵文書を何とい
うか。

□ 17 古代エジプト人が使用した象形文字で、碑文や墓室・石棺に刻まれたものを何というか。
□ 18 上記 17 の解読のきっかけとなった、ナポレオンのエジプト遠征中にナイル川デルタで

発見された遺物を何というか。
□ 19 古代エジプトで紙として使用された、カヤツリ草の一種を何というか。
□20 ナイル川の定期的氾

は ん

濫
ら ん

をもとにして、古代エジプト人が作成した暦を何というか。

シュメール人 ウル ウルク（順不同）

アッカド人 ハンムラビ王 復讐法

ヒッタイト人 楔形文字 太陰暦

六十進法 「エジプトはナイルのたまもの」 ファラオ

メンフィス ピラミッド ヒクソス

ラー アメンヘテプ 4世 テル =エル =アマルナ

「死者の書」 神聖文字（ヒエログリフ） ロゼッタ =ストーン

パピルス 太陽暦
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♳　次の文の〔　　〕に適する語句を入れ、問に答えなさい。
　₁₉₂₉年₁₀月、ウォール街

がい

のニューヨーク株
かぶ

式
しき

市
し

場
じょう

で〔　　〕1 したことから、アメリカ合衆国は空
くう

前
ぜん

の恐慌
におちいった。工業生産の急落や企業の倒

とう

産
さん

、商業・貿易の不
ふ

振
しん

が広がり、金
きん

融
ゆう

機関の閉
へい

鎖
さ

・倒産があい
ついで、労働者の ₄人に ₁人が〔　　〕2 した。世界経済・金融の中心であるアメリカでおこった恐慌は世界
恐慌に発展し、とくにヨーロッパでは、アメリカ資本が支えていた〔　　〕3 経済の悪化でさらに深

しん

刻
こく

化
か

した。
世界恐慌がおこった当初、アメリカ合衆国では、市場になるべく介

かい

入
にゅう

すべきでないという〔　　〕4 主義の考
えが強く、政府は十分な対応をとれなかった。₁₉₃₁年には共和党出身の〔　　〕5 大統領が、賠

ばい

償
しょう

・戦
せん

債
さい

支払
いの ₁年間停止（〔　〕5 ＝モラトリアム）を宣言したが、回復への効果はなかった。しかし、₁₉₃₂年の選挙で
当選した民主党の〔　　〕6 大統領は、積極的な市場への介入を打ち出して、〔　　〕7 （新

しん

規
き

まき直し）と呼ばれ
る経済政策を実行した。〔　〕6 政権は、銀行の救

きゅう

済
さい

をはかるとともに、金の流出を防ぐために〔　　〕8 から離
り

脱
だつ

した。また、〔　　〕9 （AAA）で農産物の価格を引き上げて農民の生活を安定させ、〔　　〕10 （NIRA）では
工業製品の価格協

きょう

定
てい

を公認し、産業の復
ふっ

興
こう

をうながした。さらに〔　　〕11 （TVA）に代表される公共事業に
よって、〔　〕2 者を減らそうとした。他方、₁₉₃₅年の〔　　〕12 によって労働者の団結権と団体交

こう

渉
しょう

権
けん

を認め、
労働組合の結成をうながした結果、₃₈年に〔　　〕13 （CIO）が成立した。これらの政策による経済復興の効果
は限られていたが、〔　〕6 は強力なリーダーシップを発

はっ

揮
き

して国民の不安を和らげ、民主主義を堅
けん

持
じ

した。
　イギリスでは、緊

きん

縮
しゅく

財政を提案し、労働党から除名されたマクドナルドが、保守党などの協力を得て
〔　　〕14 内閣を改めてつくり、財政削

さく

減
げん

を実
じっ

施
し

し、〔　〕8 から離脱した。さらに、₁₉₃₂年の〔　　〕15 会議では、
イギリス連

れん

邦
ぽう

内の関
かん

税
ぜい

を下げ、連邦外の国には高関税を課す〔　　〕16 が形成された。これは、自国通
つう

貨
か

を軸
じく

にして植
しょく

民
みん

地
ち

と経済圏
けん

をつくり、他国の商品を排
はい

除
じょ

する〔　　〕17 経済の先がけとなった。フランスも自国の
植民地を囲い込んでフラン＝〔　〕17 を築き、経済の安定をはかった。アメリカ合衆国の〔　〕6 政権は、〔　　〕18

への内政干
かん

渉
しょう

をひかえるとともに、ラテンアメリカ諸国を〔　　〕19 経済圏に組み入れ、さらに₁₉₃₄年には
〔　〕18 のプラット条

じょう

項
こう

も廃
はい

止
し

した。これは「〔　　〕20 外交」と呼ばれた。
問 ₁ 　アメリカが空前の恐慌におちいった背

はい

景
けい

を述べた文として誤っているものを①～④から一つ選び、
記号で答えなさい。
　①計画経済の失敗により財政が困

こん

窮
きゅう

していた。　②過
か

剰
じょう

生産により商品供給の過
か

多
た

が生じていた。
　③株や債

さい

権
けん

などの投
とう

機
き

ブームが過熱していた。　④世界的な農業不況により農民の購
こう

買
ばい

力
りょく

が落ちていた。
問 ₂ 　①〔　　〕20 外交のほか、アメリカの外交には②宣

せん

教
きょう

師
し

外交　③ドル外交　④棍
こん

棒
ぼう

外交の呼称がある。
₄ つの外交政策を時代の古いものから順に①～④の記号で正しく並べなさい。

1 2 3 4 5

6 7 8 9

10 11 12 13

14 15 16 17

18 19 20 問 ₁＊

問 ₂＊ � （3点×20＝60点、問1・問2は3点×2＝6点）
→ → →

世界恐
きょう

慌
こう

とヴェルサイユ体制の破
は

壊
かい

１
� 　 p.300〜303

Ａ Ｂ＊ 計

� /80点 � /20点 � /100点教60
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♴　次の文の〔　　〕に適する語句を入れ、問に答えなさい。
　アメリカ合衆国についで恐慌の被

ひ

害
がい

が大きかったドイツでは、₁₉₃₀年の選挙でヴァイマル共和国の議会
政治を攻

こう

撃
げき

する　　　（国民社会主義ドイツ労働者党）と共産党が伸
しん

張
ちょう

した。　　は、第一次世界大戦後に
〔　　〕2 を指導者として発展した政党で、イタリアのファシズムなどに学び、ユダヤ人排

はい

斥
せき

を掲
かか

げる人種差
別主義、ヴェルサイユ条約の破

は

棄
き

、民族共同体の建設による国民生活の安定をとなえた。₁₉₃₂年の選挙で
〔　〕1 は第一党になり、翌₁₉₃₃年 ₁ 月、〔　〕2 は〔　　〕3 大統領によって首相に任

にん

命
めい

された。新政府は〔　　〕4 事
件を利用して共産党を弾

だん

圧
あつ

し、国会も圧
あっ

倒
とう

的
てき

多数で〔　　〕5 を成立させ、政府に立法権をゆだねた。数カ月
のうちに、〔　〕1 以外の政党や労働組合は解散させられ、一

いっ

党
とう

独
どく

裁
さい

が実現した。教育や文化を含む社会の全
領域がきびしく統制されて、政治的反対派は秘密警察（ゲシュタポ）や親

しん

衛
えい

隊
たい

（SS）によって強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に
送られ、ユダヤ人も激しい暴力や差別にさらされた。₁₉₃₄年、〔　〕3 が死去すると、〔　〕2 は大統領の権限も
あわせもつ〔　　〕6 （フューラー）を名乗り、独裁者となった。ナチス ＝ ドイツは、〔　　〕7 などソ連の社会主
義から学んだ四

し

カ年
ねん

計画によって軍
ぐん

需
じゅ

工業を拡
かく

張
ちょう

し、〔　　〕8 （自動車専用道路）建設などの大
だい

規
き

模
ぼ

な公共事
業で失業者を急速に減らした。また、イタリアのファシズムにならって団体旅行などのレクリエーション
を組織したほか、福

ふく

祉
し

事業の整備やラジオ放送など大
たい

衆
しゅう

娯
ご

楽
らく

の拡
かく

充
じゅう

につとめた。一般のドイツ国民は、こ
れらの政策を歓

かん

迎
げい

した。
　ソ連は〔　〕7 を採用し、 A 、世界恐慌の打

だ

撃
げき

をさほど受けず、工業化に邁
まい

進
しん

した。ソ連の工業化は量
を重視したため、その製品の質は低かったが、世界恐慌に苦しむ資本主義諸国に強い印象を与えた。市場
経済は予測不可能で不安定なため、〔　〕7 を取り入れるべきとする考え方は、ナチス ＝ ドイツ、アメリカ合
衆国のローズヴェルト政権、日本などで受け入れられた。₁₉₃₆年にソ連は、信教の自由や〔　　〕9 など、民
主的な内容を盛り込んだ〔　　〕10 憲法とよばれた新憲法を制定した。しかし、〔　〕10 崇

すう

拝
はい

のもと、住民は低
てい

水
すい

準
じゅん

の生活環境に苦しみ、政治的自由もなかった。さらに、ドイツや日
本のスパイと疑われた無実の市民が大量に逮

たい

捕
ほ

され、銃
じゅう

殺
さつ

されるか、
収容所での強制労働に従事させられた。
問 ₁ 　ソ連が世界恐慌から受けた打撃が相

そう

対
たい

的
てき

に小さかった理由とし
て、空欄 A に当てはまる文を₂₀字程度で書きなさい。

問 ₂ 　右のグラフは、〔　　〕1 の国会議席数と得票率の推移を示したも
のである。このグラフから読み取れることを述べた文として適切な
ものを①～④のうちから一つ選んで記号で答えなさい。

　①〔　　〕1 は世界恐慌の前年に ₂ 番目に多い議席を獲
かく

得
とく

している。
　②〔　　〕1 が初めて国会議席数で第一党となったのは₁₉₃₃年である。
　③ 〔　　〕1 が₁₉₃₂年 ₇ 月の選挙で獲得した議席は過半数に達していな

い。
　④〔　　〕1 が警

けい

戒
かい

したのは急
きゅう

伸
しん

してきたドイツ人民党であった。

〔　　〕1 〔　〕1

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

問 ₁ ＊

問 ₂ ＊ � （2点×10＝20点、問1・問2は7点×2＝14点）
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174 第 12 章　産業革命と環大西洋革命

解答 近世ヨーロッパ経済の動向▶①世界の一体化　❷東西の地域差　③農場領主　❹拡大　⑤銀　
❻17世紀の危機　❼消費　❽農業革命

1
産業革命
Q▶  産業革命期のイギリスは、世界経済とどのように結びついていたのだろうか。

近世ヨーロッパ経済の動向 Q▶  近世ヨーロッパ経済の動向に、海外貿易はどのような影響をおよ
ぼしたのだろうか。

　ヨーロッパは近世に「① 　 　 　 　 　 」を進めたが、その内部でも
大きな経済的変化がおこっていた。その第一が、❷ 　 　 　 　 　 の拡
大である。商業革命で台

たい

頭
とう

したオランダなどの大西洋岸諸国は、プロイセン・ポー
ランド・ロシアなどのバルト海沿岸地域から穀

こく

物
もつ

を輸入するようになった。その結
果、これらの地域では領主が大農場を経営して輸出向け穀物を生産する③ 　 　

　 制が広まり、農
のう

奴
ど

制も強化された［一方、西ヨーロッパの国々では農奴制は廃止さ
れており、領主は農地を自由身分の農民に貸して収入を得ていた］。
　第二に、近世のヨーロッパ経済は❹ 　

と停
てい

滞
たい

を繰り返した。16世紀は、14
世紀の黒

こく

死
し

病
びょう

（ペスト）の打撃からの復興期であり、人口が増加した。これにアメリ
カ大陸からの⑤ の流入による物価上昇［16世紀の急激な価格上昇は「価格革命」と呼ば
れることもある］が加わり、生産全般が刺激された。しかし17世紀に入ると、天候不
順で凶

きょう

作
さく

が続くとともに疫
えき

病
びょう

が流行し、人口増加率は鈍化した。銀の流入も減って、
経済は低調になった（「❻ 　 　 　 　 　 」）。18世紀には再び全般的な好
況へと転じ、人口増加と価格上昇を受けて農業・商業・工業が活発化した。
　第三が、経済の活性化による❼ 　

の増大である。ヨーロッパ人の海洋進出
以降、様々な異国の産品が到来するようになって、ヨーロッパは、都市の王

おう

侯
こう

・貴
族やブルジョワを中心に高い消費需

じゅ

要
よう

をもつ社会へとかわった。これが顕
けん

著
ちょ

だった
のがオランダ・イギリス・フランスであり、とくにイギリスは、18世紀に❽ 　

　 　
［⑧ 　 　 　 を推進したのが、「囲

かこ

い込
こ

み」と呼ばれる土地制度改革であり、

近世の「世界の一体化」の一環として成立した大西洋世界では、18世紀半ば以降、経済的に
は産業革命、政治的にはアメリカ独立革命・フランス革命がおこった。

産業革命と環大西洋革命

Q▶  産業革命や環大西洋革命はどのように展開し、またおたがいにどのような関係にあったのだろうか。

第12章
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1．産業革命　　175

解答 ⑨都市
イギリス産業革命と資本主義▶①インド　②七年　❸三角　④石炭　❺産業革命
地図 ㋐リヴァプール　㋑マンチェスター　㋒バーミンガム　㋓ロンドン
表 ①ジョン =ケイ　②ハーグリーヴズ　③ワット　④アークライト　⑤クロンプトン　
⑥蒸気船　⑦蒸気機関車

これにより全土で村の共有地が私有地に転
てん

換
かん

されて、集約的な農業が可能となった］によって農
業生産が拡大して、大量の非農業人口をやしなえるようになり、これが⑨ 　

化を促進した。さらにイギリスは、オランダ・フランスとの競争に勝利して世界各
地に交

こう

易
えき

網
もう

を広げた結果、高度に商業化した社会に変質した。

イギリス産業革命と資本主義 Q▶  イギリス産業革命は、世界経済や社会にどのような影響を与
えたのだろうか。

スコットランド

イングランドイングランド

エディンバラ

リーズ ヨーク
ハル

シェフィールシェフィールド
リンカン

ノッティンガム

ブリストル

ケンブリッジ

ヨークシャー

ハンバ川

北　海

世界初の旅客鉄道
（1830年）
炭鉱（1800年頃）
鉄の産地
運河（1800年頃）

テムズ川

セヴァン川

グラスゴー
ニューキャッスル

ラ
ン
カ
シャー

100km0

20～50％　　
囲い込まれた土地の比率

50％以上

発明・改良・実用車 発明品 種別 発明年
ニューコメン 蒸

じょう
気
き
機
き
関
かん
、ポンプ 動力装置 18世紀初め

ダービー コークス製鉄法 製錬 1709年
① 　 　 　 　 　 飛び杼

ひ
織布機 1733年

② 　 　 　 　 　 　

多
た
軸
じく
紡
ぼう
績
せき
機
き

（ジェニー紡績機） 紡績機 1764年頃

③ 　 　 蒸気機関の改良 動力装置 1769年
④ 　 　 　 　 　 水力紡績機 紡績機 1769年
⑤ 　 　 　 　 　 ミュール紡績機 紡績機 1779年
カートライト 力

りき
織
しょっ
機
き

織布機 1785年
フルトン ⑥ 　 　 交通手段 1807年
スティーヴンソン ⑦ 　 　 　 　 交通手段 1814年

地図 産業革命時代のイギリス

表 綿工業・交通手段におけるおもな技術革新

　イギリスでは、17世紀に華やかな模様
の① 　 　 産綿

めん

織
おり

物
もの

が輸入され、
人気商品となった。これにより主要工業
の毛

け

織
おり

物
もの

業が打撃を受けると、18世紀初
めにはインド産綿織物の輸入が禁止され
た。しかし、綿織物の人気は衰えず、原
料の綿

めん

花
か

をインドから輸入して国内で綿
織物を生産する動きも始まった。また、
当時イギリスは広大な海外市

し

場
じょう

を獲得し
ており、とくに② 　 戦争後には、
綿織物の輸出をその一環とする❸ 　

貿易を大西洋で大規模に展開してい
た。
　こうして国内外で綿織物への
需要が高まったことに加えて、
イギリスでは科学革命を背景と
する機械工学の伝統があり、さ
らに鉄

てっ

鉱
こう

石
せき

や④ 　 などの
資源にもめぐまれていた。これ
らの条件が重なって、18世紀後
半のイギリスで種々の技術革新
が生まれ、❺ 　 　 　

が始まることになった。
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50 第Ⅰ部

1 以下の史料 1～ 3は、古代ローマ時代の文書である。これについて、あとの問いに答えよ。

第Ⅰ部　総合問題① （教 p.15〜101／
 解 p.25）

2 と が護民官に選ばれ、法案を公表したが、それはすでにパトリキの力に抗し、プレブ
スの利に資するものであった。……第 ２に所有地の制限に関する法―なんびとも500ユゲルム（注：1２5ha
の広さ）以上の土地を所有してはならぬこと。第 3には…コンスルの 1名を必ずプレブスより選ぶこと。
� （吉村忠典訳『西洋史料集成』平凡社　一部改変）

史料 2

…… 3 はいった。イタリアの野に草を食
は

む野獣でさえ、洞穴を持ち、それぞれ自分の寝ぐらと
し、また隠

かく

処
れが

としているのに、イタリアのために戦い、そして斃
たお

れる人たちには、空気と光のほか何も与え
られず、彼らは家もなく落ち着く先もなく、妻や子供を連れてさまよっている。しかも全権を握る将軍は、
戦闘に際して、墳墓と神殿を敵から守るのだ、と兵士を励ましては嘘をついているのだ。というのも、これ
ほど多くのローマ人の誰一人として、父祖伝来の祭壇も先祖の宗廟も持っていないからだ。
� （長谷川博隆訳『世界古典文学全集（２3）プルタコス』筑摩書房　一部改変）

史料 3

パトリキはかつて、平民会議決は彼ら（パトリキ）の権威を除外して作られたものだから自分たち
はそれに拘束されぬ、と唱えた。しかしのちに 1 法が出され、平民会議決が全市民を拘束するように定
められた。かくして（平民会議決は）このようにして法律と同等のものとされたのである。
� （吉村忠典訳『西洋史料集成』平凡社　一部改変）

史料 1

問 1 ． 1 ・ 2 ・ 3 に入る人名
の組み合わせとして正しいものを、
右の表のア）～カ）から選べ。

1 2 3
ア） リキニウス ホルテンシウス グラックス
イ） リキニウス グラックス ホルテンシウス
ウ） ホルテンシウス リキニウス グラックス
エ） ホルテンシウス グラックス リキニウス
オ） グラックス リキニウス ホルテンシウス
カ） グラックス ホルテンシウス リキニウス

問 2．史料 1～ 3を年代順に並べ直せ。
問 3．史料に関するＡ君、Ｂさん、Ｃさんのコメントの正誤の組み合わせとして正しいものを、以下
のア）～ク）から選べ。

Ａ君：これはすべてローマ共和政時代の史料ですね。
Ｂさん�：史料 2はポエニ戦争後、属州でラティフンディアが始まった状況下、大土地所有に制限をか

けたものですね。
Ｃさん：史料 3の人物の改革が失敗すると、ローマは「内乱の一世紀」に突入しました。
ア）  3 人とも正しい。
イ） Ａ君とＢさんは正しいが、Ｃさんは誤りである。
ウ） Ａ君とＣさんは正しいが、Ｂさんは誤りである。
エ） ＢさんとＣさんは正しいが、Ａ君は誤りである。
オ） Ａ君のみ正しく、ＢさんとＣさんは誤りである。
カ） Ｂさんのみ正しく、Ａ君とＣさんは誤りである。
キ） Ｃさんのみ正しく、Ａ君とＢさんは誤りである。
ク）  3 人とも誤っている。

134 第Ⅲ部134 第Ⅲ部

1 つぎの文の（ 　 ）に適語を入れ、下線部●①～●⑥の問いに答えよ。
　いち早く18世紀後半には産業革命に突入して「（ １ ）」の地位についたイギリスを追って、欧米各国で
も産業革命が進められた。19世紀後半には、近代科学の成果にもとづく新しい工業部門が欧米で発展し、
（ ２ ）や（ ３ ）を新しい動力源に重化学工業・電機工業、（ ４ ）などの非鉄金属部門が成長した。その
製品は国民の日常生活に直結し、生活スタイルに大きな影響を与えた。この変化は●①第 2次産業革命と
呼ばれている。これらの工業部門は巨額の資本を必要としたため、（ ５ ）と結ぶ少数の巨大企業が市場
を独占的に支配する傾向が現れた（金融資本）。労働者は近代科学の基本的知識や専門資格を求められる
ようになり、このため近代教育の普及がうながされたが、他方で伝統的技術と古い労働形態が残る農業
や中小企業は圧迫された。不況と低成長の時期が長く続いた1870年
代以降、生活基盤を狭められ多くの人々が●②移民となって、アメリ
カ合衆国などへと渡った。
　主要国で工業化が進み相互の競争が激しくなると、●③植民地の重
要性が見直され、一時は植民地不要論がとなえられたイギリスを含
め、●④各国は新たな植民地の獲得を競い合うようになった。1880年
代以降、有力な列強はアジア・アフリカに殺到し、現地の抵抗を武
力で制圧しながら●⑤植民地や従属地域に組み込み、それぞれの勢力
圏を打ちたてた。この動きが●⑥帝国主義である。一方でヨーロッパ
内部では、19世紀末に長期の低成長期が終わり、以後好景気が持続
して、のちに「（ ６ ）（すばらしい時代）」と回顧される一大繁栄期に
入った。
問●①�　第 2 次産業革命の中心となった国を 2つあげよ。
問●②�　図🄰🄰のⓧ・ⓨに該当する国の組み合わせとして正しいものを、ア）～エ）から 1つ選べ。
ア）ⓧドイツ　　　　ⓨメキシコ　　　　イ）ⓧドイツ　　　　ⓨアイルランド
ウ）ⓧアイルランド　ⓨメキシコ　　　　エ）ⓧアイルランド　ⓨドイツ

問●③�　この時期に見直された植民地の役割は何か。
問●④�　図🄱🄱のⓐ～ⓕからあアメリカ、いイギリス、うフランスをそれぞれ選べ。
問●⑤�　植民地支配は、当
時の欧米社会でどの
ように受け取られて
いたのか説明せよ。

問●⑥�　1916年に亡命先の
スイスで『帝国主義
論』を著した人物は
誰か。

▲ヨーロッパからアメリカ合衆国への移民

　　 2676

　　 1481

（単位：千人）

イギリス  1612

スカンディナヴィア  1211

東欧・南欧  1056

イタリア  1015

ポーランド  190

フランス  154

スイス  142

ⓧ

ⓨ

🄰🄰

（数字は面積を表す　単位は100万km2）
植民地面積　　本国面積

33.5

0.3
本国との境界不分明

22.8（全体で）

10.6

0.5

0.3

9.4

2.9

0.5
0.4

0.3
ⓐ ⓑ ⓒ ⓓ ⓔ ⓕ🄱🄱

▲列強の海外植民地領有面積の比較（１９１４年）

第 ２次産業革命と帝国主義45
� （教 p.258〜264／解 p.73〜75）

第15章　帝国主義とアジアの民族運動

1 　世界の工場 2　石油 3　電気 4　アルミニウム 5　銀行資本

6　ベルエポック ①　ドイツ　　　　　・　アメリカ合衆国　 ②　イ

③　資源供給地や輸出市場、資本投下地など

④あ　ⓓ　　 　い　ⓐ　　 　う　ⓒ　　 　

⑤　「野蛮な地域を文明化」することは文明人の責務ととらえられていた。

⑥　レーニン

第15章　帝国主義とアジアの民族運動 73

45 第 ２次産業革命と帝国主義� 本文 p.134 ～ 136

１ ．世界の工場　 ２ ・ ３ ．石油・電気（順不同）　 ４ ．アルミニウム　 ５ ．銀行資本　 ６ ．ベルエポック
問①ドイツ・アメリカ合衆国　問②イ　問③資源供給地や輸出市場、資本投下地など
問④あ：ⓓ、い：ⓐ、う：ⓒ　問⑤「野蛮な地域を文明化」することは文明人の責務ととらえられていた。
問⑥レーニン

解答

第 １５ 章　帝国主義とアジアの民族運動

1

４ ．アルミニウムは軽く、電気分解による加工
法で大量生産が可能になり、食器や建材など様々な用
途に利用された。　 ６ ．列強の首都を中心に市民文化
が成熟し、マスメディアの登場によって現代的な大衆
文化の様相も現れた。それらは各国民のあいだにヨー
ロッパ近代文明への自信と近代科学の進歩への確信を
広めた。
問②ドイツ人の移民は1848年の三月革命とその後の混
乱を避けたものであり、アイルランド人の場合は1840
年代のジャガイモ飢饉が移民急増の原因となった。そ
してカリフォルニアのゴールドラッシュ（ 1849）もあっ
てアメリカへの移民が急速に進んだ。テーマ３９ 2 ６
の解説（→ p.63）およびテーマ４０ 2 問④・⑤の解説
（→ p.65）参照。　問③絶対王政下の植民地獲得は貴
金属や商品作物の供給源と輸出市場を確保することを
主眼としていたが、帝国主義下では第 ２次産業革命の
ため必要な天然資源（石油・ゴムなど）と有利な資本投
資地域の確保（資本輸出）が目的となった。　問④ⓐイ

ギリスⓑロシア　ⓒフランス　ⓓアメリカ　ⓔドイツ
ⓕ日本。イギリスとフランスが二大植民地帝国である
ことを覚えておこう。　問⑤ 思考・判断 　教科書の史
料、キプリング「白人の責務」から考えてみよう。背景
には、欧米の近代的工業力やそれに裏打ちされた軍事
力の圧倒的な優位が明らかになり、非欧米地域の社会
や文化を近代的発展から遅れた存在とみなす考えが広
まったこともあった。しかし、一方で当該地域の伝統
文化は劣った野蛮なものとして排除され、欧米列強の
価値観が一方的におしつけられたのである。ここに非
欧米世界の変容と「世界の一体化」の深化は急速に進ん
だ。　問⑥レーニンは帝国主義を「資本主義の不可避
的な最終段階」ととらえ、その特徴を⑴独占資本の形
成、⑵銀行資本と産業資本の融合による金融資本の形
成とその金融資本による寡頭制の形成、⑶資本輸出が
商品輸出と別に重要な意味をもつ、⑷独占資本主義に
よる世界の経済的な分割、⑸資本主義最強国による領
土分割、ととらえた。

解説

１ ．保守〈党〉　 ２ ．ジョゼフ =チェンバレン　 ３ ．ローズ　 ４ ．南アフリカ（南ア、ブール）〈戦争〉　 ５ ．労
働代表委員会　 ６ ．ブーランジェ〈事件〉　 ７ ．政教分離〈法〉　 ８ ．社会〈党〉　 ９ ．社会民主〈党〉　１0．ベルンシ
ュタイン
問①あカナダ　いオーストラリア→ニュージーランド→南アフリカ連邦　問②イ→ウ→ア
＊問③Ｈ =Ｇ =ウェルズ　問④国民保険法　問⑤下院の法案決定権が上院に優先すること。
問⑥あ北アイルランド（アルスター）　いシン =フェイン党　問⑦ロシア　問⑧ゾラ　問⑨世界政策

解答

2

２ ．もと自由党で大臣もつとめたが、1886年に
グラッドストン内閣が提出したアイルランド自治法案
に反対して脱党、グラッドストン内閣を倒閣させた。
彼の長男オースティンは両大戦間期に外相として国際
協調を進め、ロカルノ条約締結の功績もあってノーベ
ル平和賞を受賞した。次男ネヴィルは首相となり、ミ
ュンヘン会談でのナチス =ドイツに対する宥和政策で
知られる。　 ３ ．拡張政策を進めたイギリスの植民地
政治家。テーマ４６ 1 ６の解説（→ p.75）参照。　 ４ ．

「ブール（ボーア）」はオランダ語で農民の意味で、喜望
峰周辺に居住していたオランダ系入植者の子孫。テー
マ４６ 1 ７ ・ ８の解説（→ p.75）参照。　 ５ ．独立労働
党のケア =ハーディが中心となって、フェビアン協会、
社会民主連盟のほか、65の労働組合が参加した。のち
に非マルクス主義を掲げた労働党に改組するが、マル
クス主義をとる社会民主連盟は労働党には参加しなか
った。　 ９ ・１0．ビスマルクが引退し、さらに社会主
義者鎮圧法が失効したのち、エルフルト綱領を採択し

解説

第
15
章
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30　　第 5 章　古代ローマ

①  人

②
③
④
⑤
⑥  法
⑦

 法
⑧  法
⑨

①
②
③  島
④

⑤  の戦い

①

②
③
④  派
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨  の海戦

①
②

③
④  帝
⑤ア：  川
イ：  川

⑥ａ：
ｂ：

●基本事項のチェック
❶ 都市国家ローマの発展
□① 古代イタリア人の一派ラテン人が、テヴェレ（ティベル）川の河畔に建てたロー
マは、前 6世紀末まで先住民族の 人の王に支配された。

□② 共和政ローマでは、貴族（パトリキ）が最高公職の などの要職を独占した。
□③ 貴族の集まりである は、共和政の実質上の最高決定機関であった。
□④ 重装歩兵の主力となった中小農民を中心とする平民は と呼ばれた。
□⑤ 前 5世紀前半、平民会とともに平民の利害を守る役職の が設置された。
□⑥ 前 5世紀半ば、ローマの諸法が成文化され、 法として公開された。
□⑦ 前367年の 法では、 2名の②の 1名を平民から選出すること、貴族の公

有地占有の制限が定められた。
□⑧ 前287年の 法では、平民会の決議が国法として認められるようになった。
□⑨ 有力平民と貴族が合体して形成された新貴族層は、 と呼ばれた。
❷ ローマの地中海進出と帝国形成
□① 前272年、ローマはギリシア植民市 を攻略してイタリア半島を統一した。
□② 前 3世紀中頃、ローマはフェニキア人植民市 とポエニ戦争を起こした。
□③ 第 1次ポエニ戦争で勝利したローマは 島を獲得し、属州として統治した。
□④ 第 2次ポエニ戦争で、②の将軍 は、アルプスを越えてイタリアに侵入し、
カンネーの戦いなどでローマに勝利した。

□⑤ スキピオ率いるローマ軍はカルタゴ本国を攻め、④を の戦いで破った。
❸ 共和政国家の変質と内乱
□① 征服地を独占的に使用する貴族は、奴隷を使役して大農場経営を行い、イタリ
ア各地に と呼ばれる大所領を形成した。

□② は、貴族の土地を再分配し農民層再興を試みたが失敗した。
□③ 前 1世紀、剣奴（剣闘士）＊の が率いる奴隷の反乱が発生した。
□④ 民会を拠点とする平民派は、元老院を基盤とする 派と抗争した。
□⑤ ④の指導者 は、私兵を率いて平民派のマリウスと抗争した。
□⑥ 平民派のカエサルは、④の 、③の乱鎮圧に活躍したクラッススとともに
第 1回三頭政治を行った。

□⑦ カエサルは、現在のフランスにあたる 地方に遠征してここを属州とした。
□⑧ オクタウィアヌスは、 ・レピドゥスと第 2回三頭政治を組織した。
□⑨ 前31年、オクタウィアヌスは、⑧とクレオパトラを の海戦で破った。
❹ ローマ皇帝政治の誕生と帝国の繁栄
□① 前27年、オクタウィアヌスは （「尊厳なる者」）の称号を与えられた。
□② オクタウィアヌスは、元老院の「第一人者」（プリンケプス）として共和政を維持

しつつも国政上の権限をほぼ握り、この新しい政治形態は と呼ばれた。
□③ ②開始以降の約200年間にわたるローマの安定期を と呼ぶ。
□④ 31ページ地図中の は、五賢帝の一人である 帝時代（ 2世紀初め）に

おけるローマ帝国の最大領土を示している。
□⑤ 31ページ地図中の ア 川と イ 川は、ローマ帝国の防衛線であった。
□⑥ 31ページ地図中のａロンディニウムは現在の 、ｂルテティアは現在の

で、両者はともにローマの植民都市であった。

知

1

2

3

4

1　ローマの発展とローマ帝国の繁栄
○教p.76 ～ 83
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　1　ローマの発展とローマ帝国の繁栄　　31

⑦
⑧

①  人

②

①
②
③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①

②
③

①

②

□⑦ ローマ帝国各地には戦勝を記念する が建てられた。
□⑧ ローマ市内に残る と呼ばれる円形闘技場では剣闘士の試合が行われた。
❺ アルプスの北の世界
□① 前 8世紀頃、中央ヨーロッパに鉄製武器で武装した戦士集団としてあらわれた

人は、カエサルの遠征などにより征服された。
□② 歴史家タキトゥスが著した『 』は、ゲルマン人の生活を記録している。
❻ ローマの文化
□① ローマから南方に、ブルンディシウムまでのびる道路を という。
□② ローマ帝国各地の都市に水を安定供給させるため が建設された。
□③ 6世紀の東ローマ皇帝ユスティニアヌス（ 1世、大帝）は、ローマ法の集大成で
ある『 』を学者たちに編纂させた。

□④ 雄弁家であった文人政治家 は、カエサルの政敵として知られる。
□⑤ ラテン文学の黄金時代、 はローマ建国叙事詩『アエネイス』を著した。
□⑥ 歴史家 は、『ローマ建国以来の歴史（ローマ史）』を著した。
□⑦ 五賢帝最後の は、ストア派の立場から『自省録』を著した。
□⑧ ギリシア人の歴史家 は、『対比列伝』を著した。
□⑨ ギリシア人の地理学者 は、『地理書（地理誌）』を著した。
❼ キリスト教の誕生と拡大
□① イエスの処刑後、その教えを広めた使徒のなかで伝道者として活躍した

は、のちにペテロとともにネロ帝の迫害で殉教した。
□② キリストとは、ギリシア語で を意味する。
□③ 1世紀末頃から編纂された福音書＊や使徒の言行などをもとに、 2世紀中頃ま

でにはキリスト教の聖典『 』がまとめられた。

●読み取り力のチェック
□ ローマ帝国に関する下の地図と写真をみて、空欄に入る語を答えよ。
① ローマ文化は、文学・哲学・美術の分野ではギリシアの模倣と評されるが、下の
写真のように ・建築などの実用的分野では、高い技術と独自性をもつ。

② 2世紀に最大領土となったローマ帝国は、 2世紀末から 3世紀には深刻な財政難
に陥った。この原因の 1つとして、 面での出費が増大したということが、下
の地図から考えられる。
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ローマ帝国の最大領域地図
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第10章

アジアの諸帝国の繁栄

1 　オスマン帝国の成立と発展
❶オスマン帝国の成立
アナトリア西部に進出したトルコ人が、14世紀初め頃にスルタンを中心に建国
→バルカン半島へ進出
危機の時代：［　 　］がティムール軍に敗北

❷オスマン帝国の発展
［　 　］の時代：コンスタンティノープル（のちの（　 　））を攻略し、
（　 　）を滅ぼす（1453）→ビザンツ帝国の中央集権的な統治制度を継承

〈統治のしくみ〉
スルタン：絶対専制君主　イスラーム法・カーヌーン（世俗の法）によって統治し、スンナ派信仰を擁護

↓ ↓
軍事力 中央 → 地方

シパーヒー （　 　） 御前会議 州
（トルコ系騎士） （常備歩兵軍団） ↓ 県

司法・行政 郡

官僚

ウラマー

（法学者）

農村・都市

ミッレト

6

（　 　）制
で征服地の徴税権

を分与される

5

デヴシルメと呼ばれる制度で徴用された、

支配地域のキリスト教徒の子
し

弟
てい

の一部が登
とう

用
よう

される

イランの書記技術を統治に活用

非ムスリムの

宗教共同体。

納税を条件に

自治が認めら

れる

❸オスマン帝国の拡大
［　 　］の時代
：サファヴィー朝を退け、アナトリア東
部を支配
→�1517年、（　 　）朝を滅ぼし、
イスラーム教の両聖

せい

都
と

メッカとメディ
ナの保護権を得る

［　 　］の時代：最盛期
（　 　）を征服
（　 　）を包囲（1529）
　　→ハプスブルク家に脅

きょう

威
い

を与える
（　 　）の海戦（1538）に勝利し、地中海の制海権を得る

オスマン帝国とサファヴィー朝 教◯ p.132 〜 1351

1

2 3

4

7

8

9

10

11

12

オスマン帝国は、16 世紀にはアジア・アフリカ・ヨーロッパにまたがる
大帝国となるが、その広大な領土をどのように統治したのだろうか。

16世紀の西アジア・南アジア・東アジアには、それぞれ広大な領土を統治する帝国が繁栄し
ていた。それらはどのような帝国で、どのように国内を統治していたのだろうか。

（３
＊ 　　　    　　　　）

（12
＊  　　　    　　）

（11
＊  　　　    　）

〈オスマン帝国とサファヴィー朝の最大領域〉
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ムガル帝国の領域を示した次の地図と図Aについて、
以下の問１～４に答えなさい。

問1．ムガル帝国に隣接し、その文化に大きな影響を与えた㋐の王朝は何か。
� （　 　）
問2．ムガル帝国のアクバルによって新たな都とされた、㋑の都市名を答えなさい。
� （　　　 　　　）
問3．都市㋑に建設された、図Aの建造物の名称を答えなさい。� （　 　）
問4．17世紀半ばに成立した、地図中の㋒のヒンドゥー国家の名称を答えなさい。
� （　 　）

図A

イスラーム教徒が支配するムガル帝国では、
どのような宗教政策が帝国の繁栄と衰退につながったのだろうか。

準
拠
教
材

世界史総合テスト 高校世界史 基本用語問題集 ツインズ・マスター

高校世界史 ノート 新世界史 チェック＆チャレンジ 

教科書の構成に沿ったテスト形式の問題集
用語の穴埋めや正誤判定、小論述など様々な種類の問題を収録

リード文の穴埋めと一問一答、2種類の出題形式で重要用語を繰り返し学習できます
基本的な歴史の流れをつかみながら、重要語句を効率よく学びます

教科書本文の記述に沿って前後関係もわかりやすくまとめています
整理図解や地図の空欄補充も適宜設けています

教科書の節に沿って45のテーマに分け、基本事項の確認から論述問題まで段階的に学習
チェックと教科書の発問で授業の復習を行い、チャレンジやアプローチで入試に備えます

B5判／196頁＋解答128頁／2色刷／定価1,320円（10％税込）／ISBN978-4-634-04133-2 B5判／160頁＋解答16頁／2色刷／定価990円（10％税込）／ISBN978-4-634-04132-5

B5判／248頁＋解答24頁／２色刷／定価935円（10％税込）／ISBN978-4-634-04123-3 B5判／168頁＋解答32頁／２色刷／定価1,320円（10％税込）／ISBN978-4-634-04124-0

世探
704

世探
705/704

世探
705

世探
706

重要用語の穴埋めと、正誤の
組合わせや小論述、史料問題
など様々な形式の問いで構成
しています

別冊「解答・解説」には、丁寧
な解説を付しています

教科書のゴチックを中心
に重要語句を空欄補充問
題にしています

自由に使える
ノート欄

教科書中の図版・
資料を使用した
確認問題も収録

左ページは
リード文の
穴埋め問題

右ページは
一問一答

左ページと右ページ
の解答が同じなので
多面的に学習できる

基礎となる
世界史用語
を１～２行
の一問一答
形式で配置

教科書の地図・
写真・グラフを
ベースにした発
問で資料を読み
解く技術を身に
つける

PointPoint

PointPoint

PointPoint
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